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プロローグ




　まだ外は冷たい北風が吹く三月。

　私・七なな瀬せ里り桜おは、落ち着いた赤地に牡ぼ丹たんや梅といったたくさんの花々が鮮やかにちりばめられている振袖を纏まとい、高級料亭『味み楽らく』の立派な門をくぐった。

　すると、私の前にも振袖姿で大きな椿の花を髪に挿した緊張気味の女性がいる。

　仲居さんに店の奥へと促されている彼女も、おそらく私と同じようにお見合いに来たのだろう。そうでなければ、私たちのような年頃の人間がこんな高級店に足を踏み入れる機会などまずない。

　今日は二十八歳にして初めてのお見合いなのだけど、まったく気乗りしない。そもそもお見合いなんてするつもりがなく、そろそろ結婚が決まっていてもおかしくない時期だったのに……。

「はー」

　小さなため息が出てしまい、沈みそうになる気持ちを必死に立て直す。

　お相手にはなんの罪もない。失礼にならないように取り繕わなくては。

　今日のお見合いは、私が勤める『大だい東とう不動産』事業企画部の上司で、我が社の御曹司でもある相そう馬ま響ひびきさんになかば強引に決められたもの。

　私はお断りする気満々なので、お相手がどんな人なのかすら聞いていない。

　ただ、酔って相馬さんに迷惑をかけたので、彼から頼まれているお見合いに顔を出すことで借りを返したいだけだ。

「七瀬です」

「いらっしゃいませ。こちらへどうぞ」

　先ほどの女性に続き私も名前を言うと、指先まで神経が行き届いた美しい所作の仲居さんが中に促してくれた。

　ピカピカに磨かれた趣おもむきのある茶褐色の廊下を奥へと歩いていく。

　着物なんて着慣れていないので苦しくてたまらないが、少しの間の辛しん抱ぼうだ。適当に相あい槌づちを打って笑顔で座っていれば終わる。今日のお代は相手持ちだそうなので、おいしい料理を楽しもう。

　そんなことを考えながら、とある部屋の前に立った。

「お連れさまがいらっしゃいました」

　仲居さんが膝をついて障子を開けてくれるので、丁寧に腰を折る。そして顔を上げた瞬間、言葉をなくした。

　どうして？

　立ち上がって歩み寄ってきたのが、私にこのお見合いを打診した相馬さん本人だったからだ。

　少し癖くせのある髪をおしゃれにまとめ、おそらくオーダーだろうスリーピースを完璧に着こなした彼は、切れ長の目で私を見つめる。そして百八十センチは超えている大きな体を少し折って頭を下げた。

　あっ、そうか。突然お相手の都合が悪くなって、彼がそれを伝えに来たのか。

　でも、それなら電話でもしてくれれば済む話じゃない？　いや、料亭のキャンセルができずもったいなかったからとか？

　瞬時に頭の中であれこれ考えが巡めぐる。

「来てくれてありがとう」

「は？」

　この老舗しにせ料亭で出してはいけないような間が抜けた声が漏れてしまい、ハッと口を押さえた。

「すみません。お見合いは中止なんですね」

「どうして？」

　どうしてって、相手がいないのではできないでしょう？

「お相手は遅れていらっしゃるんですか？」

　彼はその間のつなぎ？

「見合い相手はここにいるが」

　彼の言葉が呑み込めなくて瞬きを繰り返す。

「とりあえず入れ」

　気がつけば、料理を運んできた仲居さんが困った様子で私たちを見つめている。

「すみません」

　なんだかよくわからない事態に遭遇して戸惑ったものの、ひとまず部屋の中に足を踏み入れた。

　十二畳の和室には床の間があり、立派な掛け軸と生け花が飾られている。相馬さんは座卓の手前の席に座り、私を床の間側の席に促した。

　これ、反対じゃない？

　床の間側が上座のはずだ。年上かつ上司の彼が下座につくのはおかしい。

　少し前にアメリカから帰国した彼だけど日本育ちだし、大東不動産の後継ぎとしての教育を受けてきただろうに、マナーを心得ていないはずがない。

「相馬さん、席を替わってください」

「いいから。今日は七瀬がゲストだからそっち」

「はぁ……」

　そうは言われても落ち着かないのに。

　とはいえ、仲居さんを待たせるのも忍びなく、私は素直に腰を下ろした。

　次々と並べられていく会席料理は見た目も美しく、上品に盛り付けられている。

　料亭なんて初めての私は、少々気け圧おされ気味だ。

　相馬さんは日本酒の徳とっく利りを持ち、「七瀬」と私に差し出した。

「気がつかず失礼しました」

　私から注つぐべきだと、もうひとつの徳利を手にしたが、「そっち」とお猪口ちょこを視線で指示される。どうやら今日はお嬢さま扱いをしてもらえるらしい。

「ありがとうございます」

　お猪口にお酒を注いでもらったあと注ぎ返した。

　料理を並べ終えた仲居さんが去っていくと、なんとも気まずい雰囲気になる。

「相馬さん、どういうことですか？」

　お見合い相手が彼だなんて冗談、簡単には受け入れられない。朝からわざわざ髪を結ゆってもらい、振袖まで着たのだから。

「着物姿もいいものだ。よく似合ってる」

　似合ってると褒められるのはうれしいけれど、聞いてます？

「ですから――」

「今日は俺と七瀬の見合いだ。俺は七瀬と結婚したいと思ってる」

　衝撃の発言にあんぐりと口を開けるしかない。

「結婚って、なに言ってるんですか？」

　私たちはただの上司と部下で、相馬さんから好意をぶつけられたこともなければ、御曹司という立場の彼に恋心を抱いたこともない。

　それどころか、私にはつい最近まで彼氏がいたのだし。しかもそれを相馬さんも知っているのに。

「なにって、結婚は結婚だ。俺、朝飯食ってないから腹が減ってて、食いながら話そうか」

「はぁ……」

　彼がきちんと手を合わせてから食べ始めたのを見て、私も箸に手を伸ばした。

「飲んでもいいが、今日は飲みすぎるなよ」

「わかってます」

　先日泥酔して彼に迷惑をかけている。だからくぎを刺されたのだ。

　彼は野菜の炊き合わせを口に運び、とても穏やかな表情を見せる。私もお刺身に箸を伸ばした。

「七瀬はなにが好きなんだ？」

「なんでもいただきますけど、お肉が好きです」

「肉食か」

　その誤解されるような言い方はやめて。

「相馬さんは？」

「俺も肉食だ」

　あなたの〝肉食〟はどう聞いても別の意味に聞こえるんですが……。

「そう、ですか。おいしいですよね」

　なんの会話をしたらいいのかわからずに適当に流す。

「そうだな。今度、俺の気に入っている店に行こうか」

「行きませんよ」

　なにサラッと誘ってるの？

「相馬さん、今日の説明をしてください」

「あぁ、そうだったな」

　彼は仕方がないという様子で一旦箸を置いて話し始めた。

「七瀬の見合い相手は俺」

「どうしてですか？　相馬さんとお見合いする必要あります？」

「だから、七瀬と結婚したいと言っているじゃないか」

　それは愛の告白なの？　ロマンティックな雰囲気とは程遠いのだけど。

「私、結婚なんて考えてませんから」

「いいのか？　結婚式」

　ニヤリと笑われて、彼に醜しゅう態たいをさらしたことを激しく後悔していた。

「なんとか、します」

　声が小さくなっていくのは、なんとかするあてなんてないからだ。

「なんとかって。結婚相手を連れていくって啖たん呵か切ったんだろ？」

「それは……」

　実は一カ月ほど前、そろそろ結婚かなと思っていた住宅事業部に勤務しているふたつ年上の木き内うち隆りゅう二じさんにあっさり振られた。しかも……他の女性との間に子供ができて、その人と結婚するから別れてくれという驚愕の理由だった。

　それだけならまだしも、その相手が大学時代からの親友、不ふ動どう紀のり子こだったのだ。大切に思っていたふたりから一度にとんでもない裏切りを突きつけられて、気絶しそうなほどにショックだった。

　しかし自分が情けなくて泣くことすらできず、結婚を前提として男性からアプローチされているなんて思いきり虚勢を張った。そして話の流れで、その人と一緒にふたりの結婚式に出席するとまで言ってしまったのだ。

　その日、偶然出くわした相馬さんにバーに連れていかれて泥酔し、すべてをぶちまけてしまい、今に至る。

「だからといって、どうして相馬さんと結婚という話になるんですか？」

　興奮して前のめりになる。

「結婚相手が必要だろ？」

「いりません。最近はそういう方をレンタルできるようですし」

　レンタル彼氏なるものがあるはずだ。お金を払ってお願いすればいい。

「でも、木内は会社にいる。お前に男の影がないことなんてすぐにバレるな」

　なに脅してるのよ。

「結婚相手がいないんだから仕方ないじゃないですか」

　もう彼にはすべて知られている。私は開き直った。

「だから、ここにいるだろ」

　あぁ、話が堂々巡りをして着地点が見えない。

「私、朝から美容院に行って大変だったんです。でも、相馬さんにお世話になったからと思って頑張ったのに、わけのわからない冗談で振り回さないでください」

　ただでさえメンタルがどん底まで落ちているのだから、余計なことに巻き込まないで。

「今日の七瀬、本当にきれいだよ」

　私は怒っているのに、彼はうっとりしたような視線を注ぎ、甘い言葉をささやく。

「あ、ありがとうございます」

　なんだか調子が狂う。会社ではこんなことを口にする人ではないからだ。

「それに、冗談じゃない。帰国してからひっきりなしに見合い話が舞い込んできてうんざりしてるんだ。それもビジネス絡みばかり。ビジネスのために結婚してうまくいかなかったらどうするつもりなんだ」

　眉をひそめる彼は、小さくため息をついている。

　たしかに夫婦仲が悪くなって離婚に気持ちが向かっても、ビジネスが絡んでいては簡単に別れられないだろう。

　お金に困ることもなく贅沢な暮らしができていいな、くらいにしか思っていなかったけど、御曹司って大変なんだ。

　彼の場合、仕事はすこぶるできる人なので親の七光だとはまったく思わないが、もっと楽して人生を送れるものだと勘違いしていたかも。

「そうですね。それはお気の毒だと思います。ぜひ、素敵な伴はん侶りょを見つけてください。私は失礼し――」

　立ち上がろうとしたのに、身を乗り出してきた彼に腕をつかまれてできなかった。

「七瀬。俺と契約しないか？　俺はビジネス絡みの結婚から逃れるため、七瀬は木内たちの結婚式に夫を連れていくため。一応俺なら恰好つくだろ？」

　そりゃあ、次期社長なんてとんでもない優良物件。見合い話が次々舞い込むほどだし、容姿もかなりレベルが高い。ストイックすぎて仕事では反発が出るケースもあるものの、それも彼の真面目さゆえだと私は知っているし。

　非の打ちどころがない人ではあるけれど、契約って……。

「本気ですか？」

「あぁ。もし互いに好きな人ができたら離婚すればいい。結婚前にいろんな条件について話し合って、文書にしておこう。離婚届もあらかじめ書いておいてもいい」

　婚姻届と離婚届を同時に書くの？

　想定外もはなはだしい提案に、完全に固まった。

「ただし俺たちが契約結婚だということは誰にも秘密だ。信用していたヤツが裏切るなんてざらにあるから」

　そう言われて、瞬時に紀子の顔を思い浮かべていた。

　大学のゼミで仲良くなった彼女とは休日になるとよく一緒に買い物に繰り出し、隆二さんとの交際についても話を聞いてもらっていた。でも、親友だと思っていたのは私だけで、彼女はあっさりと私の恋人を奪っていったのだ。

　ひどい裏切りに、今後は誰かを信じてはいけないと強く思った。それなのに……うっかりお酒に飲まれて本音をこぼした相手がよりによって相馬さんだったのだ。

　あぁ、大失態だ。

　私はしばしなにも言えなかった。

　契約結婚なんてありえないと思う一方で、あのふたりの結婚式に相馬さんと一緒に乗り込んだらみじめな思いをしなくて済むという甘い誘惑が頭の中でせめぎ合う。

「結婚したら、俺のマンションに住めばいい。家賃も光熱費もいらない。もちろん部屋は別に用意するし、生活も別。掃除や洗濯は当番制にしてもいいし、それぞれがやってもいい。なんならハウスキーパーを雇っても」

　どんどんいい条件を提示されて心が揺れる。

　いやいやいや、結婚だよ？　ありえないって。

「ただし、お互いが夫として、もしくは妻としての立場を必要とするときは、そのふりをすること。それだけ守ってくれれば、七瀬は自由だ」

「そこまでして縁談を回避したいですか？」

「したいね。七瀬は、ビジネスのために好きでもない相手と一生一緒に暮らすなんて耐えられるか？」

　そう問われて返す言葉が見つからなかった。耐えられないと思ったからだ。

　お見合いのような短時間で相手の性格を見極めるのは難しい。会社で毎日顔を合わせている私たちだって、知らないことだらけだ。

　しかしビジネスが絡んでくるとなると、お見合いして一旦交際を始めれば、別れるという選択肢がなくなり、合わないと感じた人とも結婚という運びになるのかもしれない。それはやはり気の毒だ。

「無理、です」

　正直に伝えれば、神妙な面持ちの彼はうなずいた。

「だから七瀬にお願いしている。俺は七瀬を評価しているし、一緒にいても違和感はない。契約してもらえると助かる」

　仕事では百戦錬磨の相馬さんが、私に頭を下げているのが不思議すぎる。

「あの……。今日はどうしてお見合いを？　別にこんな時間を設けなくても、どこかのレストランにでも呼び出して話せばよかったのでは？」

　格式ばったお見合いの形式をとったのはどうしてだろう。

「それは……。ちょっと誘って軽く話したって、七瀬は本気だと思わないだろう？」

「まあ、たしかに」

　ここまでするのだから、彼はいたって真剣だとは感じる。

「それに、両親に友人のすすめでお見合いをしてくると話してある」

「え！」

　驚きすぎて目玉が転げ落ちそうになっているのに、彼は平然とした顔で続ける。

「相手を気に入ったら、もう縁談を持ってこないでほしいと。そもそも俺がなかなか結婚しないのにしびれを切らしているところもあるから」

　用意周到すぎない？　いや、これが彼なのか。仕事でも準備を怠らず、いっさい隙を見せない。それと同じだ。

「待ってください。相馬さんモテるでしょ？　私じゃなくても結婚してもいいと思う人はいないんですか？」

　衝撃的なことばかり畳みかけられてすっかり頭から飛んでいたが、彼が本当に好きな人と結ばれれば済む話じゃない。

「まあ、モテなくはないが……」

　顎に手を当てて漏らす彼がうらやましい。モテなくはないなんて一度でいいから言ってみたい。

「どうも皆、俺のタイプとは違って。奥ゆかしくて半歩うしろをついてくるような女性がいいと思われているみたいなんだが、違うんだ」

　へぇ、意外。

　仕事ではプロジェクトの部下たちをグイグイリードするので、つべこべ言わず俺についてこい！というタイプかと思ってた。

「それなら、どういう人が好みなんですか？」

「そうだな……。自分の意思がしっかりあって、遠慮なく会話をぶつけてくる人」

　あれっ、なんか心当たりが……。

　部下ながら彼の発言に意見してしまうこともあるからだ。まあ、仕事の話ではあるけれど。

「そうじゃないと、俺も会話の加減をしないといけなくなるから疲れるんだ」

「加減？」

「うん。俺の意見に左右される人だと責任が倍増するだろ？　それに、こちらも使う言葉をいちいち気にしないといけなくて、気が休まらない」

　なるほど。一理ある。なにかうまくいかないときに、『あなたがこう言ったから従ったのに、失敗したじゃない！』と責められるのはたまらない。

　ただでさえ仕事で責任を負う立場なのに、プライベートでもその調子では、たしかに気持ちを休める暇もない。

「それに、ベッドの中以外は甘えたいんだよね。外では戦わないといけないから、家では癒いやされたい」

　私はなんの話を聞かされているの？　しかも、ベッドの中は主導権を握る肉食だとさりげなく告白してる？

　聞いているほうが恥ずかしいのに、彼は平然としている。

　それにしても、威厳ある上司の口から〝甘えたい〟という言葉が飛び出すとは意外だった。

「でも周りの人はそう思わないらしくて……」

「そうでしょうね」

「ん？」

　ボソッとつぶやいた言葉を拾われそうになり焦る。

「なんでもありません。それじゃあ、そういう人を見つけて自分からアタックすればいいじゃないですか」

「今は仕事に全力を注ぎたい。プロジェクトを成功させたいだろ？」

　その質問には深くうなずく。散々手こずっているプロジェクトなので、絶対に成功させたい。

「七瀬は、俺には珍しく苦手なタイプじゃないし、共同生活もうまくできるような気がするんだ」

　たしかに私は彼に遠慮なく意見をぶつけるところがあるけれど、それは仕事だからだ。元カレの前では従順な恋人だった。それで調子に乗った彼に裏切られて、窮地に立たされているわけで……。

「私、私生活ではそんなに意見をズバズバ口にするタイプじゃないですよ？」

「それは木内との関係について言っているのか？　結婚を意識してたから、いろいろ我慢してたって話してたじゃないか」

　あぁ、酔ってそんな胸の内まで明かしちゃったのか。

　隆二さんとのゴールインを目指していたからこそ、彼を立てて自分の意見は呑み込んでいたのだ。

　その結果、浮気をされて、結婚への淡いあこがれが砕け散ったのは皮肉だけれど。

「契約結婚なら嫌われても構わないわけだし、言えるだろ」

　誤解を解いておこうと思ったのに、より納得できる答えが返ってきて黙るしかなくなった。

「あのふたりの結婚式で、最高に幸せな夫婦を演じてやる」

　とんでもなく魅力的な言葉をささやかれて、私はうなずいていた。

　ふたりの裏切りのせいで結婚というものに魅力を感じなくなった今、契約結婚したって問題ない。しかも嫌になったら離婚してくれるとまで言っているのだし。

　私は自分にそう言い聞かせて口を開く。

「わかりました。契約しましょう」

「それは助かる。それじゃあ今日はたっぷり食事を楽しもう。肩の荷が下りたから純粋に料理を楽しめそうだ」

　彼は笑顔で大きなあわびに手を伸ばした。

　肩の荷が下りたって、そんなにお見合いをせっつかれるのが苦しかったのかな。毎日のようにしつこく急せかされたらうんざりするか。

　契約結婚に対する不安がないとは言わないが、私もひとつ悩みが解消した気がして、霜降り肉の和風ステーキを口に運んだ。










不器用な彼の包容力




　――相馬さんと出会ったのは、四カ月ほど前。平年より早めの初はつ霜しもが観測された寒い日のことだ。

「終わったー」

　昼ご飯もパスして黙々と片付けていた仕事が一段落して、伸びをする。

　私は十二階の休憩室に向かい、自販機で甘いコーヒーを買って窓際の席に座った。

　ここから見えるいくつかのビルは、我が社、大東不動産が手がけている。私が担当したわけではないけれど、この景色を見ると、なんとなく誇らしい気分になる。

　大東不動産は、不動産業界では日本で三本の指に入る規模を誇る。最近急成長を遂げている『宮みや城ぎ不動産』としのぎを削り、将来は現在頂点に君臨する旧財閥系不動産会社を押しのけて、ツートップを張るのでは？なんて噂うわさされるくらい勢いがある会社だ。

　私は大学を卒業したあと、大東不動産の事業企画部で働き始めて六年になる。

　事業企画部は単なるビルの建築だけではなく、大型ショッピングモールの立ち上げにも携わる部署で、全国各地にいくつものショッピングモールを建設してきた。

　私がいる本社は関東地区を担当している。箱を作るだけではなく、モール内のテナント誘致も担当。魅力あるショッピングモール作りが私たちの仕事なのだ。

　郊外の大型アウトレットから、都市部のビルまで様々な物件があるが、今は渋しぶ谷やのショッピングビルのプロジェクトに所属して走り回っている最中だ。

　このビルは地上十五階建てで八階までが商業フロアとなり、小売店や飲食店、美容院などの店舗を誘致する計画になっている。それより上層階にはオフィスが入る予定で、すでにオフィスの引きは数多あるものの、問題はショッピングモール。

　渋谷プロジェクトは全部で八人。私と同期入社の友人・谷たに口ぐち亜あ美みの他はすべて男性で、年齢は二十代から三十代半ばまでまちまちだ。

　しかし、プロジェクトの途中でプロジェクトリーダーが突然の退職。どうやら実家のお父さまが倒れたらしく、地元の大おお阪さかに戻るのだとか。それで私が事務処理を一手に引き継いだため、てんてこまいなのだ。

「次は……。リサーチ結果の集計か」

　コーヒーを片手に、手帳を取り出してやり終えた仕事にチェックを入れ、次に取りかかるべき案件を確認する。

「やっぱここにいた」

「どうしたの、亜美？」

　なんだか急いでいる様子の亜美は、緩くパーマがかかった肩下十五センチほどの髪の私とは対照的に、ショートカットがよく似合う活発な女性だ。

　彼女は私の隣にやってきて「行くよ」と促した。

「トラブル？」

「そうじゃないよ。新しいリーダーが社長室に来てるみたいなの。そろそろ部にも顔を出すから呼んでこいって言われて」

　そういえば今日着任すると、聞いていたような。

　なんでも現社長の息子らしく、五年ほど大手商社のワシントン支社に武者修行に行っていたとかいう切れ者だとか。

　課長としての赴任になるものの、近い将来社長のイスに座るような人だ。

「わかった。すぐ行く」

　私は残りのコーヒーをゴクゴクのどに送ってから、同じフロアにある事業企画部へと向かった。

　私が部屋に入ると、総勢三十二名の部員たちがざわついている。皆、御曹司の彼に興味があるらしい。

　注目されるのも大変ね……。

　だって、御曹司でかつ切れ者。しかも、なかなかのイケメンだなんて噂まであり、相当ハードルが上がっているもの。

　私なら嫌かも。プレッシャーに押しつぶされそうだ。

　そんなことを考えながら自分のデスクに向かうと、すぐに入口のドアが開いて部長が入ってきた。

「皆、集まってるか？」

「はい」

　部長のうしろから、とてつもなく脚の長い男性が姿を現す。

　イケメンなんてどこから湧いたかわからない噂が飛び交っていたが、事実だった。

　二重のくっきりした切れ長の目を持ち、鼻はすらっと高く、顔も小さい。長身で細身だが胸板は厚そうで、背筋もピンと伸びている。

「ちょっ、レベル高っ」

　隣に並んだ亜美がボソッとつぶやくので、肘で突っつき〝やめなさい〟と制しておいた。

　けれども、亜美の言う通り。眉び目もく秀しゅう麗れいという言葉は、彼のためにある気さえする。

「紹介します。本日付で事業企画部に配属になった、相馬響くんだ。えぇっと、三十四歳でよかったかな？」

　部長は自分の席まで行くと、十センチ以上背の高い相馬さんを見上げる。

「はい。相馬です。これからどうぞよろしくお願いします」

　丁寧に腰を折り挨拶をした相馬さんの声は、想像より低めでどことなく色気が漂っている。って、セクシーな見た目のせいかも。

「相馬くんには、渋谷のプロジェクトリーダーを務めてもらう。前リーダーから事務の引き継ぎを頼まれているのは……」

「私です」

　私はすぐさま小さく手を挙げた。本来ならリーダー同士が引き継ぎをするのだけれど、前リーダーの退職が急だったので後任が決まらず、秘書的な役割も果たしていた私がとりあえず引き受けたのだ。

「七瀬里桜くんだ。彼女から仕事を引き継いでくれ。とりあえず渋谷のチームは、相馬くんと親交を深めて。チームが一体にならないといいものはできないからね」

「はい」

　部長の指示で、私たちのチームはすぐに会議室で顔を突き合わせることになった。

　コの字に並んだテーブルの真ん中に相馬さん。チームのメンバーが両側に分かれて腰を下ろすと、彼は立ち上がった。

「簡単にご挨拶を。改めて、相馬です。ワシントンで郊外型ショッピングモールの建設とその物流システムに携わっていました。日本とは規模や客層、取り扱い商品も違いますが、あちらの経験を参考にしつつプロジェクトを成功させたいと思っています」

　相当できそうな人だ。気持ちが引き締まる。

「まずはお名前とお顔を覚えさせてください」

　彼は座り、私たちに自己紹介を促す。そして少しずつコメントを挟んだ。

「谷口さんは、ヨガを習ってるんですね。私もやってみようかな」

　趣味や好きなものを教えてくださいと付け足された自己紹介は、意外にも盛り上がりを見せる。

「教室にひとり男性がいらっしゃるんですけど、すごく派手なレギンスをはかれているんです。相馬さんもまずはそこから」

　亜美が冗談で付け加えると、相馬さんはクスクス笑いだす。

「自分のレギンス姿を想像して、気分が悪くなりました」

　本当に顔をしかめながら言うので、皆が噴き出した。

　その後も和やかに会話が進む。

「古ふる屋やさんは、ザルなんですね。実は私も酒好きでして。肝臓を壊さないかひやひやしてるんです。今度一緒に、飲みに……じゃなくて健康診断に行きますか？」

　まさかの切り返しに、笑いが起こる。来て早々、チームの皆の心をつかんだようで、頭の回転の速い人だと感じた。

　そして最後に私の番。

「七瀬里桜です。谷口さんと同期の二十八歳です。化粧品店など美容関係のテナント誘致を主に担当しています。趣味は……」

　皆、ひと言ずつ添えていったものの、私はなんと言ったらいいのかずっと考えていてまだ思いつかない。

　最近、自分がしたいことはあまりしていない。仕事をして帰ると疲れて眠るだけ。

　休日は、マンションの建設・販売を手がける住宅事業部に勤務している恋人の隆二さんの希望通りの時間の使い方をしている。

　彼と付き合いだしてからもう二年半。互いの両親にも紹介済みで、そろそろ結婚？なんて関係でもある。

　けれどもマンネリ気味なのか、おしゃれをして珍しい場所に出かけたり、ちょっと贅沢なディナーに行ったりなど、最初の頃にしていたデートはしなくなってしまった。

　いつまでもドキドキするような関係でいたいのが本音だけど、皆こうなるものなのかな？と我慢している部分もある。

　それもこれも、結婚という目標があるからだ。同級生たちの結婚ラッシュはもうピークを過ぎていて、未婚の友人も婚約者がいるケースが多い。亜美も彼氏とうまくいっていて、そろそろ結婚かもと話しているし、私もその流れに乗らなければと焦っているのだ。

「趣味は……特にありません」

　なんてしらける回答だろうと、心の中で自分につっこみを入れた。

　せっかく相馬さんが盛り上げているのに。

「すみません」

　気まずくなって頭を下げると、相馬さんが口を開いた。

「大丈夫ですよ。皆さんの趣味をお聞きしておいて、私は言ってなかったですね。実は私も七瀬さんと同じです」

「えっ？」

　思わぬ発言に目も大きくなる。

「これといった趣味がなくて……。しいて言えば、一緒にいる人と楽しい時間を過ごすことでしょうか。あっ、こういう話をすると相手は女性だと勘ぐられますが、男性とでもです。まあ、できれば女性のほうがいいのは本音ですが」

　皆に笑顔が戻った。一瞬にして気まずい雰囲気が払ふっ拭しょくされ、巧みな話術に感心するばかりだ。

「七瀬さん、今度一緒に楽しい時間を過ごしませんか？　って、まずいな。公開セクハラだ」

　少しバツの悪そうな顔の相馬さんに、ドカンと笑いが起こる。

「さて、そろそろ仕事の話に入りましょう」

　今まで柔らかい雰囲気を醸し出していた相馬さんが凛りんとした声でそう告げると、一瞬にして静寂が訪れた。

「赴任前に、渋谷プロジェクトの概要に関する資料を拝見しました。細かな引き継ぎはまだですので、これから考えが多少変わるかもしれませんが……」

　彼はそこまで言ったあと、メンバーをぐるりと見回す。

「このままでは失敗します。建設予定地は最高のロケーションです。ですが中身が最悪。斬ざん新しんさもなければ、ターゲットもわかりにくい。一からやり直しです」

「そんな……。皆それぞれ、必死に店舗誘致をしているんです」

　相馬さんと同じ歳の古屋さんが口を挟む。

「必死という部分について否定はしません。部長も、優秀な人たちばかりだとおっしゃっていました。ですが、これだけショッピングモールやショッピングビルがあふれているのに、個性もなにもないものを作って、立地だけに頼るという戦略はいただけません。たとえ不便な場所にあっても行きたいという欲求を引き出せなければ、成功はありえない」

　相馬さんの意見が突き刺さる。たしかにその通りだからだ。

　私たちは東京初というような目新しさは求めているが、店舗に統一性がなく、ターゲット層も絞り切れていない。他のモールにもその店が出店したら、目玉ではなくなってしまう。

　会議室に重い空気が漂い、誰も言葉を発しない。今まで頑張ってきた仲間たちは、プロジェクトを全否定されて唇を噛みしめている。

　つい先ほど、うまくやっていけそうだと感じたばかりなのに、いきなりの衝突だった。

「やりましょう。一から計画を練り直して、他社を出し抜きませんか？　渋谷は大きなマーケットです。大東不動産がそのマーケットの頂点に立ちましょうよ」

　私が立ち上がって意見すると、古屋さんがあからさまに顔をしかめる。それぞれ店舗誘致に走りだしている今の状態で、それを白紙に戻してというのはとてつもなく労力がいるので納得だ。

　しかし一方で、『このままでは失敗します』という相馬さんの意見にもうなずける。

　それはおそらくここにいる誰もがそうだろう。私たちは従来のやり方通りに計画を進めて、新しいチャレンジには積極的でなかった。楽をしようとしていたのかもしれない。

　それでもショッピングモールは完成する。けれども、大成功を見込めるかと聞かれたら、誰も『はい』とは胸を張れないはずだ。

「そうは言うけど、時間もない。今からやり直しなんて到底無理だ。七瀬だってわかってるだろ？」

　古屋さんの言葉に同意しそうになる。

　オープンは一年後。出店依頼予定リストからの見直しとなれば、すでに打診済みのショップに断りを入れる可能性も出てくる。そうすると、今後の付き合いや、他のプロジェクトへの影響も避けられない。

「そうですけど……」

「無理かどうかはやってみなければわかりません。現在打診している店舗にお断りを入れる場合は、より利益が見込める別のモールを提案します。それによってかさむ経費は、私が責任をもって通します。あとは……」

　相馬さんは私たちの戸惑いなどお見通しで、いとも簡単に改善案を示していく。しかも、まったくためらいがない。

「相馬さん。アメリカがどうだったかわかりませんが、ここは日本です。そこまで徹底的にやらなくてもそれなりの利益は見込めますよ」

　古屋さんが食い下がると、相馬さんは首を横に振った。

「〝それなり〟の利益など求めていません。七瀬さんが言ったように、渋谷は我が社が牛耳るつもりです」

　私は皆を鼓こ舞ぶするつもりで口にしたが、相馬さんはすこぶる平然としていて当然だと言わんばかり。みなぎる自信に誰も反論できなくなった。

　そこで一旦会議は終了した。

「七瀬さん、少し残っていただけますか？」

「わかりました」

　私が残されたのは、事務的な引き継ぎのためだろう。他の人たちは部屋を出ていく。

　厚いファイルを手に立ち上がろうとすると、相馬さんのほうから近づいてきて隣の席に座った。

「さっきはフォローありがとう」

「いえ……」

　物腰柔らかなコミュニケーションから一転、谷底に落とされたような形だったので皆余計に動揺したんだと思う。期待と失望を一気に味わったような。

「失礼ですが、相馬さんのおっしゃることはもっともですし、正直言えば痛いところをつかれたという感じです。でも、皆、これまでのやり方を踏とう襲しゅうしているだけで手を抜いているわけではありません」

「なるほど」

　他ひ人と事ごとのような相槌が癪しゃくにさわる。

「アメリカはこういう感じなんでしょうか？　チームが一丸となって動かなければよいものはできません。対立しては――」

「一丸となって妥協するんですか？」

「それは……」

　この人が口にすることはいちいち正論だ。しかし、やり方がうまくない。

「それなりの箱を作って、それなりの店舗展開をする。それなりにもうかるでしょうが、他社にすぐにつぶされる」

　彼は小さくため息をつきながら、持っていたファイルを開いて私に提示する。

「これ……」

「我が社が手がけて、最近閉鎖したモールの一覧と売上高の推移です。私が信頼する経営コンサルタントに分析してもらったところ、失敗してしかるべきだとはっきり言われましたし、私もその通りだと思います」

　その一覧には私が携わったモールはないが、ここに仲間入りしてもおかしくない物件はある。

　最初は珍しさも手伝ってすこぶる客入りがよかったのに、ターゲットを広げすぎたあまり、どの年代の人たちにも心地よくない空間となってしまい、何度か店舗の入れ替えをした。でも、一度離れたお客さまは簡単には戻ってこない。結局閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

「このプロジェクトもそうしたいですか？」

「いえ」

「厳しい指摘をしたのは承知しています。ですが、私はプロジェクトのひとつやふたつ失敗してもいいとは決して思わない」

　彼は将来、この会社を背負う御曹司なのだ。私たちのような一般の社員より、責任のある立場で発言しているに違いない。

「申し訳ありませんでした。それなりのもので満足しようとしていました」

　彼の発言が間違っていないからこそ、それをずばり指摘された私たちは反発心が芽生えたのだ。自分たちの甘い考えを隠すために。

「あぁ、すみません。どうも私は他人を追い詰めるくせがある。これも経営コンサルタントに直したほうがいいと注意されているのに」

　素直に自分のよくないところを認める姿が意外だった。会議の様子では、自我が強くて他者からの指摘など受け付けないタイプかと思ったのに。

「相馬さんが謝らなくても……。ただ、できれば仲良くやりたいですよね」

「そうですね。気をつけます」

　部下の助言を聞き入れてくれる人なんだ。

　おそらくアメリカは日本よりずっと実力主義で、そこで成功を収めてきた彼はとんでもなく能力の高い人なのだろう。今までの実績や経験をもとに失敗を危き惧ぐしているものの、彼は決して私たちをバカにしているわけではないと伝わってきた。

「引き継ぎ、しますね」

「お願いします」

　それから私たちは一時間ほどかけて大まかな引き継ぎを済ませた。




　計画練り直しとなった翌日からはとても忙しくなった。

　いきなり相馬さんに否定されたチームの人たちは、最初こそ反発と遠慮が見られた。しかし、相馬さんの絶対に成功させるという強い意気込みをひしひしと感じ取ったからか、一カ月もすると皆の目が再び輝きを取り戻し、会議での議論にも熱がこもってきた。

「今までいろいろ案が出てきましたけど……思いきって、ターゲットは女性のみ、しかも働いている層にしてはどうでしょう。女性が好みそうなショップのみをチョイスして、レストランもがっつり系ではなくおしゃれ系にするんです。インスタ映えするような」

　会議で私が提案すると、古屋さんは渋い顔をしている。

　今までは顧客ターゲットを男性三、女性七くらいの配分で考えていて、男性向けのショップもリストに上がっていたからだ。

「そんな展開にした例は一例もないんじゃないか？」

「ないですね。でも、インパクトはあるかと。事前の調査では、近くにあるショッピングビルは、女性の利用者の比率が八十パーセントを超えています」

　古屋さんの意見を受けて私が調査結果をモニターに表示すると、相馬さんが腕を組んでまじまじと見つめている。

「レストラン階については、ランチタイムは渋谷界かい隈わいで働く女性をターゲットにするとして、夜はデートに使う人が増えると思われるので男性の比率も上がるはずです。でも、デートのときって、女性にお店の決定権があることが多くありませんか？」

　なんて言いながら、私の場合は隆二さんがほとんど決める。けれども、それを周りの女性に話すと『普通、彼女に希望を聞くよね？』と言われてばかりだからだ。

「そうなの？」

　既婚者の古屋さんは、隣にいた亜美に尋ねている。

「そうですね。できればおしゃれなお店で食事をしたいので、私のほうから指定することも多いです。男性に主導権があるときももちろんありますけど、私の好みに合わせてもらえるとうれしいかな。ちなみに以前、初デートでラーメン屋に連れていかれたときは、その場で別れました」

「厳しいな」

　古屋さんは苦笑している。

「女性は店舗の清潔感も重視しますし、料理は味だけでなく見た目もおしゃれという点が結構重要ですね。お肉が食べたいときは煙が充満しているような焼肉屋じゃなくて肉バルのほうがいい」

　私は焼肉も好きだけどデートならバルだなと、亜美の話に納得した。

「あとは、そのときの写真をＳＮＳに上げて、こんなおしゃれなお店に連れていってくれる素敵な彼氏がいるよアピールもしたいんじゃないでしょうか」

　なんて私がもっともらしいことを付け足すと、さらに亜美が乗ってくる。

「そうそう、インスタは自慢のためのツールですもん」

「谷口も七瀬もやってるの？」

「もちろん」

「やってません」

　三つ上の西にし岡おかさんに尋ねられて、亜美と私の答えが真っ二つに分かれた。

　私は自分のアカウントを作ったこともなければ、誰かの投稿を見たこともない。自慢できるようなキラキラした生活を送ってはいないし、他の人の行動も気にならないからだ。

「あはは。見事に分かれた」

　西岡さんに笑われた。

「里桜は仕事ばっかりなんですよ。人生、それで楽しい？って聞いても楽しいって言うんです」

　ちょっと、なにバラしてるの？　私は隆二さんがいればいいし、ＳＮＳをのぞいても自分がみじめになる予感がして気が進まないだけ。

「個性が出るな。女子はいろいろ大変そうだ」

　複雑な表情で古屋さんがつぶやいている。相馬さんはなにも言わないけれど、口元を緩めていた。

「えぇっと、個人的な話はどうでもいいので……。とにかく、女性に主導権がある限り、女性にウケるお店をチョイスする必要が出てきます。それも含めて、ターゲットは女性と考えました」

　私が話をもとに戻すと、相馬さんが口を開く。

「俺は賛成。七瀬が言うように、デートの主導権は女性にあると思う。自分が主導権を握っているように装って女性の意見を反映させるのが、男の腕の見せどころかと」

　どこからどう見てもモテそうな彼の意見は、かなり説得力がある。仕事の話をしているのに、彼のプライベートをのぞいたような気分になった。

「そうは言っても……」

　古屋さんは簡単には納得しない。けれども、相馬さんはあきらめずに話を続ける。

「なにか特色をと考えたときに、女性だけにターゲットを絞ったというのはなかなかインパクトがあると思う。以前別件の調査で、女性は売り場に行ってから買うものを吟ぎん味みするが、男性は最初から目的のものがあって買いに行く傾向があると出た」

　その調査結果、私も見た覚えがある。

「つまり、男性は目的のものを手に入れたら、即帰宅するんだ。一方女性は、いろんな店に寄り道をしながら決めるから、余計なものまで買ってしまう」

「私のことを言われてるみたいです」

　亜美がクスッと笑っている。

「なるほど。よりお金を落としてくれるのは、女性ということですか」

　西岡さんが食いつくと、古屋さんも資料に目を落としたままうなずいている。

　ちょっとその気になってきた？

「そうだ。女性のみをターゲットにした場合、どんな店舗のチョイスがいいか各おの々おの案を挙げてほしい。具体的にしてみてよくないと感じたら、もう一度練り直しすればいい」

　相馬さんは、一発で成功させようとはこれっぽっちも思っていない。私も試行錯誤しながら最高のものを作れればいいと思う。

「はい」

　相馬さんの促しに、古屋さんも承諾の返事をした。




　それから一カ月。新たなショップの掘り起こしや接触には難航を極め、年を越した。

「はぁ、全然うまくいかない」

　隣の席の先輩・熊くま沢ざわさんがボソリとつぶやく。彼はピックアップしたショップにアポイントを取ろうとしているが、何度も断られているのだ。

「それなら俺がやる。リストをくれ」

　相馬さんが書類に目を落としたまま言うと、チーム内に緊張が走った。

　熊沢さんはちょっと愚痴をこぼしただけで、誰かに代わりにやってほしいと思っているわけではないのに。

　この雰囲気をなんとかしないと、また相馬さんとメンバーの距離が離れてしまう。

「相馬さん、ご相談がありまして……」

　私は席を立ち、相馬さんに申し入れた。

「なに？」

「込み入った話なので、会議室でお願いできますか？」

「わかった」

　忙しそうなので拒否されるかもしれないと思ったのに、彼は意外にもすんなりと部署を出た。

　会議室に足を踏み入れた相馬さんは、振り返りすぐに話し始める。

「七瀬が相談なんて珍しいな。なにを困っているんだ？」

　熊沢さんにもそう聞くだけでいいのに。

　他の仕事に没頭していたから、気が回らなかったのかもしれない。

「チームの雰囲気が悪くならないかと困っています」

　思いきってぶつけると「どうして？」と首をひねっている。熊沢さんにした対応は、完全に無意識なのだと知った。

「先ほどの熊沢さん、ちょっと愚痴をこぼしただけです。できないと仕事を放棄したわけでは――」

「あ……」

　上司相手に失礼かとも思ったけれど、せっかくうまくいき始めているのだからと伝えれば、途中で気づいたらしい彼はバツの悪そうな顔をする。

「俺、またやったのか」

「そんなに反省されなくても」

　肩を落としている様子に慌てたものの、彼は首を横に振った。

「七瀬に仲良くやっていこうと言われて気をつけていたつもりだったんだが……。俺はまだまだだな」

「あぁっ！　相馬さんに悪気がないのはわかっていますから。出しゃばった真似をしてすみません」

　まずい。私が雰囲気を悪くしてる？

「いや、指摘してくれて助かる。アメリカはワンマンで、たとえ同僚であっても誰かの失敗をうまく切り抜けることで評価が上がるようなところがあって。だから他人の前では絶対に弱音を吐けなかった。その感覚が抜けていなかったのかもしれない」

　しきりに反省している相馬さんは、日本の習慣に慣れていないだけ。私のような下っ端の言葉にも耳を傾けて、間違っていると思えば素直に反省する素敵な上司だ。

「それをやるのは、ライバル社に対してだけにしてください。ライバル社はどれだけコテンパンにしてくださっても大丈夫ですよ。ちょっと楽しみ」

　私が茶化しながら伝えると、彼はようやく笑みを取り戻した。

「それに関しては善処いたします。七瀬さんの仰おおせの通りに」

「ちょっ、やめてください！」

　仰せの通りって。

　失礼な発言で気分を損ねるかもしれないと身構えていたが、話してよかった。

「はははっ。なあ、七瀬。俺が暴走していたら、また叱ってくれないか」

「叱るなんて、とんでもないです」

　叱られるのは私のほうだ。今だって、左遷されかねない発言をしていると思う。でも、相馬さんならわかってくれるはずだと確信していた。

「けどなぁ。他の皆は遠慮するだろ？」

「たしかに」

　御曹司で、社長のイスが約束された彼に盾つく人はまずいない。私みたいに無謀な人間をのぞいては。

「七瀬はどうして教えてくれるんだ？」

「どうしてって……。今のチームが好きだからでしょうか。もちろん、リーダーの相馬さんも含めて。このチームで渋谷を牛耳りたいんです」

　なんて大それた発言だけど、このチームならそれも不可能ではない気がしている。そう思うようになったのは、相馬さんがリーダーに就任してからだ。

「もちろん。渋谷は俺たちが仕切る」

　自信満々に話す相馬さんが頼もしい。やはり、この人の下で働きたい。

「はい。それでは最後に謝罪します。たいした仕事もできないくせに、大口を叩いてすみませんでした」

　私が深く頭を下げると、彼は「七瀬？」と怪け訝げんな声を出す。

「なに謝ってるんだ。俺は七瀬のおかげで助かったんだぞ？　俺の発言は間違ってたけど、七瀬の謝罪も間違ってるな」

　顔を上げると彼はにこやかに微ほほ笑えむ。

「それに、七瀬は大活躍だ。チームを円えん滑かつに動かす陰のドンだな」

「ドンって！　一気に老けた気がするのでやめてください」

　あははは、と声をあげて笑う彼は「頑張るか」と私に視線を合わせてうなずいた。




　それから部署に戻ると、相馬さんは熊沢さんから取り上げた資料を持ち、彼のデスクまで行った。

　緊張しながら見ていると、「やっぱり俺じゃ無理そうだ。熊沢、難しい案件を担当させて悪いけど、もう一度頼めないか？」とそれを渡している。

「あ……。はい。頑張ります！」

　叱られると思っていたのか、真っ青な顔をしていた熊沢さんは、一転頬を緩めた。

「俺もまだまだ日本に慣れない。勉強の意味で同行させてもらえるとありがたい」

　その後、相馬さんの口から飛び出した言葉の裏には、〝大変なときは手伝うから〟という意味が込められていると感じる。

「助かります。偉い人を連れていくと話を聞いてくれるんですよね」

「そうそう、日本人って権力に弱いから」

　熊沢さんの発言に、西岡さんも口を挟む。

「ほんと、そうだよな。相馬さん、俺も同行してください」

　古屋さんまで絡んでいる。

「もちろん。この際、全員の名刺に課長とつけるか」

「あはっ。それは詐欺ですよ、相馬さん」

　亜美のつっこみで、プロジェクトの雰囲気が完全に和んだ。




　分裂しかかったチームが再びまとまり、うまく仕事が回り始めた二月最初の金曜日。

　定時の十七時半を過ぎてからも、数々のリストの中から今回のプロジェクトに合いそうな新たな店舗をピックアップする作業を続けていると、バッグの中のスマホが震えているのに気がついた。

　隆二さんだ……。

【話がある。リアンで待ってる】

「リアンか」

　リアンは、隆二さんと何度か一緒にランチに行った、会社の近くにあるカフェレストランだ。

　でも、私の予定を聞くつもりもないマイペースな彼に、ちょっと困った。

　仕事は明日やるか……。

　付き合い始めの頃は、会社帰りに合流してどちらかの家にお泊まりという流れが多かったのに、最近は一緒に食事をしてもそのまま別れる。疲れているというのが彼の言い分だけど、私は寂しい。

　そんなことを考えながら、資料をバッグに放り込んで会社をあとにした。

　しびれるほど冷たい空気に目を丸くしながらリアンに駆け込むと、隆二さんは窓際の席でコーヒーを飲んでいる。

「お待たせ」

「うん」

　あれっ、なんかテンションが低くない？

「夕飯は食べないの？」

　ここは料理もおいしいのに。

「うん、いい」

「そっか。それじゃあ私もコーヒーにしようかな」

　マスターに注文を出すと、隆二さんは黙りこくってしまった。

「疲れてるの？」

「ちょっとね」

　ネクタイを少し緩める彼は、私のコーヒーが運ばれてきたのを機に、重い口を開く。

「里桜。別れよう」

　コーヒーに伸ばした手が止まった。

　今、別れようって言った？

「どう、して……」

　最近は互いに忙しくて会う回数も減っている。でも、メッセージはいつも交換しているし、去年の夏の付き合って二年の記念日には、『いつか結婚できるといいな』とささやいてくれたでしょう？

「ごめん」

「ごめんじゃなくて、理由を教えて？　私、なにかした？」

　気に食わないことでもあった？　仕事ばかりしてるから？

　私は別れたくないよ。純白のドレスを着て、隆二さんの隣を歩くのが夢だったんだよ？

「子供が、できた」

　衝撃の告白に、頭が真っ白になり思考が停止した。

　あぁ私、悪い夢を見ているんだ。このところ疲れていたから、こんなひどい夢を……。

「彼女と結婚する」

　しかし追い打ちをかけるように放たれた言葉で、これが悪夢ではなく現実だと思い知らされた。

「ごめん。わかると思うから言っておく。相手は紀子だ」

　紀子って……。

　私は親友に彼氏を寝取られるという最悪の事実を突きつけられていると気づいた。

　お腹に赤ちゃんまでいるなんて。

「そんな……。紀子と、会ってたの？」

「うん。前に紹介されたとき、お前がトイレに行っている間に連絡先を聞かれて……」

　親友だから隆二さんを紹介したのに？

　ふたりを会わせたのはもう一年近く前だ。それからずっと裏切られていたの？

　怒りの言葉を投げつけたいのに、それより大切に思っていたふたりの背信行為のダメージが大きすぎて、なにも出てこない。

　それで最近会う回数が減っていたんだ。それなのにそろそろ結婚だろうな、なんて浮かれていた自分が情けなくてたまらない。

「……そう。ちょうどよかったわ。最近私も素敵な男性からアプローチされたの。隆二さんともそろそろ終わりかなと思ってたし、その人と正式にお付き合いしようかな」

　自分でもなにを言っているんだろうとつっこみたい。

　でも、気持ちが離れていたのはあなただけじゃないのよと虚勢を張りたかった。私にだって言い寄って来る男のひとりやふたりいるのだと。

　私は隆二さん一筋だったのに。最近はデートもしていなかったけど、洋服を買えば次のデートに着ていこうと考えたり、おいしいレシピを知れば彼に作ってあげようと思っていたりしたし……。

「嘘だろ？」

　眉をつり上げて怒りを示す隆二さんに幻滅した。

　自分はひどい仕打ちをしたくせして、私の心変わりは許さないってこと？　女をなんだと思ってるのよ！

「本当よ。結婚を前提に交際を申し込まれているの。あなたとは違って誠実な人よね」

　精いっぱいの嫌みを込めたが、すべて嘘なのでどんどんみじめになっていく。

「それじゃあ結婚式にそいつと一緒に出てくれよ」

　彼は鼻で笑っている。はったりだと確信しているのだろう。

　こんな人が好きだったなんて。

　最低！　私の貴重な二年半を返して！

　思いきり叫びたい衝動を必死に抑えて、悠然と立ち上がる。

「わかったわ、そうする。どうぞお幸せに」

　そして作った笑顔で言い放ち、コーヒーに手をつけないままリアンを飛び出した。

　店を出た瞬間、頬に涙が伝ったのに気づいたけれど、拭う気力すらなかった。

　なにがいけなかったの？　どうして相手は紀子なの？

　聞きたいことが山ほどあるのに、ふたりの間にはもう赤ちゃんがいるという現実の重さに完全に負けてしまった。

「ずるいよ」

　新しい命が宿っていると聞かされて、紀子と別れて私のところに戻ってきてなんて言えないでしょう？　いや、親友に手を出した隆二さんを、許せるわけがない。

　結婚前に彼の本性が知れてよかった……と何度も思おうとしたけれど、そんなに簡単に納得できるほど物分かりはよくなかった。

　結婚適齢期にとっくに突入しているこの歳で、浮気されて振られるなんて情けなくて、自分であきれる。

　周囲の人がちらちらと私を見ているのがわかっているのに、涙が止まらない。

　このままでは電車に乗れないと思った私は、歩いて五分の会社に戻ることにした。まだ残業している人がいるかもしれないが、トイレの個室にでも入って気持ちを落ち着けようと思ったのだ。

　大雑把に頬の涙を手で拭い、ビルに足を踏み入れる。うつむき加減で一階のトイレを目指して歩いていると、目の前に誰かが立ちふさがった。

「七瀬？」

　その声は……相馬さんだ。

　最悪だ。まさか上司に会ってしまうとは。

「どうかした？」

「いえっ、なんでもありません。お疲れさまでした」

　視線を合わせないまま彼をよけて進もうとしたのに、強い力で腕をつかまれてしまい立ち止まるしかなくなった。

「ちょっと来い」

　彼はそのまま社屋を出て、大通りでタクシーを止めたあと私を押し込む。

「相馬さん？」

「飲みに行こうか。チームの人間とはできれば仲良くやりたいからね」

　私の話をまだ覚えているんだ。

　そういえばあれから彼は、物腰が柔らかくなった。相変わらず的確で厳しい意見は言うものの、そのあと今までの功績に対するねぎらいをつけたり、努力を認めるような発言をしたりしている。

　そのうちチームの皆が、仕事に対する彼のストイックな姿勢と成功への熱い思いに気がつき始め、今に至る。

　意見をぶつけ合いながらも、互いの発言に耳を傾け、一丸となって高みを目指す。そんなスタイルができつつあるのだ。

「いえ、帰ります」

「ダメだ。帰さない」

　相馬さんは、運転手にどこかの店の名前を告げている。

　こんなときに相馬さんとお酒なんて飲みたくない。決して飲めないわけではないけれど、今日は間違いなく悪酔いする。

「帰りま――」

「もう、黙って」

　私の発言を遮り語気を強める彼は、上司命令だと言わんばかりだった。




　二十分ほど走ったところで仕方なくタクシーを降りると、『Laラ merメール TOKYOトーキョー』という大型商業ビルのエレベーターに促された。このビルはライバルの宮城不動産が手がけて大成功を収めている。

　ここの上層階には有名ホテルやレストランなどが軒を並べていて、彼はその中のとあるおしゃれなバーに足を進めた。

　店内は照明がほどよく落とされていて、大人の雰囲気が漂う。窓際の席に案内されると、眼下に東京の夜景が広がり圧巻だった。

　宝石が散らばっているかのような光景はため息が出るほど美しいのに、今日の私はそれを楽しめる気分ではない。

　窓際の席はそれぞれ窓に向かって並んで座るようなスタイル。しかも観葉植物で仕切られ、さりげなくプライバシーが守られていた。

　隣に座った相馬さんとの距離が近くて腰が引けたものの、彼は気にしている様子もない。

「七瀬飲めるよね。なににする？」

　彼の歓迎会をしたとき、それなりにビールを飲んでいたのでそう言うのだろう。あのときは席が離れていたのによく観察している。

「ジュースで」

　悪い飲み方をしそうだと思った私は自制した。それなのに彼は「今日は面倒見てやるから」と私にメニューを押しつける。

　面倒見るって……。泥酔が前提みたいじゃない。

「知りませんよ」

　半分やけっぱちの私はメニューをのぞき込んだ。でも、脳の働きがダウンしているらしく選ぶことすらままならない。どうしても隆二さんの顔が浮かんできて、顔をしかめてしまった。

「ジュースがいいならミモザだな」

　彼は私の手からスッとメニューを奪い、ウエイターを呼んでミモザと、自分にはマティーニ、他にはチーズと生ハムの盛り合わせを注文する。

　ウエイターが去っていくと彼は口を開いた。

「ミモザはオレンジジュースとシャンパンのカクテルだ。簡単にできるから家でも作れるぞ。口当たりはいいけど、アルコールはそれなりに強いからガブガブいくなよ」

「面倒見てくれるんじゃないんですか？」

「もちろん、責任は持つよ。ただ、俺も男だからな」

　彼はクスッと笑みをこぼすが、振られたばかりの私は笑えない。

　どうしてこんな事態になってしまったのか、考えても考えても答えが出ない。相馬さんを放置したまま、ひたすら窓の外に視線を向け考え込んでいた。

　あのふたりが私の知らないところで抱き合っていたなんて。

「唇を噛むな」

「えっ……」

　唐突に声をかけられて、ハッとした。

「きれいな顔が台無しだ」

「きれいなんかじゃないです」

　反論した瞬間、涙があふれてきて自分ではどうにもならなくなる。

　彼はカクテルを持ってきたウエイターから手渡しでグラスを受け取った。それは私の泣き顔を見せたくなかったからかもしれないと感じた。

「マティーニって強いんですよね」

　このままでは泣き続けてしまいそうだと思った私は、自分から会話を始める。

　ピックに挿したオリーブが入れられたそれは、かなりアルコール度数が高いと耳にしたことがある。

「そう。強いぞ。だからか、まずいと言う人もいるし、このオリーブが嫌いだと言う人もいる。けど、ここのマティーニだけは格別なんだ。日本を出る前に飲んで、帰ってきたときに真っ先に飲みに来た」

　そんなに好きなのか……。

「飲んでみる？」

　彼が私の前にグラスをずらすので、それを手に取りひと口のどに送った。

「ゴホッ」

「あはは。ダメだったか」

　想像していたよりずっとアルコールがきつい。これが好きだなんて、よほど飲めるに違いない。そういえば自己紹介のときにもお酒が好きだと言っていたっけ。

「七瀬はこっち」

　マティーニを取り上げた彼は、ミモザをすすめる。

「子供みたい」

　マティーニを飲んだあとだからか、口当たりがよくジュースのようなカクテルを好む自分が子供に思えた。

　大切な人を親友に寝取られていたのに気づきもせず結婚を信じていたという、自分の未熟さを思い知ったから余計になのかもしれない。

「子供でいいじゃないか」

「えっ？」

　思いがけない言葉の意図がよくわからず、声が漏れる。

「お金を払っているのに、嫌いな酒を無理して飲む必要はない。つらいときは泣いてすっきりすればいい。変に大人ぶってずっと引きずるよりましだ」

　彼は夜景に視線を向けたままマティーニを口に運ぶ。まるで私が再び泣きだすのを知っているかのようだった。

　こらえきれなくなった私は、ミモザのグラスを手に持ったまま、静かに涙を流した。

　つい二時間ほど前、久しぶりに隆二さんに誘われたと心を躍らせていたのに。

「吐き出す相手が必要なら、俺がなるぞ？」

「いえっ」

「アメリカから戻ってきて、七瀬には随分助けられた。チームの皆との仲を何度も取り持ってくれただろ」

　たしかに何度か偉そうにくぎを刺した。でも、打ち解けてきたのは、彼自身の努力や情熱がチームの皆に認められたからだ。私はつまずきそうになったときに手を差し出しただけ。

　小さな反発はあれど、それは互いに今のプロジェクトに真剣に取り組んでいる証だし、必ず最後は〝相馬さんって、できる人だな〟というところに行きつく。

「誰にも話すなと言うなら、俺の胸の内にだけとどめておく。こんなお前をひとりで帰せないんだ」

　そう力説されて相馬さんのほうに顔を向けると、彼は私を見つめて優しく微笑んでいた。

「すごく重い話ですよ？」

「わかってる。そうじゃないと、七瀬は泣いたりしないだろ？」

　たしかに、仕事がうまくいかないとか隆二さんとケンカをした程度では泣いたりしない。

「私――」

　それから隆二さんと紀子の仕打ちをすべて打ち明けてしまった。結婚式に新しい彼氏と出席すると虚勢を張ったことまで。

「そうだったのか。つらかったな」

　彼は自分のことのように顔をしかめて、私の肩を力強く抱く。そして自分の肩に私の頭を寄りかからせる。

　泣かせてくれるという意味だと感じた私は、それから涙を止める努力もせず、気が済むまで流し続けた。

「ごめんな、さい」

　しばらくして離れると、彼は小さく首を横に振る。

「七瀬に非はない。堂々としていればいい。俺が必ず守ってやる」

　隆二さんと同じ会社で働いているのがつらい、辞めてしまいたい、と漏らしたからだろうか。彼は強い口調で言いきる。

　けれども、私たちの交際は社内の一部の人たちには知られている。それなのに、結婚相手が別の女性だと知れ渡れば、私が捨てられたとすぐに広まるだろう。

　渋谷プロジェクトに関わっていられるのが最高に楽しいのに、プライベートのせいで針のむしろだ。

「でも……」

「逃がさないぞ。こんなに有能な部下をみすみす逃がすもんか。渋谷プロジェクトは七瀬がいなくては始まらない。どうしてもどちらかが辞めなくてはならないとしたら、それは木内のほうだ」

　隆二さんが辞める？

　そんなふうに考えたことがなかったので驚いた。

「これは不貞行為だ。婚約していれば慰謝料が発生する案件だろ」

「そう、ですけど……」

「木内に不誠実だというレッテルを貼ろうか？　簡単にできるぞ」

　御曹司の彼なら、会社での発言にも重みがある。隆二さんがしたあるまじき行為をぶちまけてもらえば、きっと多くの社員が私に同情してくれるだろう。

「いいです」

　でも、私もみじめなだけだ。

　同情されたとて隆二さんとの時間は取り戻せないし、彼との未来もない。それに、捨てられたという現実は変わらない。

「それなら、お前を傷つけた男なんて早く忘れろ」

「できないです」

　だって、結婚を考えていたほどの人なんだよ？

「俺が忘れさせてやろうか？」

　再び肩を抱かれてビクッと震える。

「いっ、いえっ……」

「なに勘違いしてる。今日は記憶が飛ぶまで飲め。あとのことはなにも考えなくていい。好きなだけ飲んで全部吐き出せ。全部俺が責任を持つ」

　ミモザはいつの間にか空になっていて、彼はビッグ・アップルという、ウォッカをアップルジュースで割った、これまた飲みやすいカクテルを追加で頼んでくれた。

　いつもは簡単に酔わないのに二杯でフワフワしてきた。空腹だからなのか、心がズタズタだからなのかは知る由もない。

「次はこれがいいです！」

「これ、アルコール強いぞ？」

「酔いたいの！」

　思いきりわがままを言って、ロングアイランド・アイスティーを注文してもらった。

　これは以前飲んだ経験があるけれど、レモンジュースとコーラが入っているため、甘くてのど越しがいい。でもかなりアルコール度数が高いカクテルだ。

　私はそれを知っていてわざと頼んだ。彼が言うように、記憶がなくなるまで飲みたかったからだ。

「飲めと言ったのは俺だけど、体を壊す。ほら、口開けて」

　なにかと思えば、チーズを口の中に入れられた。

「少しは食え」

「お酒がいい」

「まったく……。生ハムも食ったらな」

　あきれているのかと思ったけれど、意外にも彼の視線は優しい。上司を困らせるなんてと思ったものの、今はわがままが言いたくてたまらなかった。




「ん？」

　頭痛い……。

　ふと目覚めると大きなベッドに横たわっていた。

「ここ、どこ？」

　相馬さんとバーで飲んでいて、それからどうしたんだっけ。

　ハッとして自分の姿を確認すると、バスローブを着ている。まさか……相馬さんとそういうことしちゃった？

　焦りに焦っていると、ドアが開いて同じようにバスローブ姿の彼が顔を出した。

「起きたか」

「は、はい」

　無意識にバスローブの胸元を押さえる。すると彼は近くまで歩み寄ってきて、ベッドに座った。

「心配するな。着替えはホテルの女性従業員に頼んだ。家がわからなくてホテルの部屋に運ぼうとしたら、思いきりゲーッと」

「えっ！　すみません……」

　吐いて汚したんだ。もしかして彼の服も？

「甘いからってガブガブいきすぎだ」

「ごめんなさい」

「まあ、昨日だけは許す」

　相馬さんは優しい笑みを浮かべて私の頭を撫でる。

　それじゃあここは La mer TOKYO 内の高級ホテルなのだろうか。でも、キングサイズのベッドがひとつって、一緒に寝たの？

「相馬さんもここで眠ったんですか？」

「あいにくスイートしか空いてなくて、もう一部屋ベッドルームがある」

　そういうことか。

「でも、俺もここで寝た」

「なんで!?」

　着替えは従業員に頼んだらしいけど、もしかして……。

　大きな声で食いついたからか、彼が肩を震わせ始めた。

「操みさおを立てる必要はなくなったからいいじゃないか」

「そういう問題では……」

　ということは、エッチしちゃった？

「あはは。冗談だよ。ここで寝たのは、また吐いて窒息したら危ないからだ」

　彼の言葉を聞いて、体から力が抜けた。

「あぁ、重ね重ねご迷惑をおかけしました」

「迷惑だとは思ってない。俺が飲みに誘ったんだからね。どうせ二日酔いだろ？　頭痛薬を用意してもらうから、もう少し寝てろ」

「はい」

　頭がズキズキ痛む私は、お言葉に甘えてもう一度布団に潜り込んだ。

　しばらくして、一旦出ていった彼が水と薬を持ってやってきた。

「飲める？」

「はい」

　起き上がってコップを受け取ると「口開けて」と要求されて固まる。

「自分で」

「なんだ。昨日は甘えてきてかわいかったのに」

「甘えて……？」

　あれっ、なんとなく記憶がよみがえってきたような。彼にチーズや生ハムを口に入れてもらった気がする。

「なんで疑問形？　覚えてないならもう一回」

　相馬さんが私の口元に薬を差し出すので、観念して口を開いた。すると口の中に錠剤が転がったのと同時に、彼の指が唇に触れて心臓がドクンと音を立てる。

「ほら、早く飲まないと苦くなるぞ」

「はい」

　妙に艶つやっぽい表情で見つめられては緊張する。しかしそんなことはおくびにも出さず、ゴクンと水をのどに送った。

「もう一泊予約してあるから、今日は一日ゆっくりしろ」

「もう一泊!?」

　どうして？　そもそも高級ホテルのスイートって、すごくお高いんじゃ。私、二泊分も払えないよ？

「だって、ほら」

　彼はベッドサイドの時計を指さした。

「十三時？」

「そう。チェックアウトの時間、とっくに過ぎてる」

　私、何時間寝てたの？

「あぁぁ、ごめんなさい。どうしよう、二泊でおいくらでしょう……」

「そんなことを気にしてるのか。俺が持つから心配いらない」

「そんなわけには！」

　私のせいで帰れなかったのだし。

「頑固だな。俺の顔も立てろよ」

　いいのかな。

「今日と明日は、思いきりお姫さま気分に浸れ。夕方エステも予約しておいたぞ。体調が戻れば行ってこい」

「エステ？」

「うん。リンパをグリグリされて少し痛いらしいけど、むくみが取れて痩せる人もいるんだってさ」

　魅力的な言葉に、目が輝く。

「でも、七瀬は痩せる必要もないし、キャンセル――」

「行きます！」

「おぉ、了解」

　そのとき、チャイムが鳴り、誰かが訪ねてきた。

「寝てろ」と言い残した相馬さんが対応に出ていったと思ったら、両手に洋服を抱えて戻ってくる。

　そうか、汚れた洋服をクリーニングに出してくれたんだ。

「すみません、ありがとうございました。すぐに着替えます」

　自分の洋服を受け取ろうとしたが、「着替えるのはこっち」と紙袋を渡されて首をひねる。別の洋服が入っているんだけど……。

「これ、私のじゃありませんけど？」

「今から七瀬のものになったんだ。俺の趣味全開だけどいい？」

　いいって？　買ってくれたの？

　ポカーンと彼を見上げていると、「はい、着替えて」とあたり前のように言われてしまった。

「俺も着替えてくる。シャワーを浴びて着替えたら飯を食いに行こう。頭痛はどう？　食える？」

「それほどひどくないので、軽くなら」

「了解」

　彼が部屋から出ていくと、早速紙袋を開けて洋服を取り出す。それはアイボリーのふわふわのニットワンピースだった。

「ちょっと、短くない？」

　ニットなのでサイズは大丈夫そうだけど、丈が短い。

　でも、せっかく用意してくれたんだしとそれを持ち、ベッドルームに併設されているバスルームに向かった。

　バスルーム、もうひとつあるんだろうな。一流ホテルのスイートは違うな。

　洗面所に有名なコスメブランド『ドゥシャイン』の基礎化粧品一式がそろえられていて、ありがたく使わせてもらうことにした。実はドゥシャインも渋谷プロジェクトの候補ブランドのひとつだ。

　薬のおかげか、頭痛はよくなりつつある。

　熱いシャワーを浴びたあと、ワンピースに袖を通した。ご丁寧に黒いストッキングまで用意されていて、至れり尽くせりだ。

「かわいいー」

　洗面所にあった大きな鏡で全身をチェックする。いつもは着ないタイプの服だけど、もこもこしていてとってもかわいい。ただ膝は出てしまい、やはりちょっと短めだった。

『俺の趣味全開だけど』と言われたけれど、相馬さん、こういう服が好みなの？

　意外だな。もっと大人っぽい雰囲気が好きかと思った。

「急がなきゃ」

　食事に行くと言っていたはずだ。寝すぎてしまったので、かなり待たせている。

　急いで髪を乾かして、バッグの中にあった化粧ポーチを取り出し簡単にメイクを始めると、「七瀬」とドア越しに声がする。

「はい」

「着替えたか？」

「はい。メイクがもう少しです」

「できたら出てこい」

　それから急いでメイクを施し、ベッドルームから出ると、彼はホテルとは思えないほどゴージャスなリビングルームで大きなソファに座っていた。

　スイート、すごいな。

　相馬さんは立ち上がり私を凝視する。

「みっともない脚を……すみません」

　会社ではこんなに脚を出したことがないので、ドギマギしていた。

「いや、いいねぇ。最高だ」

「はぁ……」

　妙に彼の目が輝いているように見えるけど、本当にこういう服装が好きらしい。

「これ履いて。行こうか」

　なんとピンヒールのパンプスまで用意されている。サイズもぴったりだ。

　完全に彼の趣味に染められた私は、ノーネクタイのスーツ姿の彼に少しおどおどしながらついていった。

「歩きにくいか？」

「すみません。慣れなくて」

　仕事中は走り回っているので三センチヒールのパンプスばかり。こんな高いヒールの靴は久しぶり。

「それじゃあどうぞ、姫」

　彼が左腕を軽く曲げて私の前に出す。

　もしかして握れと？　しかも、姫って……。

「とんでもない」

「どうしてでしょうか？　今日、明日は、エスコート役に徹します。どうぞ」

　エスコート役なんて、上司にさせてもいいのだろうか。

　戸惑ったものの、ズタズタに傷ついたせいか思いきり甘やかされたくて、にこやかに微笑む彼の腕を取った。




　食事は軽くならと伝えたからか、彼は「さっぱりいこう」とビル内の和食店『旬しゅん菜さい和わ膳ぜん』に私を誘い、お刺身をメインとしたランチをいただいた。

　高級店であるのに変わりはなく、小鉢には上品な味付けの野菜の炊き合わせや漬物、ごま豆腐などが並び、いつの間にか二日酔いなんて吹っ飛んでいた。

「すごくおいしかったです。でも、私にも払わせてください」

　会計をスマートに済ませてしまった彼に訴えるも、首を横に振られる。

「姫にそんなことはさせられないだろ？」

　相馬さんはどこまでもお姫さま待遇を貫くようだ。

　申し訳ない気持ちと戸惑いばかりだが、彼と一緒にいると隆二さんのことを考えなくて済むのでありがたい。

　それから、食後のコーヒーが飲みたいと言う彼に付き合ってカフェでひと休みしたあと、ホテル内にあるエステサロン『アンベリール』に連れていかれた。

　ここは最近よく雑誌にも取り上げられている話題のサロンで、少し値は張るものの確実に効果があるという噂だ。このホテルにも入店していたとは知らなかった。

　彼はその間、ジムに行くと言う。どうりで筋肉質なわけだ。さっき彼の腕を握ったら、想像以上にたくましかったので驚いたのだ。

　初めてのエステにドギマギしながら横たわっていると、全身のリンパマッサージが始まった。

「いー。痛ーっ」

　これが、大きな声をあげてしまうほど痛い。しかし容赦なく続けられて、ぐったりするほどだった。

「あれ？」

　もう二度とやらないと思うほど疲れたのに、施術が終わり鏡をのぞくと、はっきりとわかるくらい顔が小さくなっている。しかもエステティシャンに体のあらゆる部分を測定してもらうと、どこもかしこも数センチずつ細くなっていて目が飛び出そうになった。

　まさか、こんな短時間でここまで変わるとは。

「老廃物を流しましたので、しばらく効果は続きます。また気になりましたらどうぞ」

「はい、ぜひ！」

　数字に顕著に表れると現金なものだ。もうやらないと心に誓ったばかりなのに、次はいつにしようと考えている。

　意気揚々とサロンを出ると、ジムで汗を流してきたとは思えないほど涼しい顔をした相馬さんが待ち構えていて、またエスコートしてくれた。

「どうだった？」

「すごく痛くて相馬さんを恨みましたけど、痩せてました」

「恨まれたのか、俺」

　クスッと笑う彼は、不意に私の頬に触れる。

「このへん、すっきりしたな」

「は、はい」

　仕事をしていると気にならないけど、なんて色気のある人だろう。いちいちドキドキしてしまう。

「あの、お支払いが済んでいると言われたのですが」

「あぁ、済ませたからね」

「そんな。なにからなにまで申し訳なさすぎます」

「姫は気にしない」

　微笑む彼と一旦部屋に戻り、そのあとはまたビル内の高級イタリアンで食事を楽しんだ。

　いっさい支払いをさせてくれない彼にいくら払いますと訴えても「男に恥をかかせるな」で終わり。彼が失恋した私をいたわってくれているのはわかっているけれど、庶民の私はスケールが違いすぎて目を白黒させていた。

　その日はレストランでのアルコールは封印した。もう失敗したくなかったからだ。

　でも、部屋に戻ると相馬さんがシャンパンを開けてくれた。珍しいロゼのシャンパンはフルーティで飲みやすい。

「相馬さん、本当にご迷惑をおかけしました。私、ちゃんと立ち直ります」

　ひとりではこれほど短時間でそんなふうに思えなかったに違いない。けれども、こんなに自分を気遣ってくれる人がいると思うと、踏ん張らなくてはと感じたのだ。

「焦らなくていい。つらかったらまたここを貸してやる」

　彼は自分の胸をトンと叩く。

「はい」

　どうしても耐えられなくなったらそうしよう。彼しかいきさつを知らないし、これ以上他の人に話したくもない。

　それから私はまたキングサイズのベッドのあるベッドルームへ。相馬さんはセミダブルのベッドがふたつ並ぶベッドルームへと引き上げた。

　こんな贅沢は二度とできないだろうと、大きな浴槽に甘い香りのする入浴剤を入れて、しっかりとバスタイムも満喫した。

　でも、ひとりになるとどうしても隆二さんに別れを告げられたときの光景が頭をよぎって涙目になる。相馬さんには立ち直ると約束したくせして、弱い自分が顔を出し、気持ちを抑えきれない。

　お風呂から上がったあとも、ベッドルームのソファに座って放心していた。

　――トントントン。

　突然ドアをノックする音がして驚き、自分が涙を流していることに気づいた。慌てて頬を拭い対応すると、バスローブ姿の相馬さんが立っている。

「泣いたのか？」

「いえっ」

　追及されて顔を伏せる。その通りだと主張しているようなものだ。

「嘘が下手だな。目が赤いぞ」

　彼は私をふわっと抱きしめる。

「どうして俺を頼らない？」

　そんなことを言ったって、相馬さんは私の不幸を偶然知っただけの上司なんだよ？　しかも、私のために時間もお金も割いてくれた彼に、これ以上迷惑はかけられない。

　黙っていると、彼は不意に私を抱き上げてベッドに運ぶ。

「相馬さん？」

「安心しろ。傷心のお前に手を出したりはしない。でも、ひとりじゃ眠れないだろ」

　その通りかもしれない。疲れきっているはずなのに、頭の中には隆二さんと紀子が居座っていて消えてくれない。

　彼は私を寝かせたあと、隣に滑り込んできた。そして広い胸に私を誘う。

「無理して元気になろうとしなくていい。お前の心は傷だらけなんだ。簡単に治るわけがない」

「……はい」

「でも、俺が薬になれるならそうする。だから遠慮せず飛び込んでこい」

　昨日、相馬さんに会えてよかった。

　きっと彼の力を借りながら、仕事も続けられるだろう。隆二さんとのことでどんな噂を流されようが、彼が盾になってくれる。そんな心強さを感じた。

「目を閉じて。そろそろシャンパンが効いてこない？」

　だから飲ませてくれたのか。抜かりない配慮にはあっぱれだ。

「わかりません。でも、眠れそうです」

「うん、おやすみ」

　彼の優しい声を聞きながら、私は深い眠りに落ちていった。










契約結婚始めます




　ホテルで過ごしたあの日以降、相馬さんは私に過剰に近づくことはなく、しかし隆二さんの結婚の発表でざわついた私の周囲の人たちからさりげなくかばってくれた。

「七瀬はいい女だからな。もっといい男捕まえたんじゃない？」なんてとぼけた彼の発言を耳にしたときは目を丸くした。

　でも、あの悪夢の日から約一カ月――。いきなりお見合いに現れて、その〝いい男〟になってしまうという彼の行動力には脱帽だ。




　私たちの結婚話はとんとん拍子に進んだ。

　無論私の両親は、お相手が将来の社長だと聞いて反対するはずもない。

　一方相馬さんの両親は、ずっと拒否ばかりだった息子のお見合いがすんなりうまくいったことに驚いている様子だった。このままでは一生結婚しないのではないかと危惧していたらしく、どこの令嬢でもない私との結婚をなんとか認めてくれた。

　双方の両親に結婚の許可をもらったその日。私は相馬さんが住んでいる、とんでもなく立派なマンションに引っ越しを済ませた。

　全戸、軽く一億を超えることで有名なこのレジデンスは、高層オフィスビルや総合病院、さらには和を意識したテナントなどが入る『ベリーヒルズビレッジ』という複合タウンの中にある。我が大東不動産が手がけたもので、最近話題だ。

　相馬さんは帰国後すぐに購入して住み始めたらしく、まだ新しい。まさか超庶民の私が、こんなセレブな場所に住めるとは思ってもいなかった。

　荷ほどきが終わったあと、私は広いリビングで婚姻届を前に緊張していた。

　本当に入籍するんだ……。

　まったく実感はないけれど、彼が優しくて頼もしい人だということは把握済み。同居生活もうまくやれるのではないかと思っている。

「それじゃあ、結婚の前に条件を詰めよう。俺のほうで思いつくことを書き出しておいたけど、異論も追加も認めるぞ」

　まるでプレゼン資料のように、きれいに印刷されたそれに目を通す。そこには六つの条件が書かれていた。




　相馬響と七瀬里桜は、契約結婚について以下の条件を守ることとする。

・外では仲睦まじい夫婦を装うこと。

・干渉し合わないこと。

・家事は分担、もしくは業者に頼むこと。

・どちらかが他に婚姻を考える人ができたときは、速やかに離婚すること。

・そのために、離婚届はあらかじめ書いてふたりが知る場所に保管しておくこと。

・離婚届は、どちらかがこの婚姻関係に限界を感じたときに相手の承諾がなくとも提出できることとする。




　読み終えたとき、婚姻届の隣に離婚届の用紙も差し出されてなぜか胸が痛くなる。まさか自分が離婚を想定した結婚をするなんて思わなかった。

「異論はある？」

　彼に問われてしばし考える。

「ひとつ、付け足してください」

「うん、なに？」

「離婚の際の財産分与はなしとする」

　私が告げると、彼は目を丸くしている。

　でも、これは譲れない。私は彼の財産目当てで結婚するわけじゃない。この部屋に住まわせてもらえるだけで十分なので、結婚後も経済的に頼るつもりもない。

「そう……。里桜は真面目なんだね。わかった、追加しよう」

　初めて里桜と呼び捨てにされて、息が苦しくなるほど心臓が暴れだした。

　でも、これからは〝仲睦まじい夫婦〟を装うのだから、そう呼ぶべきだ。

　それから私たちは書き直された契約書と、婚姻届、離婚届にそれぞれ署名した。

　驚くことに離婚届には証人の署名まである。どうやら隣に住んでいて親しくしている弁護士に頼んだらしい。できる男は用意周到だ。

　役所に出せば離婚が成立する離婚届は、封筒に入れてリビングの引き出しにしまった。




「ちょっと、里桜。聞いたよ。結婚したんだって？」

　翌週には私たちの結婚が社内に広まり、部署に足を踏み入れると同時に、亜美が興奮気味に駆け寄ってきた。ただしこれが契約結婚だということは、離婚届の証人になってくれた弁護士しか知らない。

「うん」

「まさか相馬さんと付き合ってたなんて、少しも知らなかったよ。結婚も、随分電撃的だよね」

　彼女がそう言うのも無理はない。そもそも付き合ってなんかいなかったのだし。

「そうね……」

「他人事みたいね。もっと幸せオーラ振りまきなさいよ。最初から息がぴったりだったもんね。でも、そういうことだったのか……」

「そういうことって？」

　首をひねると、亜美は私の耳に手をかざす。

「ほら、元カレのこと。もうとっくに別れてたって噂になってるよ」

　噂？　もしかして、その噂を流したのは相馬さんじゃ……。

　でもこれで、他の女に彼氏を横取りされたみじめな元カノという立場からは脱却できた。

「最高の人を捕まえたよね。だって、将来社長夫人になるんだよ？　私たちの希望の星」

　亜美に拝おがまれて妙な気分だった。

　おそらく私が社長夫人の座に納まることはないはずだ。それまでにあの離婚届が提出されるだろう。

　相馬さんほどの人が、これから先も他に好きな女性ができないわけがない。会社のしがらみでお相手を押しつけられるのが嫌なだけだもの。その気になれば彼女くらいすぐにできる。

「ね、結婚指輪？　素敵ね」

　亜美は目ざとく左手薬指に収まった指輪を見つけた。

　いらないと言ったのに、ないのは不自然だと相馬さんが買ってくれたのだ。もちろん彼もはめている。

「うん」

「相馬さんのこと、なんて呼んでるの？」

　困った質問が来た。彼は私を里桜と呼ぶようになったものの、私は照れくささもあって、相馬さんのままだからだ。

「えーっと……」

「響さんだな」

　そこにやってきたのは相馬さんだ。

「そ、そう。響さん」

　初めて彼の下の名を口にして、顔から火が出そうなくらい恥ずかしい。

「ラブラブね。相馬さん、里桜のことお願いします」

「もちろんだ」

　私は焦りまくっているのに、彼は余裕しゃくしゃくに夫を演じる。その容姿を生かして俳優にでもなればいいのに。

「うわー、見せつけてくれる！」

　亜美は朝から大興奮。

　これは契約結婚なのに、そんな反応をされても困ってしまう。

「まさか七瀬、プロジェクトから外れる？」

　私たちの様子をニタニタしながら見ていた西岡さんが、唐突に口を挟んだ。

　そう、なる？

　契約結婚のことで頭がいっぱいで、これからの仕事についてなんてまるで頭から飛んでいた。

　渋谷プロジェクトには思い入れがある。特に響さんがここに来てからは、一から計画を練り直し必死に頑張ってきたので抜けたくない。

　しかし、どちらかが外れるとしたら、私。リーダーの響さんが別のプロジェクトに異動なんて考えられない。

「いや、外れない。七瀬は大切な戦力だ。抜けてもらっては困る」

　私を七瀬と呼んだ響さんは、瞬時に上司の顔になった。仕事中は旧姓の七瀬のままで通そうと話し合っていたので、その通りにしてくれたのだろう。

「よかったー。七瀬って、大胆すぎると思うときもあるけど、あとでこの案でよかったなって実感するっていうか。考えが柔軟なんだろうね。刺激になるんだよ」

　まさか西岡さんにそんな評価をもらえるとは思ってもいなかったので、感激だ。

　響さんがリーダーに就任してからの私は、ときに突拍子もない発言をすることもある。それは響さんが意見は遠慮せずに主張しろという人だから。

　前リーダーはわりと保守的で、今までの手順を踏襲したい人だったのでなかなか新しい提案は通らなかったが、響さんはいいと思えば誰の意見でもどんどん採用する。

　とはいえ、私の余計な発言は他のメンバーに面倒がられているのでは？と心配していた。それなのに、刺激になるとは光栄だ。

「七瀬。これは頑張るしかないな」

「はい」

　響さんもなんだかうれしそうで、私の心も弾んだ。

　結婚後、会社で気まずくなるのではと危惧していたものの、響さんの態度は以前と変わらないので、まったく今まで通り。会議では意見をぶつけ合い、残りの店舗の絞り込みもかなり進んできた。

「美容関係ですと、このビルひとつで、頭からつま先まできれいになれることを売りにするのはどうかと。美容院、ネイルサロン、化粧品店、あとはエステとか」

　私は響さんが連れていってくれたアンベリールを思い浮かべながら話した。

　あのあと、本当に体がすっきりして、体重も一キロ減のまま維持できている。

「いいね。美容だけでなくトータルコーディネートってことで、洋服もだな」

　最初は難色を示していた古屋さんも、最近は積極的に口を挟む。

「レストランはオーガニック野菜を取り入れたお店とか、落ち着いた雰囲気のフレンチとか、デザートバイキングがあるお店もいいと思ってリストアップしてるんです」

　亜美も参戦。話は盛り上がる。

「うん。なかなかいい流れだ。七瀬は、もう具体的な店舗名も出せそうじゃないか？」

　家で仕事の話はしていないのに、なかなか鋭い。

「はい。美容院はアクア、ネイルはプリンセスネイル、化粧品はドゥシャイン、エステはアンベリールを狙っています。ただ、どこも敷居が高いんですよね」

　どこもかなりの有名どころで、女性なら誰もがあこがれるショップばかりだ。だからこそ競争率も高く、出店を打診しても簡単にうなずいてはもらえない。

「そうだな。大変だからこそやる価値があるようにも思うぞ。いくつかは手伝うし、まずは妥協せずに営業をかけてみよう」

「はい」

　響さんならそう言うと思った。出店交渉を頑張ろう。




　その日は、十九時半頃、響さんと一緒に会社を出た。

　桜が散り始める時季になったとはいえ、まだ夜は冷える。頬に冷たい夜風を感じながら、駅までの道を並んで歩いた。

「なかなかの目のつけどころだったな」

「打診店舗のことですか？」

「そう。アンベリール、よかったか？」

　彼は私をチラッと見て問いかける。

「はい。すごく痛かったですけど、むくみはすっきりでした」

「そうか。アンベリールは伝つ手てがあるから、俺が出店交渉を手伝うよ」

「ほんとですか!?」

　まさかエステサロンに伝手があるとは。

「うん。さて、俺はどこかで軽く食ってから帰るけど、里桜は？」

「私は……家でなにか作ります」

「了解。それじゃあ」

　響さんは駅に着くと、私から離れていった。

『響さんの分も作りましょうか？』と聞けばよかったかな……。

　ひとり分もふたり分も手間はさほど変わらないし。

　彼との婚姻はあくまで契約だと理解しているが、こうしてあっさり離れていくのはなんだか寂しい。

　一緒に生活しだしたものの、マンションでは互いに自室にこもっていて、ほとんど顔も合わせない。

　彼は料理はまったくせず、昼食も夕食も外食か買ってきたお弁当。朝食はコーヒーのみだ。

「せめて朝食くらい……」

　作ろうかな。いや、迷惑か。

　当然契約結婚の標準的な生活なんて知らない。そのくらいはしてもいいものなのか、しないほうがいいものなのかすらわからなかった。




　翌朝。自分の朝食をこしらえるついでに彼の分も用意してしまった。

　バタートーストにスモークチキンのサラダとコーンポタージュ。チキンを多めに盛るので私はこれで十分だけど、彼には足りないかな……。いやそもそも食べないのだから大丈夫だろう。

　出していいものか迷いに迷っているうちに、響さんがリビングに顔を出した。

「おはよ」

「おはようございます」

　パジャマ姿の無防備な彼を見るといつもドキッとする。

　私はさすがにパジャマでうろうろはできず、カットソーと室内用のジャージのズボンをはいている。

「コーヒー、飲みますよね？」

「自分でやるからいいぞ」

「……はい」

　その返事を聞いて、ふたり分用意したのを後悔した。

　やっぱり迷惑だったかもしれない。捨ててしまおうか夕飯にしようか考えているうちに、彼がキッチンに来てしまった。

「あれっ」

「あぁぁ、これは……」

「もしかして俺の分もある？」

　慌てて言い訳をしようとすると、彼の口角が上がったのでホッとした。嫌な顔をされなくてよかった。

「響さん、いつも食べていないので、ちょっと心配で」

　忙しいと昼食をとるのもままならないのに。

「すごく助かる。ほんとは里桜の朝飯、ちょっとうらやましいと思ってた」

　まさかの発言に目を丸くする。

「早く言ってくださればよかったのに」

「互いの生活に干渉しない条件だから」

　もっともなことを言われて胸がチクンと痛む。けれど、これが契約結婚というものなのだ。

「よければ夕飯も……」

「夕飯はいいよ。そこまで里桜に負担はかけられない。ずっと外食だったし、朝飯が食えるだけで十分」

「はい」

　私は苦笑しながら返事をした。

　距離を間違えたらダメ。彼は偽りの旦那さまなの。

　響さんはそれから私の作った朝食をおいしそうに食べてくれた。

「もしかして、ドレッシングも手作り？」

「はい。簡単にできるレシピがあるので」

　しきりに感心している彼は、「里桜が料理上手だとは知らなかった」とつぶやいている。互いのことをほとんど知らずに夫婦になったのだから当然だ。




　食事が済み、着替えをして家を出た途端に上司と部下になる。

「今日は朝から会議がある。昨日の続き、頼むな」

「はい」

　一応夫婦なので一緒に出勤はするものの、交わしている会話はいつも仕事の話題ばかりだ。

「あっ。結婚式、再来週だったか。着ていく服の用意はある？」

　しかし唐突に彼がそう言いだしたので驚いた。

　再来週、隆二さんと紀子の結婚式が予定されているのだ。お腹が大きくならないうちにと急いだらしい。

「適当にあるものを着ていこうかと」

「うーん。今日の帰り、待ち合わせしよう。買い物に行って、たまには飯も一緒に食うか」

　買い物って、私の洋服を買いに？

「大丈夫です。ワンピースがあります」

「ここは夫の言うことを聞いて」

「……はぁ」

　少し強引な彼に押されて、仕事後の約束を交わした。




　その日は会議のあと、出店交渉のためのアポイント取りや、プレゼン資料作りに追われた。

　急遽の計画変更でチームの誰もが駆けずり回っているような状態だけど、皆生き生きしている。難色を示していた古屋さんですら楽しそうだ。

　高いハードルにおののきもしたが、目標が高い位置にあればあるほど燃える人たちなんだ。私は最高の仲間と仕事ができているありがたみを噛みしめていた。

「お先に失礼します」

　十八時を過ぎた頃、私は席を立った。すると響さんも立ち上がる。

「さすが仲良し夫婦」

　亜美が茶化してくるので、あいまいに笑ってごまかしておいた。

　響さんと一緒にエレベーターに乗り込み話を始める。

「お仕事、途中じゃなかったですか？」

「途中だけど、終わるのを待っていたら渋谷のビルが開店するまでかかるぞ。息抜きもしないと最後まで走れない」

「あはは。そうですね」

　それもそうだ。時間がない中奔ほん走そうしているとはいえ、休息も必要だ。疲れていると仕事の効率も落ちる。

「さて。里桜はどんな服でも似合いそうだけど、どこか気に入っているブランドはある？」

「いえ、特に……」

「それじゃあ、下見を兼ねていこうか」

「下見？」

　首を傾げると彼は緩やかに口角を上げる。

「そう。入店を打診したい店があって。ブランピュールって言うんだけど」

「知ってます！」

　女の子なら誰しもあこがれるようなブランドだ。けれど、ちょっと値段がお高めで、いつも買えるわけじゃない。

　ただ、渋谷プロジェクトでは〝女性の頭からつま先まで、日常から非日常まで〟をコンセプトに据えることになり、特別感があるブランドも必要だ。それは私が提案した店舗もそう。エステサロンのアンベリールも決してリーズナブルではないが、ここの施術を受ければ必ずきれいになれるという信頼はばっちりなのだ。

「それじゃあ行こう」

「でも高いですよ、あそこ」

「思いきりギャフンと言わせてやるんだろ？」

　そっか。あのふたりのために投資するのはもったいないと思っていたけど、とびきり幸せな夫婦を装えばいいのか。

　私たちの結婚は、ふたりの披露宴の招待状に返信してからの発表だったので、おそらく隆二さんは私のお相手が響さんであることに驚いているはずだ。紀子とはまったく連絡を取っていないものの、間違いなく彼女の耳にも入っている。

　彼と一緒に式に出ろと挑発してきたのは隆二さんだ。私は堂々と響さんと出席すればいい。

「それじゃあ、奮発しちゃおうかな。すごいセクシーなやつ」

「セクシーか……。いいねぇ。でも、俺が奮発するから」

「どうしてですか？　私の服ですから」

　また買ってくれようとしているので慌てる。

「俺は夫だぞ。妻をきれいにしてなにが悪い。それに、離婚後の財産分与はしないと決めたが、夫婦でいる間の取り決めはない」

　それはそうだけど。干渉し合わないこと、という項目に含まれているんじゃないの？

「でも……」

「その代わり、俺の趣味をまた押しつけるから。よろしく」

　女性を自分好みに仕立てるのが好きなのかな？

　趣味が悪いと困るが、〝姫〟にしてもらったあの日のワンピースはかわいくて、あれから何度も着ている。自分からは進んで手にしないデザインだったので戸惑ったけれど、私の新たな一面を引き出してもらえたかのようで、ちょっとうれしい。

「あはっ。かわいい系ですか？」

「いや、セクシーも好き」

　上司とこんな会話をしていると考えるとおかしい。でも、自然と白い歯がこぼれた。




　タクシーで十五分。大きなビルの一階にあるブランピュールの旗き艦かん店は、かなり広かった。

「このビル、どこの開発かな……」

「さすがは我が部下。宮城不動産だよ」

　知っているほうがさすがだ。

　La mer TOKYO だけでなくここもか。まだ負けてるな……。

「あのグループは副社長がかなりの切れ者だからね。あの人が取締役に就任してからどんどん業績が上向いている。かといって、うちも負けない」

「はい！」

　もちろん、そのつもりだ。

　店内に入ると、響さんはなんだか楽しそうだ。ドレスの数々を念入りに見て首を傾げている。

　私はふと手にした一枚が、想像とは一桁違う値段だったので固まっていた。

「これなんかどうかな」

「ちょっとこのスリットは……」

　彼が私の体に当てたのは、右肩にフリルが施されているノースリーブのスレンダーなロングドレス。ボルドーの落ち着いた色味ではあるけれど、左の裾に大きなスリットが入っていた。

　セクシーなやつとは言ったけど半分冗談だし、自分に似合うとも思えない。

「大丈夫。里桜の脚はきれいだから。まあ、あんまり他人には見せたくはないんだけど、特別」

「どこがきれいなんですか！」と反論したものの、そういえばアンベリールで施術をしてもらったとき、エステティシャンに『脚の形がきれいですね』と褒められた気もする。痛くてすっかり忘れていたけれど。

「ちょっと着てみて」

　響さんは私の反論なんてまったく意に介さず、広い試着室に押し込んだ。

「うわー。パンツ見えそう……」

　不安いっぱいで身に纏ったけれど、スリットが深いと感じたのはスカートの丈が長いからで、下着が見えそうになることはない。ドレスの形はとてもシンプルなのに、パターンが秀逸なのか、すこぶるスタイルがよく見える。これが高い値段の所以ゆえんかと納得した。

「里桜、着た？」

「はい」

　呆ぼう然ぜんと鏡を見ていると、響さんに呼ばれて試着室のカーテンを開ける。すると彼が私の顔から足先までまじまじと見つめるので照れくさい。

「うん。いいね。サイズもぴったりだ」

　よかった。やっぱり似合わないと言われるんじゃないかと心配していた。

「それじゃあ、これも」

　彼は次に七分袖で、背中の開きが深めのロングドレスを私に渡す。深いネイビーではあるけれど生地がシルクシャンタンで光沢があり、上品な華やかさを醸し出していた。

「誰？」

　試着したあと鏡に映る自分を見て少し驚く。自分ではないみたいだったからだ。あまりに上品で、良家のご令嬢にでもなった気分だった。

　今度は自分からカーテンを開けると、待ち構えていた響さんの眉がピクッと上がる。近づいてきた彼は私のほうに手を伸ばし、下ろしていた髪を一束にまとめて満足げにうなずいている。

「これは髪をアップにしてうなじを見せたらたまんないな。あー、でも見せるのもなぁ」

　なにを悩んでいるの？

　チラリと値札を見たらこちらのほうがさらに高価で卒倒しそうになったものの、どちらかというとこのドレスのほうが無難でいいかも。

　彼はどちらを選ぶのだろう。

「決まりだな。それじゃあ着替えて」

　ということは、こっち？

　スリットなしでよかった……とホッとしながら試着室を出ていくと、脱いで店員に渡したネイビーのドレスと、さっきのスリット入りのドレスの両方が会計に回っている。しかもバッグまで見えるのは気のせいだろうか。

「響さん？　二着もいりませんよ？」

「いるよ。ボルドーは結婚式用。ネイビーはパーティ用」

「パーティ？」

　って、披露宴のことじゃないの？

「来月、将来会社を背負う仲間が集まるパーティがあって呼ばれてるんだ。そこで妻をお披露目しろと言われてる」

　それは初耳だった。

　御曹司だらけのパーティってこと？

　荷が重いけど、結婚式に出てもらうのだから断るわけにはいかない。

「大丈夫。多少癖のあるヤツがいるけど、笑顔を振りまいておけばいいから」

「はい……」

　あのふたりの結婚式よりはハードルが低い気もして、コクンとうなずいた。

　それから私たちは、響さんの洋服も見に行き、彼にネクタイをプレゼントした。ドレスを二着も買ってもらった私のささやかなお礼だ。

　ブランピュールのような高級店ではなかったのに、彼が子供のような無邪気な笑みを浮かべて喜んでくれたのが印象的だった。




　空がスカッと晴れ渡った日曜日。隆二さんと紀子の結婚式が行われた。

　私と響さんは披露宴からの出席で、私はあのスリット入りのドレスを纏い、作り笑いを浮かべて会場入りした。

　私が響さんと結婚したことは当然隆二さんの耳に入っているはずだけど、別れ話をしたあとは顔を見る機会すらなかったので、どう思っているのかはわからない。

「響さん、ちょっと派手だったと思うんですけど」

　周囲にこんなドレス姿の人はいないし、私も披露宴にここまで派手なドレスを着て出席した経験はない。

　今回は、ふたりをギャフンと言わせるという目的があるからではあるけれど、今になって腰が引けてきた。かなりの視線を感じるのだ。

「皆見てるな。里桜がきれいだからだぞ」

　私ではなくドレスを、それにビシッとスーツを着こなした響さんを見ていると思うんだけど。

「あれ、次期社長の相馬さんだよな。隣は奥さん？」

　そんな声が聞こえてきてチラッと目を向けると、住宅事業部の男性が四人集まってこそこそ話している。

「そうそう。最近、結婚したらしくて事業企画部にいるんだってさ。奥さん、前に木内と付き合ってたみたいだけど、別れて正解だよな。あんないい男捕まえたんだし」

「うんうん。相馬さん相当切れ者だって噂だし、木内じゃ足下にも及ばないって。それにしても木内、よく呼んだよね。みじめじゃないのかな……」

　本当なら、ここに呼ばれてみじめな思いをするのは私のほうだったのに、響さんが逆転させてくれた。

「里桜。本当にきれいだよ。こんなに美しい妻を持てて幸せだ」

　とても演技だとは思えない熱い視線を私に送り自然に話しかけてくる響さんは、周囲に見せつけるように私の腰を抱く。

「ちょっ、里桜！」

　話しかけてきたのは、大学の同級生三人だった。紀子に呼ばれたのだろう。

「お久しぶりね」

「うんうん。そんなことより、こちらは……」

「初めまして。里桜の夫の相馬と申します」

　響さんが上品な笑みを浮かべてスマートに腰を折ると、皆の目が大きくなる。

「結婚したんだ」

「そう、つい最近」

「素敵な方ね。どこで知り合ったの？」

　皆、興味津々だ。

「会社の上司なの」

「それじゃあ、オフィスラブってやつね」

「はい。実は私、いずれ会社を継ぐ予定でして。優秀な里桜にサポートしてもらっています」

　響さんが自分から御曹司だと明かすとは思いもよらなかった。普段はおくびにも出さないからだ。

　でも、わざとか。〝とんでもなくステータスの高い男性と結婚した、輝いている七瀬里桜〟を演出してくれたんだ。

「えーっ!?　それじゃあ、将来の社長夫人？」

「……うん、まあ」

「わー、完全に勝ち組ね。私、結婚早まったかも」

　三人とも既婚者なのに、響さんに目がくぎづけになっている。

「あはっ。そんなこと言うと、旦那さまに叱られるよ？」

「内緒よ。紀子も素敵な彼を捕まえたみたいね」

「そうね」

　響さんがいてくれてよかった。この三人は私と隆二さんの交際については知らないはずだけど、彼がいなければこんなふうに笑顔で話せなかった。

「そろそろお時間となりましたので――」

　司会の人が話し始めたため、席についてふたりの入場を待った。

　別れ話を聞いたときはあんなにつらかったのに、今は隆二さんになんの未練もないと気がついた。親友に手を出した上、妊娠させるような男、別れてよかったと思っているくらいだ。

　裏切った紀子に対する怒りはもちろんあるが、隆二さんに対する愛情が冷めきったせいか、どうでもよくなっている。

　いよいよ入場の音楽がかかり、ウエディングドレス姿の紀子が入ってきた。

　私の幸せな姿を見せるのが目的なので、時々響さんと視線を絡ませて白い歯をこぼす。普段なら恥ずかしくてたまらない行為も、今日はやすやすとできた。

　ふたりが私たちのテーブルの近くを通るとき、隆二さんとばっちり目が合ってしまった。すると響さんが私の腕を軽く引き、顔を近づけてくる。

「ほら、笑って」

　私は彼の言う通り満面の笑みを浮かべ、響さんと見つめ合う。そうしている間にふたりは通り過ぎていった。

　そのあとは、ただひたすら響さんと食事を楽しんだ。

　お色直しのときにふたりの馴れ初めのビデオが流れたが、友人の紹介で知り合ったとナレーションされていて、たしかにそうだけど……と複雑な気持ちに陥った。けれども、〝よく言うよね〟と感じたくらいで、特に気持ちが沈まなかったのが自分でも不思議だ。

「里桜。平気？」

「はい。思ったより全然」

「腹の虫が収まらないなら、ここで全部ぶちまけてもいいぞ」

　驚くような提案に、響さんを凝視してしまう。

　彼の気遣いがうれしい。あの日、記憶が飛ぶほど酔った私に寄り添ってくれただけのことはある。

「いいえ。私は響さんの妻ですもの。そんな見苦しいことはできません」

　きっとこの先、心の傷がすっかり消えることはないだろう。でも、誰もが認めるほどの素敵な旦那さまと結婚したのだから、ここは余裕の笑みでかわすのみ。

「さすが我が妻。それではシャンパンのおかわりはいかがですか？　本日も私が責任を持ちますよ？」

「それでは、もう一杯だけ」

　私が言うと、彼はスマートにウエイターを呼び、シャンパンを頼んでくれた。




　滞りなく披露宴が終われば退出となる。当然ふたりのお見送りがつくので、この時間が一番厄介だ。とはいえ、響さんの腕を取り、余裕の顔をしていた。

「本日はありがとうございました」

　隆二さんが引きつった顔で私たちふたりに頭を下げる。紀子は終始うつむいて、おどおどしていた。

　私が本当に結婚して、披露宴に出席するとは想定外だったのだろう。でも、自分の浮気は棚に上げて私にも別の相手がいることを怒り、式に出ろと余計な挑発をしたのは隆二さんだ。

「お幸せそうでなによりです。私たちもおふたりのおかげでとても熱い毎日を過ごしています。な？」

「はい。主人が甘えさせてくれるので、本当に幸せです」

　突然振られて驚いたものの、笑顔で答える。

〝おふたりのおかげ〟というのは間違いなく皮肉だ。

「照れるじゃないか」

　響さんは、私の腰を引き寄せてなんとこめかみにキスを落とした。隆二さんと紀子は完全に固まっている。いや、私も。

「あぁ、すみません。海外生活が長いもので。日本ではあまりこういうことはしないんでしたね。でも、妻がかわいくて、つい愛情を示したくなるんです」

　この人、やっぱり役者になったほうがいい。よどみのないセリフ運びに、自然な笑顔。完璧だ。

「木内さん、女性は泣かせるものではありません。愛するものですよ。それではお幸せに。行こうか里桜」

　うわ、決めゼリフまでかっこいい。

　ポカーンとしているふたりに背を向けて離れると、彼が耳元でささやく。

「もっと体を密着させてつかまって」

　それまでは彼の腕に手を添えているだけだったが、思いきり腕をつかんでもたれかかるようにして歩く。

「そう、いい感じ」

　こんなの、恥ずかしすぎる。

　でも芝居をやめられず、それからタクシーに乗り込むまで響さんに密着していた。

「ありがとうございました」

　タクシーが走りだすとすぐさま頭を下げる。

「なにが？」

「なにがって……」

　私はこのために彼との契約結婚を承諾したのだし。

「俺は里桜の夫だから。多少脚色しただけ」

　多少じゃない気もするけれど、そう言ってくれるなら素直にうなずいておこう。

「意外にすっきりした顔してるんだな」

「ですね。自分でも拍子抜けです。もっとドロドロしたものが出てくるかと思ってました」

　ふたりの幸せな姿を目の当たりにしたら、怒りが頂点に達するのではないかと危惧していたのに、まったくなかった。

「そういう里桜も見てみたかったけど」

「え……」

「ま、里桜は笑顔のほうがかわいいから。とびきりいい女だったよ、俺の妻は」

「ありがとう、ございます」

　真顔で褒められると、いっそう照れる。視線を合わせていられなくなり顔を前に向けた。

　契約結婚をしなければならなかった私のほうの理由がこれでなくなった。

　もちろん、彼の都合もあるしすぐに離婚はしない。どちらかが婚姻関係を続けられなくなったときがタイムリミットになる。

　響さんとの共同生活は意外にも快適で、一緒に夕飯を食べないことを寂しいとさえ思うくらいだ。

　会社でも家でも顔を合わせるなんてうんざりするかもしれないと身構えていたのに、仕事でいくら意見が食い違って議論したあとでも、家に帰れば穏やかに過ごせる。

　プライベートでの関わりが少ないからかな……。本当の夫婦になったら、どんな感じなんだろう。

　私はタクシーの車内で、ずっとそんなことばかり考えていた。










俺の完璧な妻　Ｓｉｄｅ響




　里桜の元カレ、木内たちの結婚式が終わった。

　披露宴の間、笑顔を絶やさなかった里桜だったが、もしかしたら終わった瞬間崩れるのではないかと心配していた。それなのに、意外にも晴れ晴れとした表情をしていて安心した。

　こんな披露宴ぶち壊せばいいのに、と俺のほうが怒りを募らせていたのは自分でもびっくりだった。

　まだ里桜と出会って日は浅いが、真面目で熱心な仕事ぶりを見ていると、彼女に非があって浮気されたとはどうしても思えない。忙しすぎてすれ違いが別れを生むことはあっても、彼女の親友の女と子供を作るなんてありえない。その親友も親友だが、二股をかけた男は特に許せなかった。

　それなのに里桜は、全部ぶちまけろと口にした俺に『そんな見苦しいことはできません』とすがすがしい顔で言い放ち、すすめた酒もほどほどにして酔うこともなく、見事に俺の幸せな妻を演じてみせたのだ。

　里桜には話していないが、木内の身辺を調べたところ、下請け会社の女性社員とも関係があり、しかも経費を使って食事を繰り返していたようだ。会社の金で女を落とそうとするとは男として情けなさすぎるし、なにより里桜という最高にいい女がいるのに他に目を向ける木内が許せなかった。

　経費の不正使用を人事の耳に入れてあるので、近々係長から平社員への降格の辞令が下りるはずだ。そして次の異動で本社から去ってもらう。プライドが高い男のようなので会社を辞めるかもしれないが自業自得だ。

　マンションに帰ると疲れたのか、里桜はリビングのソファで眠ってしまった。ブランケットをかけたあと、彼女の寝顔をしばらく眺めていたのは秘密にしておこう。

　どこまでも頑張るんだな……。

　仕事でも、俺が悪くした雰囲気を懸命に立て直し、俺とチームの仲間との縁をつないでくれた。アメリカでのやり方が日本では間違っていると気づいたのは、彼女が『仲良くやりたいですよね』とはっきり言ってくれたおかげだ。

　あちらでは、仕事さえ成功させれば誰も文句は言えない雰囲気だった。でも、日本ではワンマンはダメなのだ。

　正直、事業企画部より前職のワシントン支社のほうが優秀な人材が集まっていた。でも、今のチームは足りないところをカバーし合うことで、ワシントンのチームよりずっといい仕事ができている。仕事にはこんな方法もあるのだと、里桜に教えられた。

　難しい仕事にも文句を言わず真面目にこなす彼女は、私生活まで我慢と努力ばかり。契約結婚なんて持ちかけた俺が言えることではないが、せめて家ではリラックスしてほしい。

　無意識に髪を撫でていると、彼女が少し身じろぎしてハッとした。

　契約夫が意味なく触れたりしたらまずかったかもしれない。

　しかし、夫でいる間は彼女を守ってやりたい。そんな気持ちが沸き起こるのを感じていた。




　それから三日後。渋谷プロジェクトは窮地に陥っていた。

　というのも、入店を打診する店舗が簡単にうんとは言わないところばかりだからだ。

　ビルができるのは渋谷の一等地なので、入店を希望するショップはいくらでもある。けれどもそれでは、我々が理想とするモールにはならないのだ。

　今日も会議でため息の嵐となった。

「谷口はどうだ？」

　俺が振ると、飲食店を中心に担当している彼女は神妙な面持ちで口を開く。

「デザートのテナントが難航しています。私としては一過性のブームで流行っている店ではなく、安定した支持がある店を望んでいるのですが、そういうところはこだわりも多くて……」

　たしかに、ブームが去ったら客も去るというショップは望んではいない。

「どこが難しい？」

「エール・ダンジュに、ケーキを食べられるカフェの出店を打診しているのですが、いい返事はいただけません」

　エール・ダンジュは、行列ができる有名な洋菓子店だ。しかしケーキを販売している店舗は限られていて、なおかつそのほとんどが自社の路面店。里桜と宿泊したあのホテルの本館にテナント出店しているものの、他は聞かない。

「そうか……」

「でも、あきらめません。あの手この手で頑張ります！」

「頼もしいね。よろしく。進捗状況は随時耳に入れてくれ」

　谷口は里桜とも仲がよく、互いに切せっ磋さ琢たく磨ましている様子が伝わってくるので安心して任せられる。

「七瀬はどうだ？」

「はい。美容室アクアの店長さんに何度かお会いしまして、こちらの熱い想いはわかったと言っていただけています。社内で検討してくださるので、結果待ちです」

「やるな」

　声をあげたのは古屋だ。最初は俺につっかかってきた彼も、前向きに頑張っている。

　俺が計画を変更したせいで圧倒的に時間が足りない。そのため、チームの皆には残業をさせてしまうこともあるが、文句ひとつ出ないのはあっぱれだ。

　多分、里桜の真しん摯しな姿勢が皆にいい影響を与えている。




　俺は連日会社に残り、上がってきた進捗状況をもとに、改善点の提案と攻略方法について知恵を絞っていた。

　事業企画部に俺しかいなくなった二十時半。突然ドアが開いたので顔を上げると、里桜が顔を出した。

「やっぱり仕事してる」

「おぉ、なんでわかった？」

　問いかけると彼女はクスッと笑う。

「ワーカホリックの旦那さまの所在くらい察しがつきますよ」

「そうだな。それで？」

「それでって、私は部下ですよ。手伝えることは言ってください。あと、一応妻なので、お弁当を作ってきました」

　彼女はにっこり笑って紙袋を差し出す。

「弁当？」

「あれっ、夕飯食べました？」

「いや、腹ペコペコ」

　まさか、そんな配慮をしてもらえるとは感無量だ。

「私も一緒に食べていいですか？」

「もちろん」

　彼女は料理がうまい。朝食はお願いしてしまっているが、和食も洋食もいろいろな献立がテーブルに上がる。

「今日は中華にしたんです。青椒肉絲チンジャオロースが食べたくて」

「俺も好き」

　大量に作って持ってきてくれたのは、青椒肉絲をはじめとして、手作りだというシュウマイ、青菜の炒め物、エビチリと盛りだくさん。

「うまいなぁ。里桜、弁当屋できるんじゃない？」

「手際が悪くてできませんよ。帰ったら覚悟してください。キッチン、メチャクチャなまま来ましたから」

　彼女は肩を震わせている。きっと、俺に早く食べさせようと急いだんだろうな。

「それじゃあ片付けは俺がやる」

「一緒にやりましょうよ。そのほうが早いから」

　契約結婚だからと必死になって線を引きすぎなのかもしれないな、俺。ふたりとも楽しい生活が送れるのなら、プライベートをきっちり分けなくてもいいのかも。

「うん」

「それで、仕事も手伝わせてもらえます？　次の日に何食わぬ顔をして書類をそろえてる上司ってかっこいいですけど、妻としては体が心配です」

　里桜の心遣いがありがたい。

「ありがとう。それじゃあ、お言葉に甘えるよ。優秀な部下と気の回る妻を持てて幸せだ」

　夫らしきことなんてひとつもしていないのに、彼女の夫でいられるのが誇らしい気分だ。

　互いの利益のためにと提案した結婚だったが、意外にも心地いい。誰かに干渉されるのが苦手だったのに、心配されるのも悪くないと。

　本格的な味の中華をもりもり食べたおかげで、疲れていた体が覚かく醒せいした。

　いや、隣に里桜がいてくれるからかもしれない。

「里桜、これ打ち込んでくれる？」

「わかりました。あと、会議で話していた件を調べたんですけど、こんな資料がありました」

　彼女は俺が指示した仕事以上の働きをみせる。

「おぉ、参考になる。明日熊沢に渡そう」

「響さんって、別の部の実績も追っているんですね。そりゃあ忙しいはずです」

　他の部の書類も交ざっていたからだろう。里桜は大きなため息をつく。

「そのうち会社全体を見るのが仕事になるから。今から把握しておくに越したことはない」

　近い将来、会社を背負うため、他部署については知らないでは済まされない。

「そっか……。私、本当にすごい人の奥さんやってるんですね」

　他人事のような発言だが、契約結婚なのだから当然か。

　とはいえ、それが少しさみしくもあった。




　里桜が来てから一時間。山積みになっていた書類が片付いた。

「はぁ、終わった」

「お疲れさまでした」

「ありがとう。すごく助かった」

　お礼を言うと、彼女は笑顔でうなずいた。

　会社を出て駅までの道のりを肩を並べて歩いていると、彼女が口を開く。

「響さん。私たち契約結婚ですけど、できることは協力しませんか？　私、なにもせず見ているだけのほうがもやもやして」

「協力は、もちろんだ。でも、もやもやするって？」

　気づかないうちになにかしでかしているのだろうか、俺。

「夕食です。外食やお弁当ばかり。しかも、時々食べてない日もあるでしょう？」

　知っていたのか。

　疲れ果てている日は、外食どころか弁当を買って帰るのも面倒で、そのまま帰宅して寝てしまうこともある。

　そうか。そういう日は朝食をおかわりするからか……。

「外食やお弁当もおいしいですけど塩分が高いんですよ。添加物だっていっぱい。もっと体に気を使ってください。それから掃除も少しくらいしなくたって死にませんから、さぼってください。お掃除ロボットくんが活躍してくれます」

　早口でまくし立てられ、久しぶりにお袋に叱られた気分だ。

「ごめん……」

「あはは。エリート御曹司、反省するの巻」

「なんだそれ」

　里桜に続いて俺まで噴き出してしまった。彼女と一緒だといつの間にか笑顔になっている。

「響さんが手を抜かないと、私も抜きにくいんですよ？　だから夕飯は私が担当します。その代わり、食費を徴収します」

「食費はもちろんだけど、本当にいいのか？」

　以前、朝食代を払うと申し出たら、家賃の代わりだと受け取ろうとしなかった。それなのにあえて夕食代を徴収すると言うのは、俺の罪悪感を薄めるためではないだろうか。頼みやすいように、対価を払って依頼しているという形にわざとしてくれた気がしてならない。

「はい。でも、鬼上司にしごかれて疲れて作れないときは、ふたりで外食かお弁当にしましょう。あっ、私が管理するからには抜くのは認めません」

「かしこまりました、奥さま。鬼上司にはお手柔らかにと伝えておきます」

　丁寧に腰を折ると、彼女はクスクス笑っている。

　なんだ。結婚ってすごく楽しいじゃないか。いや、相手が里桜だからか。

　彼女を契約相手に選んで正解だった。

　翌日から、里桜はできる限り手料理を食わせてくれた。これが抜群にうまくて、食生活の変化がこれほどまで心に潤いを与えてくれるものだとは知らなかった。




　汗ばむほどの陽気になった五月半ばの土曜日。里桜が作ってくれた夕食は和食だった。優しい味の肉じゃがが、俺の体も心も満たしてくれた。

「今日もうまかった。ごちそうさま」

「いえいえ」

　最近は食後にふたりで協力して片付けをするのが日課だ。以前は面倒だと思っていたのに、彼女と会話を交わしながらだとあっという間に終わる。

「明日、悪いな」

　明日は、主要な企業の現社長や会長の子孫で、将来会社のトップに立つことを期待されているメンバーとそのパートナーが集まる、年に一度のパーティなのだ。

「謝らなくても。妻の役割ですから頑張ります」

　と言っているものの、緊張がありありと伝わってくる。笑顔がぎこちない。

「適当に笑ってればいいから。面倒なヤツには近づかないようにする」

「はい」

　基本紳士な人ばかりだが、ごくまれに妙な敵対心丸出しの人がいて、ケンカを吹っかけてるのか？と思うことがある。

　どの世界でも嫌な人間はいるもので、関わらないようにするのが賢明だ。




　翌日。ブランピュールで購入したネイビーのドレスを纏い、髪をアップにした里桜は、本当に美しかった。結婚式で着たスリット入りのドレスもなかなかだったが、彼女はなんでも着こなしてしまう。どうやら自分ではそう感じていないようだけど。

「変じゃないですか？」

「どこが変？　すごくいい。最高だ」

「そんな……。響さんはこういうパーティに出席するのも慣れているでしょうけど、ドレスなんて着ないんですよ、普通」

　そうかもしれないが、まったくぎこちなさを感じない。

　乗り込んだタクシーが会場のホテル『アルカンシエル』に近づくと、里桜はソワソワしだした。やはり緊張しているようだ。

「これから何度でも機会はあるから」

「なくていいですから！　あぁ、どんな人が来てるんだろう。私、浮いちゃいますよね」

　珍しくアタフタしている彼女がかわいらしくて笑みがこぼれる。

「大丈夫。里桜はいつも通りで問題ないよ。ドレス姿も完璧」

　目を見て伝えると、彼女は少し落ち着きを取り戻した。

「そういえば、ブランピュールに出店交渉中なんですね」

「うん。これを買いに行ったとき接客の様子を観察してたんだけど、どの店員も教育が行き届いていてなんでも答えられるし、デザイナーが作った洋服に自信があるんだろうな。皆、生き生きしていた。商品も申し分ない」

「私が試着している間に、そんなにチェックしたんですか？」

　里桜は驚いているけれど、店の良し悪しを判断するには客として訪れてみるのが一番だ。

「そう。それで古屋に任せてある。彼なら口説いてくれるだろう」

「そうですね」

　俺たちのチームは最強だ。互いに信頼し合っていて、安心して仕事を任せられる。そうなれたのは、最初に俺を正してくれた里桜のおかげ。

　オロオロしていたはずの彼女は、タクシーを降りると途端に表情が引き締まった。背筋をピンと伸ばし、余裕の笑みすら浮かべている。

　披露宴のときもそうだったが、瞬時にスイッチが入ったかのようで、女優になれるのでは？とすら思う。

「相馬さまですね、こちらへ」

　会場となる広い宴会場には、すでに大勢のメンバーが集まっていた。

　この会は将来会社を背負う者同士、互いに交流を深めて勉強し合おうという大義名分がある。ところが、純粋にそのために来ている者もいれば、腹を探りに来ている者もいるのが現実だ。

　ただ、こんな場で腹の探り合いをするようではまだまだだ。特に同業者の動向なんてつかんでいてあたり前だから。

　ウエイトレスからシャンパンをふたつ受け取り、里桜にも渡す。

「相馬さん、お久しぶりですね。アメリカから完全に帰国されたとか」

　それから何人もの人たちが里桜にちらちらと視線を送りながら話しかけてきた。

「はい。お元気そうで」

「ありがとうございます。奥さまをお披露目されるという噂を聞いたもので、楽しみにしていたんですよ。おきれいな方だ」

「恐縮です。妻の里桜です」

　里桜は俺の発言に合わせてニコッと微笑み、会釈をする。先ほどから同じ動作の繰り返しにもかかわらず、疲れた顔ひとつしない。完璧だ。

　俺がこの場に足を運ぶのは、親父に命令されているのもあるが、ビジネスチャンスが転がっていることもあるからだ。だからアメリカに赴任している間にも、二度ほどこの会のために帰国した。

　ビジネスばかりでなく、この会をきっかけに親友付き合いをしている人もいる。

「おぉ、相馬」

「来てたのか、小こ暮ぐれ」

　彼が親友のひとり。教育関係の会社の跡取りだ。

「結婚の気配なんてまったくなかったのに、先を越されたな」

「悪いな。彼女が妻の里桜」

「初めまして。主人がお世話になります」

　先ほどまで笑顔を振りまくだけで口を開かなかった里桜が、初めて言葉を発した。

　多分、小暮が警戒する必要のない人物だと瞬時に察したのだろう。こういう彼女の鋭い勘が俺たちのチームを円滑に動かしてくれる。

　それにしても『主人がお世話になります』って、妙にくすぐったいものだな。

「想像のかなり上を行ったよ。まさかこんなにきれいな人だとは」

「あんまりじろじろ見るな」

　里桜をじっくり見ていいのは俺だけだ。

　そんな嫉妬心のようなものが沸き起こる。契約結婚とはいえ、彼女は俺の妻なのだ。

「はいはい。結婚式はまだなんだろ？」

「仕事が忙しくて。落ち着いたらと思ってる」

　当初挙式もする計画だったが、皆をだまして祝福の気持ちをもらうなんていたたまれないという里桜の気持ちを汲んで、そのうちにと濁してある。挙式をせずに離婚となるのかと思うと、なぜか胸が痛い。

「招待してくれよ」

「わかってる。そういえば小暮、エール・ダンジュの須す藤どうさんと顔見知りじゃなかったっけ？」

　須藤さんは、洋菓子メーカーのエール・ダンジュの後継ぎで、現在は専務として現場を取り仕切っている有能な人だ。

「知ってるよ。何回かこの会で話をしたことがある。なんだ、ビジネスか？」

「あぁ。挨拶したいなと思って」

　ここで具体的な商談をするつもりはない。ただ、個人的に知っているか知らないかで、この先の取引が大きく変わる可能性もあるので、顔見知りにはなっておきたい。

「今、他の人と話してるな。あとで紹介するよ」

「頼んだ」

　小暮はそれきり離れていった。

「こういうところでビジネスチャンスをつかむんですね」

　里桜はしきりに感心しているが、そんなに大それたものではない。とはいえ、この場に入れるのは俺と同じような立場の人間だけなので、大東不動産の代表として顔を売らなければとは思う。

「相馬さん、帰国されたんですね」

　その後話しかけてきたのは、とある住宅販売会社の跡取り、松まつ原ばらという男だった。

　彼は大学時代の同級生でもある。といっても、仲がよかったわけでは決してない。

「松原さん、お久しぶりです。帰国してこちらで腰を据えて仕事をしています」

　作った笑顔で握手を交わす。

　しまった。須藤さんが気になって、コイツの存在を忘れていた。

　たしか結婚したものの、一年で離婚したと風の噂で聞いた。女性を見下すような男だから、奥さんも我慢できなかったのだろう。里桜にも会わせたくなかった。

　しかも、同級生だったからか俺に対して妙な対抗心があり、大東不動産の業績を調べてはあれは勝っただのうちのほうに分があるだの、うるさくてたまらないのだ。

　大東の住宅販売部は将来のビジョンがきちんとしているので、負ける年があったとしても動揺はしていない。業績は右肩上がりだし、景気に左右されて伸び悩む時期はあっても、地道に優秀な社員を育て続けていれば、いずれ必ず好転する。

「ご結婚されたんですね。おめでとうございます」

「ありがとうございます。妻の里桜です」

　俺が紹介すると里桜は丁寧な所作で腰を折る。しかし俺の表情で判断したのだろうか、小暮に対するときとは違いやはり口は開かない。空気の読み方があっぱれだ。

「今期、大東さんよかったですね。我が社はかろうじて上回れましたけど、いつ抜かれるかとひやひやでしたよ」

　嫌みが始まった。すぐに足をすくってやるよ。

「負けてしまいましたね。我が社も頑張らねば」

「相馬」

　そのとき、小暮が俺を呼んだ。どうやら須藤さんに会わせてくれるようだ。

「松原さん、少し失礼します」

　里桜とともに松原から離れて小暮と合流したものの、里桜が口を開く。

「響さん。私はここで待っています。そのほうが仕事の話がしやすいのでは？」

　たしかに、妻の紹介から入ると仕事とは別の話で盛り上がりそうだ。須藤さんも奥さんとお子さんがいるはずだけど、今日は同伴していないし。

　なんでも気がつく彼女には敵わない。

「ごめん。すぐに戻る」

「はい、行ってらっしゃい」

　おそらく初めての場所でひとりにされて不安だろうに、彼女は笑顔で送り出してくれた。

「お前、すごくいい奥さんもらったな」

「だろ？」

　小声で小暮が里桜を褒めるので誇らしい気分だ。彼女との関係がただの契約だと忘れそうになる。

　須藤さんは意外にも気さくな人で、仕事の話も弾んだ。谷口がアタックしていることも耳に入っているようで、「うちは簡単にうんとは言いませんよ」と笑っていたが、「大東さんのスタッフはとても熱心だと聞いています」と言及されて、これはいいほうに転がるのではないかと感じた。

　この場であまりしつこくするのは逆効果だと思い、「今後ともよろしくお願いします」と頭を下げて離れたが、里桜が先ほどの場所にいない。

「小暮、ありがとう。また連絡するよ」

「おう、待ってる」

　小暮と別れて人ごみをかき分けて彼女を捜すも、見当たらない。

　トイレか？

　もしくは時間を持て余してこの場を離れたのかもしれないと思い会場を出ると、正面玄関近くのイスに座り呆然としている里桜を見つけた。

「里桜！　どうした？」

「ごめんなさい。緊張で息苦しくなっちゃって」

　ペロッと舌を出してみせた彼女だったが、表情が硬くいつもの笑みがない。

「もうお話は終わったんですか？　戻りましょう」

　ようやく口角を上げた彼女は、どう見ても無理をしている。

「いや、もう帰ろう。連れてきて悪かった」

　こうしたパーティには妻や恋人を同伴するケースが多いが、小暮のようにひとりで参加している人もいるし、須藤さんはお子さんの体調が悪いらしく奥さんの姿もなかった。俺もひとりで来ればよかったと後悔していた。

「なに言ってるんですか？　妻の役割ができなければ結婚した意味がないじゃないですか」

　たしかに、こうした場で見合い話が持ち上がることも珍しくなく、今後それを避けるためにも妻の存在を知らしめたかった。実際、まだ独身の小暮はとある会社の跡取りの妹さんとの見合いをほのめかされたようだし。角を立てずに断るのは、なかなか大変なのだ。

「そうだけど、里桜の体のほうが大切だよ」

「響さんは過保護ですね。もう大丈夫。私、まだお料理食べてないんですよ。戻りましょう」

　どうにも気を使わせている感がありありと出ていたものの、彼女の言う通り再び会場へと足を進めた。

　その後の様子に変わりはなく、里桜は完璧な妻を演じてくれた。

　挨拶は控えめに、それでいて話を振られたときはハキハキと答え、非の打ち所がない。なにより、こうした場が初めてとは思えないほど堂々とした立ち居振る舞いに感心した。度胸があるんだろうな。

　途中で帰ったのか松原の姿はなく、つきまとわれずに済んだ俺たちは、最後まで参加して帰りのタクシーに乗り込んだ。

「お疲れ。平気？」

「はい。大丈夫です。でも、ひとつわがまま言ってもいいですか？」

「もちろん、なんでもどうぞ」

　彼女がわがままなんて珍しい。

「それじゃあ、コンビニに寄ってください。アイスクリームが食べたいんです」

「アイス？」

　わがままってそれ？

　あまりにかわいい要求で笑みがこぼれる。

「だって、アイス食べそこなったんです。ずっと狙ってたのに」

　もしかしたら、彼女は俺の心配を吹き飛ばしたいのかもしれない。

「よし。買い占める」

「そんなに食べられないですよ。でも、濃厚なのが食べたい気分なので、ちょっと高いの買ってください」

　高いと言ったって、せいぜい三、四百円くらいのことだろ？

　まるで高級バッグでもねだるような言い方に、また頬が緩む。

　彼女は本当に場の雰囲気を和ませるのがうまい。

「了解しました。お好きなものをどうぞ、姫」

　俺も話に乗ると、彼女がようやく柔らかい笑みを見せてくれたのでホッとした。










偽夫婦のジレンマ




　会社の後継者だらけのパーティはさすがに緊張した。

　どの男性に同伴している女性も〝エレガント〟という言葉がぴったりで、響さん以外のこうした階級の人たちと話した経験がない私はおどおどし通しだ。

　しかし、そんな私の不安に気づいているのか、できるだけ口を開かなくて済むよう、響さんが配慮してくれているのがひしひしと伝わってきた。

　そんな中、彼の親友だという小暮さんとの面会のときだけは気が緩んだ。というのも、響さんが見せる笑顔が本物だったからだ。

　親友とまではいかずとも仲良くしている人もいるらしいが、小暮さんは特別な存在なのだと感じた。

　おそらく私にはわからない重圧を背負って生きている彼らには、同じ悩みを共有できて気持ちを理解し合える友人も必要なのだろう。

　ただ、そのあとの松原さんに対しては、響さんが纏う空気が変わったと感じるほどで、緊張が走った。

　こういうときはなにも知らない私は黙っておいたほうがいいと、ひたすら笑顔を作って腰を折るだけ。響さんも上辺だけの言葉を並べて、松原さんの嫌みのような話を巧みにかわしていた。

　彼にはこうした仕事もあるのか……と気の毒にも思ったけれど、感情を荒立てることなく平然とした顔で話を進める響さんの姿に感心した。

　嫌な時間はすぐに去ったものの、響さんがエール・ダンジュの須藤さんのところに行ってしまうと、また松原さんが近寄ってきたので顔が引きつる。

　笑顔、笑顔……。

　私は自分に言い聞かせて口角を上げた。

「あれっ、おひとりですか？」

「はい。主人はちょっと……」

　ずっと私たちの動向を目で追っていたくせに、わざとらしい。話しかけてきた目的はなに？

「最近ご結婚されたんですよね。馴れ初めは？」

　妙に距離を縮めてくる彼を警戒しながら口を開く。

「主人は上司なんです。社内恋愛です」

「なるほど。でも相馬さん、おモテになるので大変でしょう？　あのルックスですし海外経験まであって申し分ない」

　突然褒めだして、どうしたんだろう。

「大変ではありません。主人とはしっかり心がつながっております」

　契約結婚だと気づかれてはいけないと思い、少しムキになりすぎたと反省したそのとき、松原さんが意味ありげな笑みを浮かべて再び話しだした。

「それでは奥さまはご存じないんですね。またてっきり、そういう存在を容認していらっしゃる寛容な奥さまなのかと思っていました」

「どういう意味でしょう？」

　話がまったく読めない。そういう存在ってなに？

　彼はジャケットの内ポケットから写真を取り出して私にだけこっそり見せる。そこに写っていたのは、髪の長いスレンダーな女性に抱きつかれている響さんの姿だった。

　なに、これ……。

　心臓が激しく打ち始めて動揺を隠せない。

「ちなみにもう少し仲睦まじい写真もありますよ」

　彼はニヤリと笑い、写真をジャケットの内ポケットにしまう。

「奥さまがいながら浮気なんてね。まあこの世界、珍しくはないですけど。ただ、新婚なのにこのありさま。これを社員が見たらどう思うでしょうね。奥さまも同じ部署で働いていらっしゃるそうで」

　なんなの、この人。最初からすべて調べてあったんだ。

　こんな写真をチームの人が見たら、間違いなく響さんを軽蔑の目で見るはずだ。せっかくチームがまとまって仕事が軌道に乗り始めたのに、和を乱すのは阻止しなければ。

「この写真がいつ撮られたのかわかりませんし。私との結婚前でしたら、とやかく言うことではありません」

　震えそうになる声を懸命に振り絞る。

　本当は写真が最近のものだと気づいていた。なぜなら、響さんのしていたネクタイが、このドレスを買ってもらった日にお礼に購入したものだからだ。

　胸が張り裂けそうに痛い。どうしてこんなに苦しいのだろう。

「なるほど、随分冷静な奥さまですね。相馬さんは、大きなプロジェクトの指揮を執っていらっしゃるとか。取引先に見せて回りましょうかね。信じる信じないは、それぞれにお任せすればいいですし」

　脅しているの？

　私たちは出店をお願いする会社に何度も足を運び、信頼関係を築くことで契約につなげていく。うまくいかないときは響さんに同行をお願いするケースもある。

　プライベートは気にしないという得意先もあるだろうけど、そうでないところもあるはずだ。仕事にはどれだけ真摯な態度でも、女性関係が軽薄では、特に担当者が女性の場合はいい顔をされないだろう。

「どうしてそのようなことをされるんです？」

「決まってるでしょう。相馬さんが落ちていく姿が見たいんですよ。あの人は大学の頃から大勢の仲間を従えて面倒なことはそいつらに押しつけ、涼しい顔をして成功を自分の手柄にしていた。そんな相馬さんが大嫌いなんです」

　響さんが面倒なことを仲間に押しつける？　成功を自分の手柄にする？　なに寝ぼけたことを言っているの？

　彼は私たちが苦境に立たされていると必ず手を差し伸べてくれるし、実にフットワークもよく、イスにふんぞり返っている姿なんて見た覚えがない。しかも、誰かがうまくいくと、率先して拍手で迎えるような人だ。勘違いも甚はなはだしい。

　最初こそぎくしゃくしたが、それは彼の仕事への情熱があふれただけ。そして、アメリカと日本の違いを理解していなかっただけ。それもチームの皆はとっくに気づいている。

「主人は、そんな人間ではありません」

「浮気されてもかばうんですか。器が大きいですね。それではこの写真はすぐにでもばらまきましょう」

　須藤さんと話をしている響さんをチラリと視界に入れた松原さんが離れていく。

　私たちは契約結婚なのだから、他にパートナーを作ったとしても問題ない。そもそも、他に結婚したい人が現れたら離婚する条件になっている。

　とはいえ、それを明かせない。どうしたら……。

「待ってください」

　私は松原さんを追いかけ、会場を出た。

「なんでしょう？」

「その写真、盗撮ですよね。返していただけますか？」

「あぁ、構いませんよ」

　彼はあっさりと承諾した。

「他の写真も、記録媒体も全部です」

　他にも写真があると言っているし、この一枚だけでは意味がない。

「わかりましたと言うとでも？」

　言うわけがないことくらいわかっている。でも、どうしたらいいのか思いつかない。

「女性スキャンダルもバカにできませんよね。ときには身を滅ぼす原因になる」

　勝ち誇ったような表情をしているけれど、あなたは響さんになにも勝ってないから。

　けれども、勝てないからこんな方法を思いついたんでしょう？なんて、わざわざ口にはしない。

「そうですね。松原さん、写真をばらまく前に私に耳打ちしたのはどうしてですか？」

　響さんを陥れたいだけなら、さっさとばらまいているはずだ。もっと裏に策略があると踏んだ。

「察しがいいんですね。私は彼が仕事で失脚する姿を見るだけでは満足できない。妻を他の男に奪われて怒り狂う姿が見たい」

　は？と声が出そうになってギリギリで耐えた。

「私を、松原さんが奪うと？」

「そう。あの男は、大学時代に俺が好きだった女の心をあっさりと奪っていったんだ。しかも、付き合いもせず振るとか。最低な男だ」

　なるほど。仕事よりそちらで怒っているのか。

「そう、でしたか……」と同情するふりをしながら内心あきれていた。

　つまり、自分に振り向いてくれなかった女性が響さんを好きになり、その女性は響さんに告白したけど断られたのだろう。

　響さんに落ち度はないじゃない。いつまで根に持っているんだろう、この人。絶対モテないタイプだわ。

　でも、こんなつまらない理由で渋谷プロジェクトをメチャクチャにされたくない。かといって、私がこの人に奪われるなんてありえない。

　怒りが沸々と沸き起こるのと同時に、胸がチクチクと痛んだ。

　あの写真が捏ねつ造ぞうでなければ、響さんは別に女性がいるのだろう。そして、私はそれをとやかく言う資格のない妻だ。

　しかし一応妻である私がなんとかしなければ、響さんの社会的信頼はガクンと落ちる。一度落ちた信頼を取り戻すのは、おそらく容易ではない。

　私は、毎日のように残業をして、他部署の把握まで懸命にしている彼の姿を思い出していた。

　彼は会社を背負うために必死に踏ん張っているのだ。私たちは契約結婚ですと明かせないのだから、私がなんとかするしかない。

「それで、どうされたいと？」

「いやぁ、賢い奥さまだ。話が早い。来週の金曜、こちらでお待ちしています。そこで写真に関するすべてをあなたにお渡ししましょう」

　彼は私にメモを握らせ、上機嫌で帰っていった。

　メモにはとあるホテルの名前と部屋番号、そして日時が書かれている。

「予約済みって、用意周到……」

　その行動力を仕事に発揮すればいいのに。

　どうする……？

　妻を他の男に奪われて怒り狂う響さんの姿を見たいということは、私と体の関係を結ぶつもりなのだろう。

　ただの契約妻でしかない私がどうなろうが、響さんは痛くもかゆくもないのに。

　私がこの話に乗れば……会社も彼も救える？　でも、あんな男に抱かれるなんてありえない。

　そんなことを考えていたら、気分が悪くなってきた。それに、どうしてこんなに胸が痛いの？

　さっきから、チラッと見ただけのあの写真が頭から離れてくれない。

　女性はうしろ姿だったが、響さんと頬をこすりあわせるほど密着していた。男女の関係でなければ、あんな行為はしない。

　私が残業で帰りが遅いと思っていた日に、逢おう瀬せを重ねていたのだろうか。

　お弁当を持っていったときは、偶然会社にいただけ？　いや、もしかしたらひと晩限りの女性？

　なにを考えていいのかわからなくなり、ただうつむいて唇を噛みしめる。

「里桜！　どうした？」

　するとそのとき、響さんの焦ったような声が聞こえてきて、必死に笑顔を作ったのだった。




　それからの私は、ふとした瞬間に、呼び出しに応えるべきか否かを考えてはため息をついていた。

　松原さんに指定された金曜当日の昼過ぎになると緊張が高まってきて、うまく仕事に集中できなくなってしまった。

「七瀬。体調でも悪いのか？」

　響さんに指摘されて、我に返った。

　家では努めて明るく振る舞っていたけれど、四六時中一緒だとほころびが出る。

「元気ですよ？　頑張ります」

　慌ててパソコンのモニターに視線を向けると、エクセルの画面が真っ白なことに気づいてハッとする。

　私、なにやってたんだっけ……。

「ちょっと来い」

「……はい」

　険しい表情の響さんに呼ばれて、会議室に足を踏み入れた。

　彼はイスを引き出して私を座らせたあと、自分も隣に座って体をこちらに向ける。

「体調が悪いなら休めばいい。無理して長引いたら余計に大変だ」

　彼の大きな手が額に伸びてきて触れる。夫婦とはいえ、こうして不意に触れられるのには慣れておらず、心臓がドクッと音を立てた。

「熱はないようだな」

「はい。本当に大丈夫です」

　松原さんとの約束は十九時。もう数時間しかない。それなのに、どうすべきかまだ悩んでいるのだ。

　彼にすべてぶちまけてしまう？

　この一週間、何度もした葛藤が再び頭をよぎる。

　でも、あんな理不尽な脅しを知ったら、響さんは怒り狂って松原さんのところに向かうだろう。彼はそういう人だ。

　そうしたら、きっと写真はばらまかれてしまう。

　互いに恋をすることは禁じていないので、彼には他人から非難される理由がない。とはいえ、私たちが契約結婚だと知らない人からすれば単なる浮気にしか見えないはずだ。たとえ、響さんがあの女性に本気だったとしても。

　社員に写真を見られて、将来トップに立つ響さんの求心力が落ちるのは避けたい。それに得意先に嫌けん厭えんされたら、もうビルの建設がかなり進んでいるのに渋谷プロジェクトは頓挫する可能性すらある。

　ただでさえ入店を渋っているブランドにとって、チームリーダーの軽率な行動なんて不安材料にしかならないからだ。これを理由に入店を断られると、オープンにこぎつけたとしても、妥協だらけのビルになってしまう。

　それなら、会社の人たちに知られるのを覚悟で、松原さんに契約結婚だと明かす？

　でもそうすると、隆二さんと紀子の結婚が耐えられなくて響さんと契約を結んだことがバレバレだ。結婚までして必死だと、さぞかし笑いものになるだろう。

　いや、私は実際必死だったのだから仕方がない。

　それより響さんの立場はどうなる？

　数々のお見合いを断るために私と偽りの結婚をしたなんて知られたら、お見合いを望んでいた女性たちはバカにされたと感じるだろう。重要なクライアントのご令嬢がお相手というケースが多いようなので、最悪取引停止なんて事態もありうる。

　やはりこの結婚が契約だと明かすのは得策ではない。

　どうしたら、仕事にも影響を与えず響さんを守れる？

　彼にはなんの落ち度もないのに、仕事に心血を注いでいるだけなのに、卑劣な行為で足を引っ張られるのを見ていられない。

「里桜。ひとりでなにを悩んでる？」

　七瀬から里桜に呼び方を変えた彼は、眉をひそめる。

　これは夫としての質問なのだろうか。

「なにも……。このところ忙しくて、頭がヒートアップしちゃったみたいです。突然スイッチが切れました。すみません」

　結局私は、松原さんの件を呑み込んだ。

　彼はしばらく黙り込んでなにも言おうとしない。気まずい空気に緊張が走る。

「他に、好きな男でもできたか？」

「えっ？　違います」

　耳を疑う質問に目を見開き、震えそうになる声で否定するので精いっぱいだった。

　私はあなたと結婚しているのに、別の男性を見たりしない。

　あれっ、違う。私たちは本物の夫婦ではないのだから、恋愛は自由なのに。だから彼は気を使って尋ねただけ。それなのに、どうして私はこんなに動揺しているの？

「そう、か。もしそうなら、遠慮せずに言えばいい」

　なぜか落胆しているような彼の姿に疑問を抱く。

　それはこっちのセリフでしょ？　あなたに好きな人ができたんでしょ？

「響さんも、そうしてください」

　そう口にした瞬間、耐えがたい胸の痛みに苦しむことになった。

　私……彼に恋してる？

　そうでなければこの苦しさのわけを説明できない。

　自分の気持ちを自覚した途端、響さんの目を見られなくなった。

　別れることが決まっている、一番近くて遠い人。恋をしたって、私たちに未来はないのに。

　ふたりで合意の上で書いた離婚届の存在が私を苦しめる。

　あれは〝どちらかがこの婚姻関係に限界を感じたときに相手の承諾がなくとも提出できる〟となっている。つまり、いくら私が響さんに恋い焦がれても、彼が限界だと感じたら離婚となるのだ。

「……うん」

　彼は苦々しい顔をして返事をする。

『わかってる』と微笑まれなかったのだけが救いだった。




　そのあとは気持ちを入れ替えて仕事に励んだ。

　響さんを守りたい。

　いろいろ理由をつけて松原さんの誘いに乗るべきか否かを考えていたが、自分の気持ちはごくごくシンプルだった。

　抱かれるふりをして、なんとか写真とメディアを奪おう。響さんが好きなのに、他の人に触れられたくはない。絶対になんとかする。

　やはり計画は実行しよう。

　覚悟が決まったら、気合が入った。

「お先に失礼します」

　十八時を少し回ったところで席を立った。響さんと一瞬目が合ってドキッとしたけれど、小さく頭を下げてあとは振り向かず社屋を出る。

　約束のホテルはここからタクシーで二十分もあれば着くはずだ。

　部屋は八〇五号室。パーティのときに渡されたメモはどこかで落としてしまったようだけど、頭に残っていた。

　ホテルに入ると、まずはトイレで今日のために用意していた下着に着替える。そして、約束の十九時の五分前にエレベーターを目指した。

　まずはあの写真と記録メディアを本当に所持しているか確認しなければ。でもコピーなんていくらでもできるので、こちらも弱みを握る必要がある。そのため、部屋に入ってからの会話はすべて録音して、私を脅迫した証拠を残すつもりだ。

　あとは身の安全のために、先ほど十九時半にルームサービスを頼んだ。そのときに逃げ出すという計画だった。

　考えているほど簡単ではないと承知している。でも、失敗するわけにはいかない。

　バッグの中のボイスレコーダーをオンにしたあと、大きく深呼吸をしてから部屋のドアをノックする。するとすぐに解錠する音がして松原さんが顔を出した。

「相馬さん、いらっしゃったんですね」

　彼は恋人を待っていたかのようなにこやかな笑みを浮かべているけれど、私は毅然とした態度を貫くと決めている。

「はい。脅されましたので」

　私がズバリ切り込むと、彼の眉が上がった。

　怒っているのは私のほうなの！

「約束通り参りましたので、写真と記録媒体をすべてお渡しいただけますか？」

「ここではなんですから、お入りください」

「いえ、私はここで大丈夫です」

　ドアを開けたまま話していると、私のうしろをスーツ姿の男性が通り過ぎていく。松原さんはその男性がエレベーターに乗ったのを確認してから、声を荒らげた。

「いいから入れと言ってるんだ！」

「痛いです。やめてください」

　松原さんは私の腕を引き、無理やり部屋の中に入れた。これで、自分の意思で部屋に入ったわけではないという証拠はできた。

「写真はこっちだ」

　物言いが乱暴になった彼は、奥に入っていきテーブルをトントンと叩く。私は仕方なく近づいていった。

　そこには前に見た写真だけでなく、なんと頬にキスをしているようなものまである。

　膝上の短いタイトスカートをはいたセクシーなこの女性は、かなり背が高い。ヒールを履いているようだけど、百八十センチは軽く超えている響さんと同じくらいに見える。

「取り乱しもしないなんて、さすがですね。浮気は容認ですか。そうですよね、少し我慢すれば社長夫人ですから」

　的の外れたことを楽しげに口にする松原さんは、ポケットからＳＤカードも出してこれみよがしに置いた。

　社長夫人の座が欲しいと思ったことなんてない。私は今の部署で働けて満足しているし、こんな最低な人に出会わなくてはならないのだから。

「これですべてです。さて、この対価はどうします？」

「すべてだという証拠はありませんね。今どき、クラウドに保存するのも珍しくありませんし、他にバックアップがおありですよね？」

「疑い深いなぁ」

　彼はベッドに腰かけて腕を組んだ。

「まあ、その通りです。ただ、あなたがその気なら流出させません。お約束しましょう」

　こんな卑劣な脅しをかける人が、そんな口約束を守るわけがないでしょ？

「その気とはどういうことですか？」

　承知しているが、改めて尋ねる。もちろん録音したいからだ。

「わかっていますよね。服、脱いでいただけますか？」

「お断りします」

「は？　そのつもりで来たんだろ？」

　彼は怒りを纏った声で私をなじる。

　この人、瞬間湯沸かし器のような人だ。深く物事を考える前に、感情だけで行動している。上司でなくてよかった。

「そのつもりとは？」

「バカにしてるのか？　俺に抱かれに来たんだろ？」

「まさか」

　怒りがヒートアップしてきたので内心焦っていた。けれど、もちろんなんでもない顔で続ける。

「私は、ここに来れば写真をお渡しいただけるとお聞きしたので参りました。ただそれだけです」

「はぁっ？」

　怒りでこぶしを震わせて立ち上がり、チッと舌打ちする姿が彼の本性だろう。

「盗撮して、それをネタに乱暴なんて、犯罪ですよ？」

「上等だ。お前も相馬も地獄に落としてやる」

「キャッ」

　逃げようとしたら腕をつかまれてベッドに放り投げられた。

　このまま襲われるわけにはいかない。だって私は……響さんが好きだから。

　もう私を脅したという証拠は十分だ。テーブルの上の写真は手に入っても入らなくても、どうせコピーがあるのだから関係ない。あとは逃げればいい。

　すぐさま立ち上がり、ベッドを挟んで松原さんと対峙する。

「あきらめろ」

　彼が再び私に手を伸ばしてきたところをかわして、入口の方向へと走る。しかし、髪をつかまれてしまった。

「痛いっ。髪を離して」

「お前、さっきからやけに詳しく話すな。まさか、録音してないだろうな」

　まずい。気づかれた？

「なんのこと？」

　認めるわけにはいかず虚勢を張る。すると肩をつかまれて壁に押しつけられた。

　血走った目で見つめられて震えそうになる。でも、顔を上げて彼をにらんだ。

「あなたが女性に振られたのは主人のせいではありません。こういう卑劣な人だとわかっていたんじゃないですか？」

「なにっ！」

「悔しいなら、仕事で見返せばいいじゃない。こそこそ写真を撮って、弱みを握って。それで勝ててうれしい？」

　思っていたことをぶちまけると、彼の目の色が変わった。

　焚たきつけたのはわかっている。でも、私も怒りが抑えられなかった。

　ルームサービスまであと何分？　ううん、さっきから大声で叫んでいるし、誰か気づいてくれない？

「お前、自分の立場がわかっているのか！」

　完全に激高した彼は、私のシャツに手をかけて、力任せにボタンを引きちぎった。

「やめて！　助けて！」

　なんとか廊下の人が気づいてくれないかと声を張り上げる。

「黙れ」

　しかし口を手で押さえられて、それもできなくなった。

「なんだ、これ」

　先ほど身に纏った下着に手をかけられて、全力でもがいて拒否をする。そのとき、ドンドンドンと乱暴にドアを叩く音がした。

　誰か気づいてくれた？

　その音に気をとられた松原さんがひるんだ隙に彼から逃れ、ドアへと駆け寄る。そしてなんとか解錠したところでまた髪をつかまれた。

　しかし、それもつかの間。ドアが開いたかと思うと松原さんの手が私から離れ、彼が「ウォッ」という叫び声をあげるのが聞こえた。

「お前、里桜になにをした！」

　髪を離された反動で床に倒れ込んだが、聞き覚えのある声に顔を上げる。

「響さん……」

　どうしてここにいるの？

「な、なにも……」

　響さんの怒りに完全に気圧されている松原さんは、どうやら殴られて倒れたようだ。左頬が赤くなっていて、腰を抜かしたままあとずさる。

　彼を追うように奥へと足を進める響さんが、テーブルの上の写真に気づいて口を開いた。

「なるほど。これで里桜を呼び出したってわけか。いくらでもばらまけばいい。恥をかくのはお前だ」

　自信満々に言い放っているけれど、ばらまかれたら困るでしょう？

　私が唖あ然ぜんとしている間に、響さんは松原さんのところまで歩み寄り、胸ぐらをつかんだ。

「この汚い手で、里桜を犯したのか」

　そして折ってしまう勢いで腕をひねり上げ始めるので慌てて駆け寄る。

「響さん、もうやめて」

「里桜は口を出すな」

　すごく怒ってる。眉をつり上げ、目を血走らせる彼の姿なんて記憶にない。

「お願い」

　私は響さんに抱きついて必死に引き離した。

「どうしてだ。腕の一本や二本折らなきゃ気が済まない」

「私は無事ですから。こんな人のために手を汚さないで」

　傷害事件になったら、浮気どころではなくなる。

「クソッ」

　私の気持ちが伝わったのか、響さんはベッドのマットに思いきりこぶしを打ち込んだだけで引いてくれた。でも、あからさまに顔を真っ赤にして怒りに震えている。

　彼が私のためにこれほど怒ってくれるとは予想外だった。しかも、写真を見ても動揺ひとつ見せないなんて。

　怒りを鎮めようとしているのか、深い呼吸を繰り返す響さんは、ジャケットを脱いで私にかけてくれる。

「この落とし前は仕事でつける。覚悟しておけ」

　そしていまだあんぐり口を開け動くことすらできない松原さんに言い放ち、私を伴って部屋を出た。

　廊下ですれ違ったルームサービスは、あの部屋に行くはずだ。

　まだ怒っているのだろう。響さんは無言で私の手を引き、ホテルの玄関を出る。そして、大通りから一本入った人ひと気けのない路地で私を抱きしめた。

「里桜」

「……はい」

「無事で、よかった」

　彼が吐き出すように弱々しく言うので、どれだけ心配をかけたのかようやく理解した。響さんを助けたい一心だったけど、無茶をした自覚はある。

「ごめんなさい」

「いや。お前のせいじゃない。俺が……」

　彼は悔しそうに声を絞り出す。

「俺を守ってくれようとしたんだな？」

　なにも話さなかったのに彼はすべてを察していた。

「勝手なことをし――」

「情けないな、俺。夫なのに、妻を窮地に立たせるなんて」

「違います」

　私たちの結婚が契約だと明かせないだけ。響さんは正当な恋愛をしただけだ。

「違わない。全部俺のせいだ」

　自分を激しく責める彼の声が震えている。

　妻だなんて言われたら、あなたに執着してしまうのに。

　いつか、いや近いうちに別れが決まっているのに、離れたくなくなってしまう。

　私は彼にしがみつきながら、胸が苦しくなっていくのを感じていた。










愛をささやきたくて　Ｓｉｄｅ響




　里桜と一緒に参加したパーティの帰り。彼女がタクシーから降りたあと、一枚のメモ用紙が座席に落ちているのを見つけてとっさに手にした。

　そこにはホテル名と部屋番号、そして金曜十九時と書かれてあり、俺は激しく動揺してしまった。

　もしかしてパーティで声をかけられた？

　須藤さんとの話が思いのほか弾み、里桜を長くひとりにしたことを後悔していた。

　相手は誰だ？　まさか、行かないよな……。

　きっと、無下に断れず受け取っただけだ。

　行くはずがないと信じていたのに、金曜が近づいてくると里桜の口数は極端に減った。しかも、あれほどきびきび働く彼女が、金曜は朝から心ここにあらずで、キーボードに手をのせたままずっとなにもしていない。

　まさか、行くかどうか迷っているのか？

　耐えられなくなった俺は、里桜を会議室に連れ出して問い詰めた。しかし当然彼女はなにも言わない。

　俺は夫だ。妻が他の男と密会しようとしているのなら、止める権利があると考えたものの、それは〝普通〟の結婚をした夫婦の話。俺たちは契約を交わして夫婦を装っているだけだ。〝どちらかが他に婚姻を考える人ができたときは、速やかに離婚すること〟という約束事まで書いて残したくせして、今さら他に男を作らないでほしいなんて言う権利はない。

　里桜と生活をともにすればするほど、彼女の優しさ、賢さ、そして美しさに目を奪われている自分に気づいてはいた。

　それだけでなく、他の男の存在がちらついたとき、猛烈に嫉妬の念が沸き起こり、里桜を愛しているのだと自覚した。

　同時に、軽々しく愛をささやけない立場にいることも。

　契約で里桜の夫になっただけの俺には、彼女を縛る権利なんてないのだ。

　結局、会社を出る彼女のうしろ姿を見送ることしかできなかった。

　里桜は失恋の痛手から立ち直り、ようやく次の恋愛に気持ちが向いたんだ。俺は止める権利もないし、どちらかといえば喜んでやるべきだ。

　自分に必死に言い聞かせて書類を手にしたが、まったく内容が頭に入ってこない。

　ダメだ里桜。

　あのパーティにいた女性は、基本誰かのパートナー。それがわかっていて声をかけてくるようなゲスな男に引っかかるな！

　いや、そうじゃない。里桜は俺の妻なんだ。他の男になんて渡さない。

　激しく気持ちが揺れ動き、気がつけば俺は会社を飛び出してタクシーを捕まえ、メモに書かれてあったホテルに向かっていた。

　タクシーを降りてホテルに駆け込み、エレベーターのボタンを何度もカチカチと押してしまう。

　頼む。間に合ってくれ。

　エレベーターを降りて、メモに書かれてあった八〇五号室へとひた走る。

「やめて！　助けて！」

　里桜？

　部屋の中から微かに彼女の声が聞こえた気がして、頭に血が上った。

　勢いに任せてドアをドンドン叩く。

　なにかもめているような音がして、内側から錠が開いたのでドアを開けると、男に髪をつかまれている里桜の姿が目に飛び込んできて、体が勝手に動いた。その男を殴ったのだ。

　殴ってから気がついたが、相手は松原だった。

　どういうことだ？　パーティのとき、彼女は松原に警戒心を持っているように感じたのに、違ったのか？

　わけがわからなかったものの、里桜の洋服が乱れているのに気がつき、怒りが頂点に達した。

　腰を抜かして奥へと逃げる松原を追うと、テーブルの上に写真があるのを見つけた。

　その瞬間、里桜が松原の誘いに応じた理由がすぐにわかった。おそらくこの写真をネタに脅されていたのだと。里桜は俺を守るために、ここに乗り込んできたのだ。

　彼女が他の男になびいたわけではなかったと知りホッとしたのと同時に、こんな危険な目に遭わせた自分に腹が立つ。そしてそれ以上に、卑劣な手段で俺を陥れようとする松原に。

　コイツは、学生時代に自分の好きな女を俺が横恋慕したとかほざいていたが、俺はまともに話したことすらない女に告白されて断っただけだ。

　それなのに、里桜にこんな真似を……。絶対に許さない。

　怒りに任せて松原の腕をひねり上げると、里桜が俺を止める。

　本当は彼女に触れた手をへし折ってやりたかった。けれども、里桜が体を張って俺を守ろうとしてくれているのに、俺が事件を起こすわけにはいかない。

　松原への激しい憤りと、自分への情けなさとでいっぱいになりながら里桜を連れてホテルを出たあと、たまらず彼女を抱きしめた。

　こんな思いをさせるために結婚したんじゃないのに。

「里桜、ごめん。ごめんな……」

　謝って済むことではないとわかっているが、頭に血が上っていて他の言葉が出てこない。

「大丈夫です」

　俺から少し離れた里桜は、健けな気げに笑顔を作ってみせる。

「響さん。私、あの部屋に入ってからの会話を全部録音してあるんです。脅迫の証拠があると松原さんに耳打ちすれば、写真は取り返せなくてもきっと大丈――」

　彼女が話し終わる前にもう一度抱き寄せていた。あんなに怖い思いをしたのに、まだ俺を気遣うのか？

「ごめん。本当にごめん」

「いいんです。私たちは契約結婚なんですから、響さんに他に好きな人ができたって……」

　浮気疑惑について謝ったつもりではなかった。

　そもそもあの写真の相手は……。

　彼女に他に好きな人ができてもいいと言われて、これほどショックを受けるとは思いもしなかった。

「他に女なんていない」

　俺は里桜を愛し始めているのに。いや、もうとっくに愛しているのに。

「えっ？　だって……」

「あの写真はばらまかれても問題ない。ちょっと待って」

　俺は彼女から少し離れて電話をかけ始める。相手は中学からの友人、三み宅やけ次じ郎ろうだ。

「俺だ。今すぐ行く」

『はっ？　なに勝手なこと――』

　俺はひと言だけ連絡して電話を切った。

　こんな事態になったのも、そもそもアイツのせいだ。

「里桜。少し付き合って」

　俺は彼女の肩にかけたぶかぶかのジャケットのボタンを閉めたあと、タクシーを拾って次郎のマンションへと向かった。

　アイツの家に行けば、女性ものの洋服がいくつでもあるはずだ。




　次郎のマンションに着いたのは、それから二十分後。

　タクシーの中ではうつむく里桜の腰を抱き、彼女の手を握っていた。

　俺の心配をしている彼女だけれど、怖くなかったわけがない。

　襲われるとわかっていてひとりで乗り込むなんて無謀としか言いようがない。だから本当は相談しなかったことを叱り飛ばしたかったが、できなかった。俺たちが本物の夫婦でないからこそ、彼女は明かさなかったとわかっていたからだ。

　この結婚が契約でなければ、夫である俺に浮気を問い詰めればよかった。けれども、自由に恋愛を許し合った仲なのでそれもできなかったのだろう。

　松原に契約結婚だと明かせばあの脅しには意味がなくなるものの、今度は契約結婚をしたことへの非難が集まる。俺はこの結婚で取引先の令嬢とのお見合いから逃れたのだから。

　おそらく里桜はそれを全部理解していて、ホテルに向かったのだ。

　マンションのエントランスでチャイムを鳴らすと、『わかったって』という不機嫌な次郎の声がして錠が開いた。誰に会いに行くのか知らない里桜は不思議そうな顔をしていたが、誤解を解くにはこれが一番手っ取り早い。

　次郎の部屋の前でもう一度チャイムを鳴らすと、アイツはすぐにドアを開けた。

「あのさぁ、私にも都合というもの……って、あれっ？」

　俺のうしろにいる里桜に気づいた次郎は、目を丸くしている。

「お前があんなことをしたせいで、里桜が危なかったんだ」

「は？」

　事態を呑み込めていない次郎は、間抜けな声を出す。

　次郎を見た里桜は、無意識なのか俺のシャツをつかんだ。

「妻の里桜だ。自己紹介！」

「あー、噂の！　かわいい。初めまして。美み弥やです」

「違う、本名のほうだ！」

　話がややこしくなるからよしてくれ。

「わかったわよ。三宅次郎です。美弥ちゃんって呼んでね」

「なにが美弥ちゃんだ。次郎、なにか服はないか？」

「次郎……？」

　俺たちの会話を聞いて、里桜が首をひねっている。

　無理もない。目の前にいるのは髪の長い、俺の浮気相手だと思っている女なのだから。

　しかしコイツはもともと男。俺の親友だ。

「あの写真に写っていたのは、次郎だ。アンベリールの社長をやっている」

「アンベリールの!?」

　里桜は腰を抜かさんばかりに驚いている。

　高校までは多少髪が長めなくらいで〝男〟をやっていた次郎が、今やエステ界の神と呼ばれていて美を追求しているのだから、人生なにがあるかわからない。

　まあ、次郎が心と体の不一致を抱えているのは中学の頃から知っていたし、苦しんでいた次郎に『スカートが好きならはけばいいじゃないか』とすすめたのも俺だ。俺にとって親友の彼が、男だろうが女だろうが構わなかったのだ。

　次郎は俺の発言をきっかけに両親にもカミングアウトをして性別適合手術を受け、その後エステの世界に入った。努力を重ねた次郎はあっという間に成功を収めて自分の店を持ち、今や全国各地に店舗展開をするほどの有名人。

　彼、いや彼女は心と体を一致させたことで、大きく羽ばたいたのだ。

「よろしく」

　呑のん気きに投げキッスをしている次郎にイラつく。

「だから、服！」

「もー、今日はイライラさんなのね。とにかく入って」

　俺はいまだ事態を理解していなそうな里桜を促して、リビングに向かった。

　次郎は服を探しに行ったらしい。

「響さん、次郎さんって？」

「中、高の同級生で、まあ親友。アイツはずっと違和感を抱えて生きてきたんだけど、高校卒業後に体も女にしてエステで大成功した」

　里桜はあんぐり口を開けているが無理もない。

「本名は三宅次郎。三宅からとって、美弥と名乗っている。渡米する前は週に一度はここに来て、ふたりで飲んでたんだ」

　簡単に説明したが、わかっただろうか。

「それで、結婚が嫌だったんですね？」

「ん？」

　どういう意味だ？

「あはははは。そうなの。響がお見合いを片っ端から断ってたのは、私とデキてるからなの」

　カットソーを持ってきた次郎が、俺に抱きつくので手を払いのけた。

　待てよ。里桜は、俺が次郎を好きだから結婚したくなかったと勘違いしているのか？

「それなのに、結婚しちゃうんだもん」

　は？

　すねたふりをする次郎に、顔が険しくなる。

　今は冗談を言っている場合じゃないんだよ！

「里桜、誤解だ。コイツは対象外だ！」

　断じて次郎相手に恋なんてしない。

「お前がこういうことをするから大変だったんだ。里桜、とりあえず着替えて」

　次郎からカットソーを受け取り、里桜に渡す。

「ありがとうございます。さっきから苦しくて……。助かります」

「苦しい？　なにかされたのか？　どうした？」

　サーッと血の気が引いた。

　タクシーの中で黙っていたのはそういうことだったのか？　それも気づけずに俺は……。

「違います。実は……適当な時間にルームサービスを頼んであったんですけど、それまで簡単に脱がされないようにと思って、加圧の下着を二枚重ねに着込んでいて。ストッキングもガードルも着圧のものなので、さすがに締めつけが……」

　里桜の発言にしばし固まる。

　そこまで考えての行動だったのか。

「加圧って？」

　さっきの一件を知らない次郎がいぶかしげに里桜を見ているものの、とにかくそんな苦しみから早く解放してやりたい。

「俺が説明するから、とにかく着替えて。次郎、部屋貸してくれ」

「了解」

　里桜を別の部屋に案内して戻ってきた次郎に、お説教タイムだ。

　なにがあったか一通り説明すると、次郎は眉根を寄せる。

「うわ、悪いことしたわね」

「お前がふざけて俺に抱きつくからだ」

「だってぇ。響のこと好きなんだもん」

　そんな言い方をされたってだまされない。

「友達としてだろうが。他に好きな男がいるくせに」

「それは言わないの」

　次郎は女より女らしいヤツだけど、一本筋が通っていて決して人は裏切らない。だからこそ長く付き合っているのだが、こうして時々ふざけるのが困る。

「もう二度とするな」

「ごめん。あんなかわいい里桜ちゃんに手をかけるなんて、私だってその松原って男のキンタマ握りつぶしてやりたいもの！　使い物にならなくしてやる」

　怒りには同意するし、里桜が止めなければ俺がボコボコにしていたと思うが、どこからどう見ても女の顔でキンタマとか……。

「お前が口出しすると面倒だ。余計なことするな」

「わかったわよ。ね、里桜ちゃん遅くない？」

　そういえば戻ってくる気配がない。

「どの部屋使ってる？」

「寝室の反対側」

　俺は様子を見に行くことにした。

　部屋の前まで行くとドン！と大きな音がして、心臓がドクッと跳ねる。

「里桜！　どうした!?　開けるぞ」

　つい先ほどあんなことがあったばかりなので焦ってドアを開けた。すると彼女が、加圧下着をまくり上げて顔が隠れた状態で床に倒れ込んでいるので目を瞠みはる。

「里桜？」

「見ないで……」

　泣きそうな声を絞り出す彼女だけれど、下着を脱ごうとも着ようともしない。

　一体、どうしたんだ？

　不思議に思いながらも、置いてあった俺のジャケットを彼女の体にかけて抱き上げた。

「気分が悪いのか？」

「……ぬ、脱げなくて」

　ん？　まさか、きつくて脱げなくなった？

「引っ張るぞ」

　俺は声をかけてから加圧下着を引っ張り上げた。たしかにきつかったものの、すぐに脱げたのでホッとする。

「ヤダ……」

　ブラジャー姿になった彼女は、俺のジャケットで胸を隠し、真っ赤な顔でうつむいていてる。

「ご、ごめん……。見るつもりじゃ……」

「わかってます。ごめんなさい」

　里桜が謝ることじゃない。そもそも俺のためにこれほど窮屈な恰好をしてくれたのだから。

　たまらなくなった俺は、ジャケット越しに彼女を抱きしめた。

「俺と結婚なんてしたばかりに……。本当にすまない」

　里桜を助けるためという名目もあったが、こんな危険な目に遭わせるとわかっていたら結婚なんて選ばなかった。彼女は被害者だ。

「私が勝手な行動をしたから……。私、響さんとの結婚を後悔なんてしてません」

「里桜」

　これほどの出来事があったのに後悔してないなんて、彼女の優しさから出た言葉だろう。だから鵜う呑のみにするのは間違いだとわかっている。けれども、うれしくてたまらない。

　これは契約結婚だ。彼女を好きになってはいけないとどれだけ自分を戒めても、心が吸い寄せられていく。

　この結婚を後悔どころか最高の決断だったと感じている。ただ……あんな契約を交わさず、普通に恋をして結ばれればよかった。

「怖かったよな」

「……はい」

　襲われたあとも凛としていた彼女の声が初めて震えた。なんでもない顔をして取り繕っていただけなんだ。

　俺はいっそう強く抱き寄せてささやく。

「どこに触れられた？」

「手首をつかまれて、肩を押さえられただけです。あとはこの下着が守ってくれたから……」

　目に涙をいっぱいためているくせして、俺から離れて気丈に笑顔を作る彼女が愛おしくてたまらない。

　俺は里桜の右手を持ち上げ、手首に唇を押しつけた。

　彼女は目を丸くしていたが、左手も。

「消毒だ」

「ん……」

　鼻から抜けるようなため息を漏らして体を固くする里桜は、俺が視線を絡ませると、胸に飛び込んできた。

「もう、俺のために危険なことはしないでくれ」

「はい」

「ありがとう、里桜」

　好きだと言ってしまいたい。きっと、里桜を上回る女なんてこの先絶対に現れない。ずっとこうして閉じ込めておけたらいいのに。

　しばらく静かに涙を流していた彼女だったが、ゆっくり俺から離れた。

「美弥さん、待ってますね」

「次郎でいい。それに、アイツは永遠に放置でいい」

「あはっ、永遠って……」

　ようやく里桜が白い歯を見せたので、安堵して胸を撫で下ろした。




　先にリビングに戻ると、次郎の少し大きめのカットソーを纏った里桜がやってきた。

「美弥さん、お借りしてすみません。クリーニングに出してお返しします」

「そんな気遣い、いらないわ。なんなら里桜ちゃんのにおいがついたまま返してくれても。痛っ」

　俺が次郎の頭をバチンと叩くと、大げさに痛がっている。石頭のくせして。

　誰がお前に里桜の残り香のある洋服を渡すか。

「それより次郎。里桜にきちんと謝れ」

「わかったわよ。里桜ちゃん、ごめんなさい。私と響はなんでもないのよ。あの日は、渋谷のビルへの出店について相談してたの」

　次郎が話すと、里桜は目を見開いている。

「響さん、動いてくださっていたんですね」

「あぁ」

　次郎には必ず出店させる気ではいたが、俺たちの関係を説明するのが面倒で、裏で動いていた。こんなことになるのなら言っておけばよかったとも思うが、やはりこの関係をどう説明したらいいのやら。

　幸い里桜には、次郎への嫌悪感のようなものはなさそうだ。俺と同じようにあっさり受け入れているように見える。でも、会社の仲間が全員そうだとは限らないのだ。

　散々心ない言葉に傷ついてきた次郎には、これ以上の試練は与えたくない。

　とはいえ、女として次郎を紹介しても、今度は男女の仲を勘繰られるのは必至だ。コイツは距離感がおかしくて、何度注意してもベタベタしてくるからだ。

　結局写真を撮られていたのだから、結果は同じだったが。

「響ったら強引なのよ。〝出店を考えてほしい〟じゃなくて、〝もちろん出店するよな〟だもの。まあ、響の仕事は信用してるから、答えがノーってことはありえないんだけど」

「だったら、つべこべ言うな」

　ヘラヘラしているように見える次郎だが、ビジネスに関しての嗅覚は鋭く、決していい加減な出店はしない。だからこそ成功を収めている。

　しかし、この言い方だと適当に聞こえる。まあ、いいが。

「里桜ちゃんと結婚してから響が冷たいから、からかっただけ。まさかこんなことになるとは……。クソ男のキンタ――」

　また暴走し始めた次郎の口を手でふさぐ。

　里桜という妻がいるのに、お前に構っていられるか。お前だって男ができるとパタリと連絡をよこさなくなるくせに。

　それに、彼女にそんな汚い言葉を使うな！

「そうでしたか。私、おっちょこちょいですね。ちゃんと響さんに確認すればよかったのに」

　里桜はそう言うが、本物の夫婦でないからこそ確認できなかったのだろう。俺たちは互いに、他の相手との恋愛を禁じていないのだから。

　それにもかかわらず、体を張って俺を守ろうとしてくれたのには頭が下がる。

「里桜ちゃん。響はいいヤツよ。私が女でいたいのにいち早く気づいて、しかも気持ち悪いとも言わずにすんなり受け止めてくれたの。私が花柄のスカートに目がくぎづけになっていたら、スカートはけばいいだろ？ってあっさり」

「もういいから」

　余計な昔話はいらないんだよ。

　次郎を止めたが、里桜は興味津々という感じで「それで？」と相槌を打っている。

「響がいるなら私の人生安泰だと思っちゃって。両親にも正直に打ち明けたの。そうしたらそっちはうまくいかなくてね。家を追い出されたんだけど、響が自分の部屋にかくまってくれたのよ」

　そんなこともあったな。

「そうなんですか……」

「それで、響までうちの両親に頭を下げてくれたの。次郎は女になってもずっと俺の親友です、変な目で見られても俺が守ります、って。よく考えたら、変な目って失礼よね。でも、うれしかったな。惚ほれちゃいそうだった」

「やめろ」

　お前は一生親友であって、恋人にはならない。

　あきれ声で返すと、里桜は頬を緩めている。

「響さん、昔からかっこよかったんですね」

　今、なんて言った？

「そうそう。無駄に男前なの。顔だけじゃなくて心もね。だから里桜ちゃん、響のことよろしくね」

　なに恥ずかしいこと言ってるんだよ。

　聞いているとムズムズしてきて、安易に口を挟めない。

「美弥さん、本当に響さんのこと好きじゃないんですか？」

　里桜の質問に腰が抜けそうになる。

「あー、鋭いわね。本当は……痛いって」

　俺はもう一度次郎の頭をひっぱたいた。

「だから、その悪ノリがダメだと言ってるだろ。学習しろ！」

　すぐに調子に乗りやがる。

「わかった。ごめん。私はもうちょっと優しい男が好きなの。今、狙ってる人がいるのよね」

　もうちょっと優しい男って、つくづく失礼なヤツだ。

「響さん、優しいですよ？」

　キョトンとする里桜がボソリとつぶやくので、目がキョロッと動く。

「響ったら、耳を真っ赤にして照れてるの？」

　うるせぇ。つっこむな！

「でもやっぱり、恋愛対象としてはちょっと無理だわ」

　次郎をギロリとにらむと、これまた爆弾発言をするので大きなため息が出た。

「俺のほうが無理だ！」

　なんで振られてるんだよ、俺。里桜という妻がいるんだぞ？

　里桜が口元を押さえて肩を震わせている。この会話は少々腑ふに落ちないが、彼女に笑顔が戻ってよかった。

　どうしたら里桜をつなぎとめておけるだろう。

　松原のした行為には、はらわたが煮えくり返っているが、里桜を離したくないと自覚させてくれたことだけは感謝する。いや、感謝なんてしたくないが。

「里桜ちゃん、お詫びにアンベリールの年間パスをあげる。好きなときに来てくれれば、どんな施術でもするわよ」

「本当ですか？　リンパマッサージの痛さには震えますけど、体が軽くなって病みつきになりそうなんです」

　相当痛いらしいけど、たしかに短時間で顎がシャープになっていた。

　今でも十分かわいいのに、女ってやつはどこまでも美を追求したがる生き物なんだな。

「よかったー。美顔も痩身も骨盤矯正なんかもやってるの。私が直々に施術しちゃう！」

「次郎はダメだ」

「なんでよ。神の手を持つエステティシャンって言われてるのよ、私」

　それは知っているし、もともと男だったせいで簡単には施術させてもらえず、最初は苦労ばかりだったのも承知している。それが今は予約が取れないほどの人気エステティシャンだ。悔しさを呑み込んでコツコツ積み上げてきた次郎の努力は評価する。

　とはいえ、俺の里桜に触れられたくはない。

「とにかくダメだ」

「頑固ね。顔だけならいいでしょ？」

「顔だけだぞ」

　本当は顔も嫌だけど、ギリギリの妥協点だった。

「許可が出たわよ！　うーん、でも夕方から夜にかけて、ＯＬさんの予約でいっぱいなのよね。あっ、そうだ。出店予定の店の施術を実体験！とか理由をつけて仕事中に通っちゃいなさいよ。上司なんてなんとかなるでしょ」

　次郎が余計な提案をするので、里桜がチラリと俺に視線を送る。

「俺が上司だが？」

「まさか、ダメだと言わないわよね。そんなに頭固くないでしょ」

　まったく。次郎といると調子が狂う。

「いえ。今は忙しくて、他のお店の出店交渉も頑張らないと。だから、予約待ちして通わせていただきます。あっ、改めて……出店ありがとうございます」

「キャー、なんてかわいいのかしら。響の奥さんにはもったいない。食べちゃいたい」

　お礼を口にする里桜を次郎が抱きしめるので目が点になる。

「触るな！」

　どさくさに紛れてなにしてるんだ！

　俺は慌ててふたりを引き離した。

「いいじゃない。減るもんじゃないでしょ？」

　お前の恋愛対象が男だとわかっていても、腹が立つんだよ。里桜に触れていいのは俺だけなんだ。

「減らなくても呪われそうだ」

「私は魔女じゃないのよ！」

　俺たちの会話を聞いて里桜がクスクス笑っている。

　やっぱり彼女は笑顔がいい。




　うるさい次郎と別れて、レストランで夕食を食べてからマンションに戻ると、いつも通りの日常が戻ってきた。

　里桜はなにもなかったかのように振る舞い、風呂の準備をしてくれた。

　先に彼女を促したあと俺も入浴してリビングに戻ると、里桜は珍しくソファで横になってうたた寝をしている。

「疲れたよな……。ごめんな」

　彼女の髪をそっと撫でてつぶやく。

　俺は夫なのに、愛してるとささやきたくてもできないのがもどかしい。

　まさか、彼女を愛してしまうとは思わなかった。しつこいほど見合いを迫られて、女なんて面倒だと思っていたのに。

「里桜」

　風呂に入ったせいか、彼女の白い肌がほんのり赤らみ、なんとも言えない色気を放っている。この肌に松原が触れたと思うと気が狂いそうなほど怒りがこみあげてくる。

「里桜」

　俺はもう一度彼女の名を呼んだあと、顔を近づけていく。あと数センチで唇が重なるというとき、ハッと我に返って離れた。

　これ以上はダメだ。里桜は俺の妻だけど、偽の夫婦なのだから。

「風邪ひくぞ」

　なんとか気持ちを押し殺して、彼女を抱き上げる。

「ん……？　響、さん？」

「そのまま寝てろ。疲れただろ」

「……はい」

　彼女は半分寝ぼけているのか、俺の体に頬をこすりつけるようにしてから目を閉じた。

　なんなんだ。この破滅的なかわいさは。せっかく我慢したのに、理性が飛びそうだ。

　彼女の部屋のベッドに下ろすと、「うーん」という声がして里桜が俺の腕をつかんでくる。

「わっ」

　予想外の行動にバランスを崩し、俺までベッドに倒れ込んでしまう。すると、彼女が腕にしがみついてきた。

　ダメだ。我慢も限界というものがある。

　許せ。

　俺は心の中で叫んでから、こっそり唇を重ねた。

　軽いキスだけで、これほど満たされるなんて驚きだ。

　ずっとここにいてくれよ、里桜。

　声に出さず懇願すると、彼女がいっそうくっついてきたので驚いたものの、すやすやと眠っている。

「おやすみ、里桜」

　俺はもう一度彼女に軽いキスを落としてから部屋を出た。










止まらない愛の衝動




　松原さんとの一件があってから四日。

　響さんは常に私を気にしているようになった。彼と美弥さんの関係を確認もせず、私がとんでもない行動に出て心配をかけたからだ。

　けれども、響さんにあの写真の真相を問い詰める権利は偽の妻の私にはなく、会社を背負ってこれから羽ばたいていくだろう彼の経歴に傷をつけることも阻止したかったので、あのときは他に方法がなかったと今でも思う。




「谷口、エール・ダンジュから連絡があったんだって？」

　古屋さんが口火を切ると、その日の会議はエール・ダンジュの話題で持ちきりとなった。

　あのパーティで、響さんが専務の須藤さんに接触したのが功を奏したのかな。

「はい。前向きに検討するというお返事をいただきました。ただ、焼き菓子のみの持ち帰り店舗を打診されまして……。うちとしてはケーキを食べられる喫茶スペースをお願いしたいという提案をもう一度しておきました」

　さすがは亜美。妥協せず突き進む姿勢は、尊敬する。

　焼き菓子のみの店舗は大手百貨店などにいくつかある。それでも数少ないので渋谷プロジェクトの強みにはなるが、エール・ダンジュといえばやはりケーキなのだ。

　パーティのときに赴いたアルカンシエルの本館にはエール・ダンジュが出店していて、ケーキが食べられるカフェがある。どのような経緯で出店したのかは知らないけれど、我が社にも希望はあるということだ。

　ここは焼き菓子で満足するのではなく、ケーキの販売も勝ち取りたい。

「頼もしいな、谷口。そのまま突き進んでくれ。うまくいかないときは必ず相談を。ここにいる全員で成功をもぎ取りたい」

　響さんが言うと、亜美はうれしそうにうなずいている。

　最初の会議で私たちのやり方を批判して孤立しそうだったり、うっかり熊沢さんの仕事を奪いそうだったりした響さんも、すっかり日本のやり方が身についてきた。チームワークを大切にして、しかも自分は陰でアシストしながら私たちをうまく導いてくれる。

　今も、エール・ダンジュの須藤さんに接触したことはおくびにも出さないし、アンベリールもそうだ。松原さんの件がなければ美弥さんとの関係も黙っていて、成功したら私の手柄にするつもりだったのではないかと思う。

　それからしばらく響さんが的確なアドバイスを出す姿を盗み見ていた。

　彼がホテルの部屋に乗り込んできて怒りをあらわにし、松原さんを殴ってくれたときは本当にうれしかった。

　私は偽の妻として、彼がうまく立ち回れるように協力すべきだと思っていたのに、この人とずっと一緒にいたいと強く感じた。そして、次郎さんだと知らなかった美弥さんに、激しく嫉妬もした。

　このままそばにいたら、どんどん心が奪われてしまう。いや、もうとっくに奪われている。

　彼とすんなり別れられる自信がない。けれども、いつかそのときが来るのだ。

　そんなことを考えていたら胸が苦しくなり、無意識に唇を噛みしめる。

「それでは、引き続き頼んだ。このプロジェクト、かなり手ごたえがあるぞ。必ず成功させよう」

「はい」

　響さんの締めの言葉に皆が笑顔で返事をして、会議は終了した。

　私は会議室から部署に戻る途中で「コーヒーを淹いれてきます」と給湯室に向かった。

　余計なことを考えたせいで気分が沈んでしまったので、気持ちを立て直したかったからだ。

　給湯室に行ったものの、なにも手につかずボーッとしていると、人の気配がして慌ててコーヒー豆に手を伸ばす。

「里桜」

　入ってきたのは響さんだ。

「今すぐ淹れます」

　彼を見ることなく伝えると、肩をつかんで向き合わされて、視線を絡ませるしかなくなった。

　響さんのことばかり考えていたのを見透かされそうで怖い。

　なぜか難しい表情の彼が手を伸ばしてきて私の唇にそっと触れるので、目を瞠る。

　な、なに？

「唇を噛むな。噛むなら俺の指にしろ」

「え……」

　会議で顔をしかめてしまったのに気づかれた？

「つらかったら、休んでもいいぞ。守ってやれなくてごめんな」

　思いがけない言葉をかけられ、しかも抱き寄せられたので驚いた。

　きっと松原さんに襲われそうになった件について謝っているのだろうけど、違う。

　私が苦しいのはあなたとの別れなの。そのときが目前に迫っているわけでもないのに、考えただけで胸が張り裂けそうに痛いの。

「響さん、誰か来ちゃう……」

「見られたっていい。お前は俺の妻だろう？」

　その言葉がどれだけうれしかったか。

　私は彼にしがみつき、首を縦に振った。

　やはりホテルの一件からナーバスになっているのかもしれない。それまでだって私たちの未来に別れがあるとわかっていたのに、これほど動揺することなんてなかった。

「早退するか？　里桜には休息が必要だ」

　私は即座に「しません」と答えた。

　ひとりでいるより彼の近くで仕事をしていたい。

「そうか。苦しくなったらすぐに言うんだぞ」

「はい」

「休憩してから戻ってこい」

　私を腕の中から解放した響さんは、優しく微笑んでから去っていった。




　その日は一日内勤業務で、響さんから託されたアンベリールの契約書案を作り、美容室アクアへのさらなるプレゼンテーションのための資料作りに没頭した。

　仕事をしていると余計なことを考えずに済むため、やはり早退しなくて正解だったと思う。

　響さんは亜美と一緒に、エール・ダンジュの担当者に会うために外出している。少し前に亜美から直帰すると電話が入ったようだ。

　彼は戻ってくるのかな。

　他部署の把握までしている響さんは、毎日残業の嵐。『こんなに残業するのは能力のない人間のすることだ』と笑っているけれど、彼の場合はそうではない。単純に仕事が多すぎるのだ。

　渋谷プロジェクトのリーダーとして現場を仕切りつつ、事業企画部の他のプロジェクトのすべてに気を配り、なおかつ会社全体の業務を把握するということを帰国後短期間でやってのけている。

　しかも、外部の新しい風を入れたほうがいいと、彼が能力を高く評価し懇意にしている経営コンサルタントと契約を交わし、お父さまである社長と一緒に今後の経営方針についても舵取りをし始めているという。そのため、渋谷プロジェクトがうまくいけば取締役に就任するという噂が飛び交い始めているほどだ。

　響さんが戻ってくるのなら仕事を手伝いたいとも考えたけど、無理しすぎると彼が心配するだろう。私はパソコンの電源を落として、帰ることにした。

「お先に失礼します」

　まだ残っている西岡さんたちに声をかけてから部署を出ると、バッグの中のスマホが震えているのに気づいた。響さんからの電話だ。

「もしもし」

『里桜、まだ会社？』

「いえ、出てしまいましたけど仕事があるなら戻ります」

　そう伝えると彼はクスッと笑う。

『ワーカホリックな奥さま。一緒に食事でもどうですか？』

「えっ……？」

『谷口、直帰って言ってなかった？』

　そうだけど、響さんも？

　私が電話を取ったわけではないので、響さんのことまで知らなかった。

「響さんもだったんですね」

『うん。たまには、奥さんとゆっくりしたいから。今日は車だから会社の裏玄関で待ってて』

　もしかしたら、昼間の私の様子を見て気を回してくれたのかもしれない。

「わかりました」

　電話を切ったあと、裏玄関へ向かう。すると白のベンツに乗った彼がすぐにやってきた。

「里桜、乗って」

「はい」

　私が助手席に乗り込むのと同時に、彼は車を発進させた。裏通りは道幅が狭いからだ。

「食いたいものある？」

「響さんがお好きなもので」

「俺は毎日好きなものを食ってるから、今日は里桜が決めるんだよ」

　毎日って？　最近は私が作った夕食がほとんどなのに。

「お昼のことですか？」

　不思議に思い尋ねると、彼は口元を緩めた。

「いや、朝食も夕食も。俺、里桜の作ったものが一番好きだから」

「私の？」

　まさかそんな返事がもらえるとは思わず、驚きすぎて大きな声が出る。

「なんでそんなにびっくりしてるんだ？」

「だって私、特別料理がうまいわけじゃないですし」

　一流の料理人の味を知っているだろう彼に、一番好きだなんて言われるとは。

「俺のために作ってくれる食事が、うまくないわけないだろ。愛情、こもってるだろ？」

　彼は一般論でそう言っただけだろうけど、私はドキッとしていた。私が作る料理には、まさに響さんへの愛が込めてあるからだ。

「えへへ、バレました？」

　なんて照れ隠しのためにわざとおどけたものの、内心バクバクだった。

「うん。だから今日は里桜の好きなものを」

「そうですね。それじゃあスーパーに行ってください」

「スーパー？　なんで？」

　彼は怪訝な声を出すが、私が好きなものは響さんが喜んでくれるものだ。

「愛情を込めたビーフシチューにします。ちょっと高いお肉、奮発していいですか？」

「ごめん。作ってくれっていう催促じゃなくて……」

　そんなことは百も承知だ。きっと彼は落ち込んでいた私を気遣って、夕食に誘ってくれたのだから。

「わかってますよ。でも私、自分が作ったビーフシチューが好きなんです。あっ、アイスが食べたいので買っていいですか？」

「またアイスか。好きだなぁ。一番高いの買おう」

　彼が穏やかな表情で微笑んでいるので、幸せな気持ちで満たされた。




　いつもより高いお肉と、赤ワイン、そしてストロベリー味のアイスを買い込み、マンションに戻る。

　早速料理を作ろうと思いエプロンをつけていると、Ｔシャツとジーンズに着替えてきた響さんが隣に立った。彼は細身のジーンズをはくと脚の長さが際立ってモデルのようだ。

「休んでてください。あっ、先にワインを開けてもいいですよ？」

　私はワインに詳しくないので、彼のおすすめを購入してきた。

「それじゃ、飲みながら作るか」

　コルクを抜いた響さんは、グラスふたつにワインを注ぎ、私にも持たせる。

「おいしい夕食に乾杯」

　そしてグラスとグラスを合わせた。

「作りながら飲むなんて初めてです。のんべえみたい」

「たまにはいいだろ？」

　私がクスッと笑うと、彼も白い歯を見せる。

　あたり前の日常を響さんと過ごせるのがうれしくてたまらない。

　彼が選んだワインは甘口だった。以前バーで、甘いカクテルばかりを飲んでいたので、それに合わせてくれたのかもしれない。

「おいし」

「好きなだけ飲め」

　彼はグラスに注ぎ足してくれたものの、私は調理に取りかかった。

　せっかくだからビーフシチューと一緒に味わいたい。

「ありがとうございます。響さんはあちらでどうぞ」

　ソファをすすめたのに、彼はここから動こうとしない。

「一緒に作らせて。夫婦の共同作業って、ちょっとあこがれるんだ」

　響さんが思いがけないことを口走るので、ドクンと心臓が跳ねる。

　夫婦の共同作業なんて照れくさいものの、私だってうれしい。しかも彼も同じ気持ちなのが最高だ。

「指を切りそうだから包丁はやめておくけど、他のことならできるぞ。ただし、里桜先生の指導つきで」

「里桜先生って……」

　仕事では私たちをグイグイ引っ張る彼だけど、キッチンでは形勢逆転らしい。

「それじゃあ、ジャガイモの皮をむいてください。ピーラーなら使えますよね」

「ピーラーって皮むき器？　危なくないか？」

　仕事中はきびきびと働く彼が、子供じみた発言をするので噴き出してしまう。

「指をむかなければ」

「指をむくって、危ないじゃないか！」

「あはは。冗談です。小学生でもできますよ。こうやってやるんです」

　ひとつお手本を見せると「おぉ、簡単」と言いつつ、こわごわやり始める。

「なんだ、余裕」

　危なくないとわかったらしい響さんは、ようやく表情を緩めた。

　こんな姿、会社の誰も知らないんだろうな。

　素の彼の姿を独占できることに胸を熱くしているなんて、誰にも知られたくない。もちろん、響さんにも。

　ずっとこうしていられたらいいのに。

　彼と時間を共有すればするほど強くなっていく自分の気持ちに気づきながら、おいしそうなお肉を切り始めた。




　圧力鍋で煮込んだシチューは、なかなかおいしく完成した。

　改めてワインで乾杯をして舌した鼓つづみを打つ。

「はー、幸せの味だ」

「大げさですよ」

　彼のために作る料理を褒められてうれしくないわけがない。

　正直言えば外食のほうが楽だけど、こうして家で食事をするときの響さんのリラックスした笑顔が好きだから、少し無理をしたくなる。

　食後にアイスまで堪能したあとは、片付けも手伝ってくれた。このマンションには食洗器がついているので楽なのだけど。

「風呂から上がったら、もう少し飲もうか」

「それもいいですね」

　普段、入浴後は各々自室に引き上げるけど、彼との時間を持てることに心が躍る。

　先にお風呂に入らせてもらった私は、おつまみにチーズとサラミを用意してソファで彼を待った。

　準備している間も、自分が浮き立っているのに気づき、響さんとの生活が楽しくてたまらないのだと実感する。

「お待たせ」

　Ｔシャツとスウェット姿の彼は、首からタオルを下げてにっこり微笑む。どことなく色香漂う姿に視線を合わせているのが恥ずかしくなり、目をそらしてしまった。

　響さんは私の隣に座り、グラスにワインを注いでくれた。私もお返しに注ぐ。

「なにに乾杯しようか。里桜との楽しい夜に、かな」

　楽しいと言われては、勝手に顔がほころぶ。この先別れが待っているとしても、今この時間はうんと楽しもう。

「ありがとうございます」

「それじゃあ、乾杯」

　今日三度目の乾杯をしたあと、早速口に含んだ。

「里桜、あんまり強くないよね」

「その節は、すみません」

　酔って吐いた上に、失恋の傷まで癒してもらった。

「あれは……もう忘れていいよ。そうじゃなくて、赤くなっててかわいい」

　彼は私の頬をちょんちょんと突っつく。

「あ、赤いですか？」

「うん、結構」

　それほど酔っている感覚はないのだけど。頬が赤いのは、隣に響さんがいるからかも。

「俺が見合いで話したこと覚えてる？」

「なんでしょう」

　いろいろあってどれかわからない。

「外では戦わないといけないから、家では癒されたいって」

「あ……」

　そういえば、ベッドの中以外は甘えたいとかなんとか言われたような。

　私が思い出したとわかったのか、彼はグラスをテーブルに戻し、いきなり私の膝に頭をのせて横になった。

「ひ、響さん？」

「俺、酒は強いからベロベロに酔うことはないけど、こうやって甘えたくなるんだよ。嫌？」

　驚いたものの決して嫌ではない。むしろうれしいくらいだ。

「嫌、じゃないです。ちょっと意外で」

「会社のヤツらには内緒な。威厳が保てなくなる」

　クスッと笑う彼は私と視線を絡ませる。

「里桜だけだ」

「えっ？」

「里桜の前でなら鎧よろいを脱げる。里桜になら刺されても後悔しない」

　物騒な発言に驚いたけれど、ビジネスの世界では足の引っ張り合いも珍しくない。御曹司である彼は常に責任を背負っていて、一瞬たりとも気が抜けないのかもしれない。そんな中で気を許してもらえるというのは名誉なことだ。

　ちゃんと妻の役割を果たせているのかな。

「刺さないですよ。だから今は心を休めてください」

「ありがと。里桜を休ませるつもりだったのに、おかしいな」

　彼はそう口走るが、私はこれで十分だ。響さんに必要とされているとわかって、どれだけ幸せか。

「チーズ、食べたいな」

「チーズ？」

　響さんが甘え声を出すので、驚きのあまり瞬きを繰り返す。

　まさか食べさせろと催促しているの？

　いきなりハードルを上げられたと目を白黒させたものの、バーで酔ったときは彼が食べさせてくれたっけ。

　私は思いきってカマンベールチーズをフォークに挿して彼の口元に差し出した。

「うまいな」

　すぐに咀そ嚼しゃくし始める彼は、満足顔だ。

　ゴクンと飲み込んだかと思うと、いきなり体を起こして今度は自分でフォークに挿している。

　もっと食べたかったのかな？

「里桜も」

「えっ、私？」

「うん、お返し」

　目の前に出されたので口を開けると、すぐに入れられた。

「おいし……」

　なんだかこれ、恋人と戯たわむれているみたいでとてつもなく恥ずかしい。その一方で、響さんとこんな時間を持てるのが感激だった。

「里桜も甘えてみる？」

　響さんが自分の膝をポンと叩くので目が点になる。

「いえっ、私は……」

「ダメ。逃がさない」

　今日の響さんは、こんな一面もあるんだとびっくりするくらい甘々だ。

　なかば強引に私を捕まえて横たわらせると、彼はうれしそうに目を細めた。

「なあ、里桜」

「はい」

「時々でいいから、夫婦らしいことをしよう」

　それが、これ？

「でも……」

　私たちは偽装結婚なのに。

「せっかくこの瞬間を共有してるんだ。俺はしたいけど、嫌？」

　彼の視線が熱く感じられるのは気のせいだろうか。そのせいで拍動が速まり、胸が苦しい。

「私も、したいです」

　勇気を振り絞って本音を伝えると、彼は口の端を上げ、いきなり私の額に唇を押しつけた。

　えっ、ちょっと……。どこまでするの？

「ごめん。これはオプション。勝手につけた」

　おそらく彼は軽い気持ちだったのだろう。けれども私は全身が火照りだし冷静ではいられない。

　カチカチに固まっていると、彼はなんでもなかったような顔をして、ワインをのどに送った。




　思いがけず響さんと甘い夜を過ごした私は、翌日からも張り切って仕事に励んだ。別れの日を考えて暗くなっていても仕方がないと思ったからだ。

　今日はアンベリールの美弥さんにアポイントが取れている。このアポイントも響さんが入れてくれたのだけど。

　忙しい美弥さんも、松原さんの一件で申し訳なく思ってくれているらしく、ふたつ返事だったとか。本当は響さんも一緒に行くと言っていたが、西岡さんとの同行が決まり渋々あきらめた。

「こんにちは。大東不動産の七瀬と申します。美弥さんにアポイントを――」

　アンベリール本店の受付で名刺を出そうとすると「里桜ちゃん！」と満面の笑みを浮かべた美弥さんが出てきて、いきなりのハグ。

　響さんに『次郎に変なことをされたらすぐに連絡してこい』とくぎを刺されたけれど、彼にしてみれば、これも〝変なこと〟に入るのかしら。クライアントにハグをされたのはさすがに初めてだった。

「お世話になります」

「響がいないところでは、適当にしてくれていいのよ。あの堅物男、仕事は厳しいでしょ？」

　響さんの仕事ぶりをよく知っているんだ。

「厳しいですが、尊敬しています」

　正直に伝えると、美弥さんはうれしそうに微笑む。

「こちらにどうぞ」

　商談なのでカウンセリングルームのようなところで話すのかと思いきや、彼女に連れていかれたのは施術室だった。

「荷物そこに置いて。お化粧とっていい？」

「あっ、いえっ。今日はお仕事ですから」

　施術してくれようとしているとわかり、慌てて止める。

「話しながらやるから。アンベリールの技術の確認もしないとね？」

　強引にベッドに寝かされた私は、観念して美顔コースを施してもらうことにした。

　美弥さんのマッサージはびっくりするほど気持ちよくて、話していなければ寝てしまいそうだった。

「オールハンドコースは、経験を積んだエステティシャンにしか許してないの。器械を使って施すエステは手順を覚えれば難しくはないけど、お客さまの悩みに合わせて指の感覚で施していくこのコースは、簡単じゃなくてね」

「なるほど。すごく気持ちいいです」

　強すぎず、それでいて弱すぎず。肌を滑るこの指に技術が詰まっているんだ。

　以前施してもらったリンパマッサージも、オールハンドだった。あのエステティシャンもその技術が認められたひとりなのだろう。

「よかったわ。実はこの技術を習得するのに、響にもかなり協力してもらったの」

「響さんに？」

　どういうこと？

「私、もとは男じゃない？　だから触れられるのを嫌がるお客さまももちろんいて、なかなか実践できなくて困ってたの。そうしたら、『俺の顔を使え』って。あははは」

　まさか、練習台になったの？　響さん、本当に優しいんだ。

「それでお肌つるつるにしてあげたのよ。だから響には頭が上がらない」

　つい先ほどまでケラケラと笑っていた美弥さんだったが、真顔になる。

「響さん、美弥さんが大切なんですよ。そんな関係がうらやましいです」

　それは本音だ。悪態をつき合っているふたりだけれど、確固たる絆きずなを感じる。

「ありがと。そういうわけで、響や里桜ちゃんがいらないと言っても、出店させてもらうわ。テナント料を値切るつもりはないし、開店後しばらくは私も渋谷店に勤務する」

　看板エステティシャンの美弥さんがいるとなれば、お客さんが殺到するかもしれない。今でも何カ月も先まで予約が埋まっていると聞くし。

「それはありがたいです。できる限りいい場所を確保します」

　一応出店の方向で動いてはいたけれど、もっと細かな点を詰めてから契約を取りつけるつもりだった。それなのに、あっさり商談が終わってしまった。

　美弥さんは、出店の条件なんて関係ないのだ。響さんを信頼してすべてをゆだねてくれようとしている。それなら、私たちも全力で応えるだけ。

「お願いね。ねえ、最近響どう？」

　どうと聞かれても、なんと返したらいいのかわからない。

「どう、と言いますと？」

「響、最近変わったのよ。頭の中、里桜ちゃんでいっぱいって感じで、おかしいくらいに浮かれてるの。あの堅物男が目尻を下げてデレてる姿は貴重よ。昨日も電話で『彼女の唇が柔らかかった』とか高校生みたいなこと言うから、噴き出しちゃった」

　それを聞き、胸をわしづかみにされたような痛みが走る。

　唇って……私のことじゃない。誰の話？

　おそらく私たちが契約結婚だと美弥さんも知らないはずだ。だから彼女はその相手が私だと思って話しているのだろう。でも、額に軽いキスはされたものの、唇を重ねるような間柄ではない。

　響さんに恋をしてしまった私には、衝撃的だった。

「こんな響は初めてなのよ。どっちかっていうとクールでしょ？　恋愛の話も私がするばかりで、響からは聞いたこともなかったの。電撃的な結婚に驚いたけど、結ばれるべくして結ばれたのねと納得よ」

　美弥さんの話を冷静に聞いていられなくなり、私は目を閉じた。

　密会の相手が美弥さんだったと聞いてホッとしたのに、まさか本命が別にいたとは。

　でも、私にはそれをとがめる権利はない。

「ただね。響はすごく不器用なの。うまく愛情を伝えられないかもしれないけど、里桜ちゃんに夢中なのはわかるから大目に見てやって？」

　彼が夢中になっている相手は私じゃないのに。

　ショックすぎて考えがまとまらない。

　私、泣きそうになるほど響さんのことが好きなんだ……。




　三十分ほどの施術が終わり鏡を見せられたものの、頭が真っ白でうまく反応できない。

「どうかしら？　リンパを流したから顔がひと回り小さくなっているはずよ。毛穴も……。里桜ちゃん、体調悪い？」

「いえっ」

「でも、なんか変よ？　痛かった？」

　鋭い指摘に慌てて笑顔を作る。

「気持ちよすぎて寝ちゃいそうでした。ボーッとしててすみません」

「ふふふ。フェイスは寝ちゃう人多いのよね。今度は全身リンパね。あ……響がダメだって言ってたか」

　美弥さんは楽しそうに笑っていたけれど、私は内心泣いていた。

　お化粧まで美弥さんにしてもらい、いつもより目がぱっちりとした私は、プロの技術の高さを知った。

　それからすぐに帰社したが、響さんの姿はまだない。

　内勤をしていた古屋さんが私の顔をじろじろ見つめてくる。

「七瀬、出かける前と違わない？」

「アンベリールでエステをしていただいたんです。あっ、正式に契約取れました」

「やるじゃん！」

　契約交渉が難航しているショップが多い中、アンベリールの入店は起爆剤になるかもしれない。どんなビルになるのか様子見というショップもあるので、アンベリールが入るならと契約に傾いてくれるところも出てきそうだ。

「ありがとうございます。相馬さんが突破口を開いてくださいました」

　これは私の手柄ではない。正式な契約の返事をもらったのは私だけど、響さんあっての契約だ。

「相馬さん、やっぱりやり手だな」

「そうですね」

　響さんが褒められて誇らしい反面、気分がますます落ち込んだ。

　彼に好きな人がいるのなら、私たちの別れは近い。

　それからは、プリンセスネイルのプレゼンテーション資料をひたすら作成していた。でも、まったく身が入らず気が焦るばかりだった。




　響さんが西岡さんとともに事業企画部に戻ってきたのは夕方のこと。

「お疲れさまです。どうでしたか？」

　すぐさま古屋さんが商談の結果を尋ねている。

「もう一歩まで来た。あとは西岡の腕の見せどころだ」

「頑張ります」

　西岡さんは、とあるフレンチレストランと交渉中。

　高級な三ツ星レストランというわけではなく、リーズナブルに食べられるように価格を抑えた店なのだけど、料理の盛り付けが凝っていて、インスタ映えも期待できる。もちろん味も申し分ない。まだまだこれからの店ではあるけれど人気急上昇中で、若い女性も気軽に利用できるともくろんで出店依頼をしている。

「七瀬。アンベリールは？」

　響さんが自分のデスクにつくなり私に尋ねてきたので、立ち上がって彼の前まで行く。本当ならこうして声をかけられる前に自分から報告すべきだ。

「契約していただけるそうです。テナント料もこちらの言い値でいいとおっしゃっています。社長の美弥さんに契約書をお渡ししてきました。後日、回収してきます」

「そうか、よくやった」

　彼は自分が主導したのに私を褒める。

「ありがとうございます。ですが、相馬さんのお力です」

　笑顔で応えるべきなのに、顔が引きつってしまう。まともに彼の目を見ることができない。

「七瀬？」

「はい」

　異変に気づいたのか、彼は一瞬眉根を寄せた。

「体調が悪いか？」

「そんなことはありません。ずっとパソコンの画面を見ていたら目が疲れてしまって。すみません」

　パソコンに向かっているのはなにも今日だけじゃない。けれど他に適当な嘘を思いつかず、ごまかした。

「そうか……。もうそろそろ定時だ。早く帰って休め」

「そうします」

　響さんに心配されるのがつらいなんて。

　私は小さく頭を下げてから自分の席に戻った。




　その日は夕食を作る気にもなれず、響さんに【外食してきてください】とメッセージを送ったあと、自室に引きこもっていた。

　私が帰宅して一時間半ほど経ってから玄関のドアが開く音がして、彼が帰ってきたのがわかった。

「里桜」

　ドア越しに名前を呼ばれたものの、ベッドに潜り込んで寝たふりをした。今は彼と話したくない。

「入るよ」

　響さんが入ってきて、私の額に触れる。体調が悪いと思って心配しているのだろう。

「熱はない」

　そうつぶやいた彼は、ベッドの端に座り、目を閉じたままの私にさらに話しかけてくる。

「頑張りすぎなんだよ、里桜。もっと俺を頼ってくれよ」

　別れが迫っているのに、そんなことできないよ。

　彼の言葉がうれしかったけど、素直に受け取れない。

「松原の件は本当にごめん。アイツの会社に告発をしておいたんだが、退職が決まったそうだ。社長も息子の責任を取って引責辞任。平の役員に降格だ」

　告発？　退職？

　あのあと響さんが動いていたとは知らなかったので、思わず声が出そうなほど驚いた。

「本当は警察沙汰にするつもりで加か瀬せに相談してたけど、里桜をもう一度傷つけることになるかもしれないと言われて断念した。裁判ともなれば、お前の名前が出てしまうからね。その代わり、社会的には抹殺する。それで許してくれないか？」

　加瀬さんは、お隣に住んでいる離婚届の証人になってくれた弁護士さんだ。

　私のことを考えて踏みとどまってくれたのに、どうして響さんが謝るの？

「俺……里桜を不幸にしてるよな」

　彼は大きなため息をついているが、違う。私は離れるのがつらいと感じるほどあなたとの生活が楽しいの。

　松原さんのことはたしかに心の傷となってしまったけれど、あれは私が勝手にしたんだし、あんな大胆な行動に出たのも、大切な響さんを守りたい一心からだった。

　断じて不幸になってない。

「こんなつもりで結婚したわけじゃなかったのに……。本当にごめん」

　響さんの悲痛な声が胸に響いてつらい。でも寝たふりをしていたので目を開けられなかった。

「ゆっくりおやすみ」

　その声を最後に、彼は部屋を出ていった。

　目を開いた瞬間、涙がこぼれ落ちていく。

「響さん……好き」

　小声でつぶやいても当然彼には伝わらない。

「好きなの」

　しかし、心が暴走するのを止められなかった。










契約の壁　Ｓｉｄｅ響




　松原の一件以降、里桜の元気がなくなってしまった。完全に俺の責任だ。

　沈みがちな彼女をなんとかしたくて食事に誘ったりもしたが、夕食を作ってもらい癒されたのは俺のほう。

　ろくに役に立たない俺が一緒にキッチンに立つと、うれしそうに頬を緩ませるので安心した。短い時間でも、あの嫌な出来事を忘れてほしい。

　アンベリールとの契約を無事にもぎ取ってきた里桜は、おそらく次郎に施術してもらったのだろう。いつもとは雰囲気の違うメイクだったので、会社だということも忘れて見み惚とれてしまった。危うく『きれいだ』と口にしそうになり、慌てて呑み込んだくらいだ。

　次郎はふざけたところもあるが、やはり一流のエステティシャン。

　アンベリールとの契約は、渋谷プロジェクトの今後にも大きな影響を与えるはずだ。

　契約できたと報告があったその日、帰宅する前にマンションの外で次郎に電話を入れると、ちょうど休憩時間だというアイツと連絡が取れた。

「ご契約、ありがとうございます」

『あらー、響が下した手てに出るなんて気持ち悪っ』

　そうはいってもこれは仕事だぞ？

『ねぇ。里桜ちゃん元気ない？』

　次郎もそう感じたのか。

「あぁ。あれからあんまりな。どうしてやったらいいのか……」

『夫婦生活はうまくいってるんでしょ？』

「……うん」

　俺たちが契約結婚だということは、次郎にも秘密にしてある。次郎にだけは打ち明けようかとも考えたが、里桜も誰にも話していないはずなのでこらえた。

『それなら、癒してあげなさいよ。全力で。べた惚れなんでしょ？』

「べた惚れなんて……」

『またそういう嘘をつく。響、無自覚かもしれないけど、里桜ちゃんの話をしているときは顔がニタついてるよ？　今も口元緩んでるでしょ』

　思わぬ指摘をされて、口を押さえていた。

「うるさいな」

『あのねぇ。恋愛マスターの美弥さまがひとつ教えてあげる。響は不器用なのよ。言葉にしなくても態度で示せばわかるとか、そんなきれいごと言ってるとすれ違うわよ？　ちゃんと愛してるって口に出してる？』

　次郎にお説教を食らうとは。

「なにが恋愛マスターだ」

　愛してると言いたくても言えない立場なんだよ！

　心の中で反論して電話を切った。




　それからの里桜は、気丈に振る舞ってはいたが、どことなく顔色が悪かった。

　抱きしめてやりたいのにできないもどかしさ。一緒にいると、好きだという気持ちが暴走してしまいそうで怖い。

　里桜が契約結婚をした目的はすでに果たせたのだし、もう離れるべきだろうか。

　いや、あまりに早く離婚に至れば、好奇のまなざしを注がれる。木内をギャフンと言わせたはずが、かえってつらい思いをさせかねないので、まだ別れるべきじゃない。

　……なんて、ただの言い訳だ。俺が里桜と離れたくないだけ。

「アンベリールに行ってきます」

　次郎が里桜の心配をしているのか、やたらと呼びつける。契約書は回収したのに、今日も呼ばれたらしい。

　忙しい里桜を振り回すなと一喝したいところだが、沈みがちな彼女を励ましているのかもしれないと思うとそれもできない。

　里桜が出ていって一時間。十七時過ぎに電話が入った。

『アンベリールの美弥さんが、夕食をご一緒にと誘ってくださったので直帰します』

　業務上、こういうケースはよくある。いわゆる接待というやつだ。

　しかし、担当者が里桜や谷口のような女性の場合、取引先の相手が男性のときは、もうひとり別の課員が付き添うのが普通だ。

　次郎は……微妙な立場だな。しかも、俺の友人なのだから万が一にもなにかあることはないだろうし。

　ただ、松原の件があったあとなのでと思い口を開く。

「それなら俺も同行する」

『いえ。今日は美弥さんとふたりでお話ししたいので』

　断られた？　しかも、やんわりとではなくきっぱりと。いわゆる上司命令をこれほどあっさり突っぱねるなんて。

　里桜は、間違っていることは違うと俺にでもはっきり主張する。しかし、接待にはふたりで行くのが暗黙のルールになっているのは知っているはずなのに。

　距離を置かれているのだろうか。

　最近、仕事でもあまり相談してこなくなったし、家でも会話は最小限。あの一件で気持ちが沈んでいるとばかり思っていたが、もしかして俺に愛想を尽かしている？

「そう、か。わかった。頼んだぞ」

『はい。それでは』

　俺は電話が切れたあとも、受話器を耳に当てたまましばらく呆然としていた。




　その晩、里桜が帰ってきたのは二十二時近かった。

　一応次郎が気を利かせてマンションまでタクシーで送ってくれたようでホッとした。

「おかえり」

「ただいま。遅くなってすみません」

　里桜は少しも俺と視線を合わせようとしない。やはり様子がおかしい。

「次郎、なんだって？」

「渋谷プロジェクトには期待していると。一緒に頑張りましょうとのことでした」

　そんなことは最初からわかっているだろ？

　いつになく里桜との間に壁があるように思えて焦る。

「それだけ？」

「あとは他愛もないお話です。エステ業界の裏話とか、家でのお肌の手入れの仕方とか。すみません。少し飲んでしまって眠いので失礼します」

「うん。ごめん」

　彼女がビーフシチューを作ってくれたあの日。俺たちの間の距離が近づいたように感じていたのに、あっという間に遠ざかっていった。

　里桜が態度を硬化させたのはあのあとだ。ということは、松原の件は関係ない？　なにをしたんだ、俺。

　いくら考えても心当たりがない。

　いや待てよ。彼女を愛おしいという気持ちを抑えられず、額にキスをしてしまった。もしかしてあれが相当嫌だった？

　あのとき、顔を真っ赤に染めた彼女は照れくさそうにしていただけで、困惑はしていなかったと思うが、俺の勝手な思い込みだったのだろうか。




　次郎から連絡が入ったのは翌週の火曜日。明日は休みだというアイツの家に久しぶりに行くことにした。

「なんだぁ。里桜ちゃんと一緒かと思ったのに」

「こんな危険な場所に連れてくるか」

　なんて言ったが、互いに行動を束縛していないなんて漏らせない。それに、里桜がいると話しにくいこともある。

　俺は手土産に持ってきたシャンパンを次郎に渡して、自分の家のようにリビングのソファに陣取った。

　昔から、付き合っている女がいても次郎とふたりで飲むことはよくあった。でも、今日は里桜の顔ばかりが頭に浮かぶ。

　ネクタイを外して放り投げると「だらしない」とお説教される。

「響、里桜ちゃんにも片付けさせてるの？」

「まさか。俺は相手を見てるんだ」

　里桜にそんな雑用はさせられない。

　家事は半々という約束で始めた同居だったのに、結局料理は里桜に頼りっぱなし。洗濯も先に帰った彼女が済ませてくれることが多い。かろうじて休みの日に掃除を分担するくらいで、家では里桜に負担ばかりかけている。

　それも、俺が会社のことを隅々まで把握したいがため、残業ばかりだからだ。

「あなた、里桜ちゃんと結婚して変わったね。丸くなった？　違うか、大人になった？」

　キッチンに行った次郎がくだらない発言をする。

「昔から大人だ。お前に言われたくない」

　なんて返しながら、自分でも変わったと思う。

　里桜には嫌われたくないと無意識に行動している。彼女がマンションに来るまでは、脱いだものは散らかし放題だったし、リビングで飲んでソファで寝てしまうようなだらしなさもあった。けれども、同居してからは一度もない。

　それに疲れたときは甘えたくてそばに行ってみたり、さりげなく触れてみたり……。子供みたいだな、俺。

「クラッカーくらいしかないけどいい？」

「あぁ。十分」

「あっ、クリームチーズつけて食べよう」

　里桜の手料理が食いたいな。毎日のように夕食を作ってもらっていたが、ここ数日はなにかしら理由をつけて断るようにしている。彼女が疲れていると感じるからだ。

「このシャンパン、高いのじゃない？　さすがは御曹司」

「これは契約のお礼ですよ。アンベリールの社長さま」

　次郎がすべてうちの社の条件を呑んで契約してくれたことは耳に入っている。里桜が『響さんと美弥さんの絆のおかげです』と話していたけれど、俺の仕事を信頼してもらえているということだろう。

「だってぇ。里桜ちゃん、本当に一生懸命だったし、プレゼン資料っていうの？　あれも完璧だったよ」

　グラスにシャンパンを注ぐ次郎が甘えたような声を出すが、里桜に甘えてほしかった。って、俺、里桜のことで頭がいっぱいだ。

「あたり前だ。里桜は渋谷プロジェクトの一番の功労者だ。彼女がいなければ、計画が頓挫してただろうな」

　初日にいきなり厳しい言葉を投げてしまったが、あれでメンバーが仕事を放り出したら、メンバーの総入れ替えをしてもいいとさえ思っていた。しかし、里桜が潤じゅん滑かつ油ゆになって回してくれたのだ。

「ふーん。響が他人をそんなふうに褒めるの、初めて聞いた」

　意味深長な視線を投げかけられて、俺はチーズをつけたクラッカーを口に運んだ。

　そんなつもりはなかったが、指摘されると思い当たらなくもない。

　高いシャンパンだと知っていて、水のようにゴクゴクのどに送る次郎の遠慮のなさは嫌いじゃない。とんでもなく酒に強いからできるのだけど。

　次郎の飲みっぷりを見ながら、里桜を酔わせたあの日を思い出す。

　ひどい裏切りにあった彼女をどうしてもひとりにできなかった。ハキハキと意見をぶつけてくる彼女が男のことで泣く姿に驚いたし、強いばかりではないのだと守ってやりたいような気持ちにもなった。

　そのときは恋愛感情とは違ったけれど、寄り添ってよかったとさえ思う。あの日をきっかけに、彼女と夫婦でいられるのだから。

　木内の裏切りを聞いたときはボコボコにしてやりたいほど腹が立ったが、今となっては里桜を手放してくれて感謝しているくらいだ。

「また里桜ちゃんのこと考えてる。こんなところにいないで帰りなさい。残りは飲んであげるから」

　次郎は手酌をしだした。こうなると止まらない。

「うん。そうしたいけど……」

「けどなに？」

「俺、嫌われたかも」

　ボソッと漏らすと、次郎は思いきり肩を震わせて笑い始める。

「ははははははっ。あー、お腹痛い。弱気な響なんて響じゃない」

「うるせー」

　俺はソファの背もたれに体を預けて天井を見上げた。

「で？　なにやらかしたの？」

「わかってれば、こんなところに来ねぇよ」

「こんなところって失礼ね。なんで嫌われたと思ったの？」

　チラッと俺の顔を見た次郎は、クラッカーを口に入れて咀嚼している。

「最近、よそよそしくなって視線を合わせてくれない。あんなに熱心に取り組んでいた仕事もどこか気がそぞろで」

「たしかに、元気ないかも。やっぱり、あの男のせいかしら？」

「うーん。それもあるけど、違うような」

「それじゃあ、ケンカでもしたんじゃないの？」

　ケンカできたほうがむしろいい。そうすれば里桜がなにを考えているかわかるのに。でも、俺たちはそういう仲ではないのだ。

「してない」

「あー、わかった。エッチが物足りない――痛いって」

　くだらないことを言う次郎の脚を蹴っ飛ばす。

　セックスもしてないんだよ！

　あぁ、来るんじゃなかった。契約結婚を隠している俺が悪いけど、イライラする。

　いっそ、契約結婚を打ち明ける？　いや、できるならこのまま本当の夫婦になりたい。それなら黙っておいても……。

　ふぅ、と大きなため息をつくと、次郎はグラスにシャンパンを注ぎ足してくれた。

「ひとつわかったことがあるんだけど」

「なんだ？」

「そんな深いため息をつくほど響は本気だってことよ。結婚が電撃的すぎて、なんかたくらんでるんじゃないかと心配してたけど、これだけのろけられるとアホらしいわ」

　たくらんでるって……。

　その通りで心臓がドクッと大きな音を立てた。

　でも、のろけてるのか、俺。そうだ。里桜が好きでたまらないんだ。

　彼女は契約結婚だというのに、俺のサポートを全力でしてくれる。仕事で遅くなると、差し入れを持ってきて手伝ってくれるし、俺ができない家事を率先して受け持ってくれる。

　しかも、見返りを求める素振りはいっさいなく、手料理を作るのも、俺が健康でいればそれでいいと笑う。

　そういえば……。婚姻届を記入したときに交わした契約書に〝離婚の際の財産分与はなしとする〟という項目を付け加えてほしいと言いだしたのも彼女だった。

　結婚して負担が増えているのは里桜のほうだ。それなのに俺は甘えてばかりで、彼女になにをしてやれているのだろう。

「俺、ダメ夫だな」

「あら、気づいた？」

「家事の負担を里桜にかけすぎだ。彼女が平気な顔をしてこなすから、甘えてた」

　このままでは離婚届を出されてしまう。あれはどちらがどのタイミングで出しても文句は言えない。しかし、それだけは絶対に嫌だ。

「うーん。そんなことかなぁ。里桜ちゃん、響の仕事にちゃんとダメ出しするんじゃなかったっけ」

「あぁ。アメリでは珍しくなかったけど、こっちで指摘するのは里桜だけだ」

　皆、後継ぎの俺には遠慮するから。

「そんな彼女が、家事が負担で元気がなくなるまで悩むと思う？」

　次郎の話には一理ある。里桜なら、無理なことは無理だと伝えてきそうだ。

　だったら、なにが原因なんだ？

　俺が考え込むと、なぜか次郎ににらまれた。

「まさか、どこかの女をつまみ食いしたんじゃないでしょうね？」

「するか！」

　里桜で頭がいっぱいなのに。

「そうよね。不器用だもんね、響」

　それは褒めているのかけなしているのか。

「あー、もう面倒くさいな。ブチュッとキスして気持ちいいエッチでメロメロにして――」

「黙れ。里桜はお前みたいに下品じゃないんだよ！」

　コイツは見た目も振る舞いも女なのに、考え方の一部に男が残っている。

　俺だって、今すぐ帰って里桜を抱きしめたい。愛してるとささやいてキスしたい。それができないから、まいってるんだろう？　って、八つ当たりだな。

「それとなく探ってあげようか？」

　あっという間にグラスのシャンパンを飲み干した次郎は、ニヤリと笑う。

　これ、結構強いけどそんなに勢いよくいって大丈夫か？

「あぁ」

「あぁ、じゃなくて、お願いします美弥さまでしょ？」

「絶対言うか」

　コイツからは嫌というほど恋愛相談をされてきたけど、まさか俺がする日が来るとは。

「ふふふっ。響が意外にも初々しいからびっくりしちゃった。自慢の息子で女を黙らせちゃうって感じだと――」

「帰る」

　次郎と話していると、俺まで下品になりそうだ。

「そうしなさい。ここにいたってなにも解決しないんだから。男と女は、周りがどうお膳立てしても、結局当人同士の心が結びつかなきゃ意味がないの。あっ、男と男もね」

　その調子では、好きな男とうまくいってるんだな。

　でも、今は聞きたくないのであえてスルーした。

「タクシー呼んであげる」

「頼む」

　次郎がスマホを操作するのを横目に見ながら考える。

　当人同士の心が結びつく、か。俺と里桜もそうなれる日が来るだろうか。

「十五分で来るってさ」

「サンキュ」

　すぐさま家に帰った俺は、なんとか里桜と話ができないかとしばらくリビングで待っていたけれど、彼女が自室から出てくることはなかった。




　それから一週間。じめじめした梅つ雨ゆ独特の不愉快さが襲ってくるが、俺はそれより里桜が気になって仕方ない。

　彼女は今まで通り夕食を作ってくれるものの、会話が弾まないのだ。

「うまいな、この魚。なんだっけ？」

「カレイです。こうやって煮つけにするとおいしいですよね」

　里桜の笑顔がどこかぎこちない。それに、すぐに口を閉ざしてしまう。

「大変だったら食事は作らなくていいぞ。もちろん、洗濯も掃除も」

　次郎は、家事が負担なわけではないと予想していたが、もしかしてということもある。一応尋ねると、彼女は少し驚いたような顔をした。

「お口に合わないですか？」

「まさか。こんなにうまいのに」

「それなら、作ります。洗濯は洗濯機がしてくれますし、掃除も手伝っていただいているので十分です」

　やはり、違うか……。

「そっか。でも最近疲れてないか？」

　思いきって切り込んだものの、里桜の表情は変わらない。

「大丈夫です」

　そうひと言だけ口にした彼女は、また黙々と食べ始めた。




　翌日は朝から会議があり、部署に戻った頃には渋谷プロジェクトのメンバーは全員出払っていた。里桜の予定表にはプリンセスネイルと書かれてある。

　アンベリールとの契約が成立し、美容室アクアとの交渉も順調な里桜だけど、ネイルサロンには四苦八苦している。ビル建設地の周囲は有名なネイルサロンが軒を並べる激戦区。そこにあえて出店してもメリットがないと言われているのだ。

　ただ、ビルの中で全身をトータルコーディネートできることを目標としている我が社としては、ぜひとも落としたいショップのひとつ。

　里桜がチョイスしたプリンセスネイルは、奇抜なデザインではなく会社につけていけるような、それでいて他の人とは少し違うという優越感を味わえるような絶妙なデザインが秀逸で、ＯＬを中心に人気が出始めているのだ。それこそ、里桜や谷口が言っていたインスタグラムから火がついたネイルサロンで、最近ではファッション誌にもよく取り上げられている。

　その日の夕方、最初に戻ってきたのは古屋だった。

「相馬さん、ブランピュール、契約できそうです！」

「そうか。よくやった」

　近年、すさまじい勢いで売上を伸ばしているブランピュールは、服飾のフロアでは目玉となるはずだ。価格帯は高めだが、洋服のデザインはもちろんのこと、接客も完璧。社長兼トップデザイナーが優秀な人物らしく、従業員の教育も行き届いている。

「相馬さんが最初にダメ出しされたときは、絶対間に合わないと思ってましたけど、いけそうですね。しかも、ものすごくよくなってるからワクワクしてます」

　古屋の言う通りだ。最初の計画通りならここまで苦労はしなかっただろう。しかし、これほど期待は膨らまなかったはずだ。

「そうだな。成功しか見えない」

「七瀬のおかげだな。七瀬にうまいこと乗せられた。そろって敏腕とか、恐ろしい夫婦ですね」

　古屋が里桜を褒めるのが誇らしい。彼女がいなければ、古屋をはじめとしたメンバーたちは俺についてきてくれなかっただろう。

「俺はともかく、七瀬はよく頑張っているよ」

　俺たちがそんな話をしていると、里桜が戻ってきた。でも青ざめた顔をしていて、様子がおかしい。

「相馬さん、申し訳ありません」

　俺の前まで歩み寄った里桜がいきなり深く頭を下げるので、俺も古屋も目が点になる。

「どうした？」

「プリンセスネイル、断られてしまいました」

　そうか。うまくいかなかったか。

　どんなプロジェクトでもすべてが思い通りになるわけではないので、仕方がない。

「私のせいです」

「七瀬は精いっぱいやったんだから、気にしなくて――」

「いえ。私がミスをしました。お話の中でプリンセスネイルを誤ってプチネイルと言ってしまい、そのときは担当者も笑って流してくださったのですが、そのあともう一度間違えて……。本当にうちと契約したいのか？と怒らせてしまいました」

　プチネイルは別のネイルサロンの名前だ。これは単純ミスだとは片付けられない。なぜなら両社はしのぎを削っていて、完全にライバル関係。担当者がへそを曲げるのもわかる。

「なんでそんな……」

「すみません。プリンセスネイルのお返事がかんばしくなく、ダメだったらプチネイルと考えていたからかもしれません。目の前のことに全力で取り組むべきなのに……」

　涙目で反省の弁を述べる里桜が痛々しいが、俺は上司だ。叱責すべきところはしなければ。

「そうだな。ダメだったらなんてプチネイルにも失礼だ。そんないい加減な態度では、どちらからも信頼をなくす。最近、仕事に身が入っていないように見えるが、やる気はあるのか？」

　里桜が気もそぞろなのは、俺のせいかもしれない。けれども上司として、間違いがあれば正しいほうに導かなくては。彼女の能力はこの程度ではないし、つぶれてほしくない。

「おっしゃる通りです。申し訳ありません」

　彼女はただ非を認めて頭を下げるばかりだ。

　もちろん里桜は心配だけど、まずはプリンセスネイルをなんとかしなくては。

「担当者の名前は」

「畠はたけ山やまさんです」

「俺が謝罪に行ってくる」

　すぐさま立ち上がると、彼女はすがるような目で見つめてくる。

「私も」

「お前は頭を冷やせ」

　俺はそれだけ言うと、部屋を飛び出した。

　プリンセスネイルの担当者はカンカンに怒ってはいたが、里桜を担当から外すという条件で引き続き検討してもらえることになった。ずっと彼女が関わってきた案件なので胸が痛むものの、ここは仕方がない。

　十八時過ぎに社に戻ると、メンバーが全員残っていて一斉に視線を浴びた。

「引き続き検討してくださるそうだ。ただし七瀬は外れろ。古屋、悪いが引き継いでくれ」

　もう失敗は許されない。開店まで時間もないので、この先頓挫したらネイルサロンは未入店のまま開店を迎えなければならない恐れもある。ここはベテランに任せたい。

「わかりました」

　心配そうに里桜を見たあと返事をする古屋は、おそらくそのあたりの事情はわかっているはずだ。

「七瀬はちょっと来い」

　俺は里桜を会議室に呼んだ。

　先に会議室に足を踏み入れイスに座ると、彼女は直立不動で俺を見つめる。そして「申し訳ありませんでした」と首を垂れた。

「そこ、座れ」

「はい」

　九十度の位置を指定すると、彼女はうつむいたまま腰かける。

「今回のミスは七瀬らしくない。次を考えているなんてどうしたんだ。メンバーの中にはそういう保険をかけている者もいるが、お前は絶対に契約をもぎ取るという心意気だっただろ？」

　企業としては次の手を用意しておく方法が正しいのかもしれない。しかし、里桜なら絶対に契約にこぎつけると思っていた。彼女が無理なら他の誰がやっても無理だ。

「すべて私の責任です。言い訳できません」

　目が死んでいる。俺はそう感じた。

　俺が里桜をこんなふうにしてしまったのだろうか。

　ここに来たばかりのとき、さりげなく俺をフォローしてメンバーのやる気も奮い立たせた彼女は、目が輝いていたし自信がみなぎっていた。

　それなのに、俺が結婚なんて持ちかけたから、これほど憔しょう悴すいしているのか？

　はっきりした理由がわからないのがもどかしいが、結婚が悪影響を与えていると思わざるを得ない。

「俺は頼りないか」

「えっ……？」

「俺では、お前を支えられないか？」

「そんなわけありません」

　ようやく顔を上げた彼女は必死に否定してくる。

　けれども、少なくとも夫としての俺は失格だ。彼女に覇は気きがなくなるまでどうしてやることもできなかったのだから。

「私が、悪いんです」

　唇を噛みしめて声を震わせる里桜を見ているのが苦しい。

　俺はなんてことをしてしまったんだろう。

　彼女を助けるためだなんて見合いを企てておいて、結局は追い詰めてしまった。

　でも、離したくない。里桜を愛してしまった俺は、彼女を手放すという選択だけはどうしてもしたくなかった。

「里桜。俺に不満があるなら言ってほしい」

　緊張しながら尋ねたものの、彼女は首を横に振っている。

　次郎は困っていればきちんと口にする女だと評価していたが、困ってはいなくても、俺との結婚生活に疲れきっているのかもしれない。そうであれば、弱音を吐いたりしないだろう。

「そっか。少し、距離を置いてみようか」

「えっ……」

　目を真ん丸にする里桜が意外だった。すんなりうなずくと思っていたからだ。

　でも、ここはひと呼吸置いたほうがいいかもしれない。もちろん今後、夫婦として生きていくためだ。

　俺もきちんと考えて現状をなんとかしたい。できるなら、里桜に胸の内をぶつけて本当の夫婦になりたい。

　ただ、今は時期尚早だ。里桜が輝きを取り戻すのが先決だから。

「俺と一緒に暮らすことで里桜に負担がかかっているように感じる」

「違います。私は……」

　彼女はなにか言いかけたが、口を堅く閉ざしてしまった。

「俺はしばらくホテルに泊まる。結婚も急だったし、里桜は完璧主義だから、走りすぎたんだと思う。肩の荷を下ろしてほしい」

　プロジェクトと結婚が同時進行して、しかも一番大変な時期まで同じで……。里桜がどれだけ無理をしていたのか、気がつかなかった俺が悪い。

　そう伝えると、彼女は動揺したように目を泳がせる。

　この反応はなんだろう。聞きたいのに、俺に問いただす権利はない。〝干渉し合わないこと〟なんていう契約さえ交わしていなければ、もっと深く踏み込めるのに。

　目の前にいる里桜がとてつもなく遠い。

「響さんは……」

　泣きそうな顔をした里桜は、また途中で口を真一文字に結ぶ。その先が聞きたくてたまらないのに、俺たちの間には契約という壁がある。

「今日はもう帰れ。一旦荷物を取りに帰るけど気にしなくていい。ゆっくり休んで、明日からまた頼む」

　彼女を抱きしめたい衝動を必死に抑えながら、肩をポンと叩いて会議室を出た。










離婚届は幸福の始まり




　響さんにとうとう別居を宣告されてしまった。

　彼の心に別の女性がいると知って仕事に身が入らなくなってしまった私が悪い。

　プロジェクトはそもそも時間がなく、皆で一丸となって進めなければならないのに、大失態。自分でもありえないと思うようなミスを犯して足を引っ張ってしまった。

　響さんにあきれられるくらいなら……嫌われるくらいなら、せめて部下としてうまく立ち回るべきだったのに。

　彼は帰国して今の部に配属されたとき、『プロジェクトのひとつやふたつ失敗してもいいとは決して思わない』ときっぱり言った。将来この会社を背負う覚悟を感じて、この人についていきたいと思った。

　その想いを知っていたのに、一番近くにいたはずの私が最低のことをした。

　隆二さんと紀子の浮気を知ったとき、私をどん底から救い上げてくれたのは紛れもなく響さんだ。彼がいたから、私はまだ大東不動産で働けている。

　でも、そのために契約結婚なんてすべきじゃなかった。笑われようが蔑さげすまれようが、響さんと本当の恋がしたかった。

　私は結局、響さんまで失ってしまうのだ。

　会社からまっすぐに家に帰り、自分のベッドの上で膝を抱えて涙を流す。

「バカだね」

　隆二さんに裏切られたとき、もう二度と恋なんてしたくないと思った。けれども、響さんと一緒にいるとあまりに心地よくて、いつの間にか本気になってしまった。

　もう一度、失恋だ……。

　自室で呆然としていると玄関の錠が開く音がして、体を固くする。隣の響さんの部屋に物音が移り、荷物を取りに来たのだと絶望した。

　行かないでとすがったら、ここにいてくれる？　ううん。優しい彼を引き止めてはいけない。私がいては、彼は好きな人と結ばれない。

　私が終わりにするべきだ。そうすれば、きっと響さんは幸せになれる。

　やがて物音がしなくなり、玄関のドアが閉まった。

　私は部屋を出てリビングに行き、離婚届がしまってある引き出しを開ける。

「これを出せば……」

　私たちは終わる。響さんは新しい人生を歩くことができる。

　ビジネス絡みの縁談を押しつけられてうんざりしていた彼が、ようやく本気になった人なのだから、きっと大切にするだろう。

　そんなことを考えていたら、涙をこらえきれなくなり、その場にしゃがみ込んで泣き続けた。




　よく眠れないまま朝を迎えた私は、離婚届をバッグに忍ばせてマンションを出た。

　身の周りの荷物は昨日まとめておいたので、今晩取りに来るつもり。そもそもこのマンションは響さんのものなのだから、私が出ていくべきだ。

「おはようございます」

　部署に入るとき、笑顔を作って声を張り上げた。もう出勤していた響さんが驚いたように私を見つめていたけれど、構わず続ける。

「昨日は申し訳ありませんでした」

　出社していたメンバーに向かって頭を下げる。すると、古屋さんが寄ってきて「また頑張ろうな」と声をかけてくれた。

「はい」

　響さんがプロジェクトに入ったときはぎくしゃくして、空中分解するのではないかと心配したが、今となっては最高のチームだ。

　響さんをチラッと見ると、彼は口の端を上げてうなずいてくれる。

　これでいい。彼が笑っていてくれれば私は幸せだ。

　そのあと出社してきた亜美にも頭を下げると、「私、いくつ失敗してると思ってるのよ？」とよくわからない励まし方をしてくれた。彼女の優しい気持ちがありがたい。




　その日は、美弥さんに無理を言って、少しだけ面会の時間を取ってもらった。

　古屋さんにプリンセスネイルの資料を渡して引き継いだり内勤業務をしたりしたあと、十六時頃にアンベリールに向かう。

「こんにちは。大東不動産の――」

「里桜ちゃん、待ってたわよ」

　受付に行くと、すぐに美弥さんが出てきてくれた。

「お忙しいのにすみません」

「いいのよ。休憩時間はあるんだから。今日はフェイシャルやってあげられなくてごめんね」

「とんでもない！」

　年間パスをもらったのに、結局通えていない。響さんの夕食が作りたくて、会社が終わったらすぐに家に帰っていたからだ。

「こちらにどうぞ」

　今日はカウンセリングルームでハーブティを出してくれる。

「なにか進んだかしら？」

「いえ。あの……。仕事にかこつけて、こんなこといけないんですけど」

「どうしたの？」

　美弥さんは心配そうに私の顔をのぞき込む。

「私、美弥さんに嘘をついてしまったので、お詫びに。それに、すごくお世話になったので……」

「嘘？　なにかしら？」

「私と響さんは、契約結婚なんです」

「は？」

　完全に固まってしまった美弥さんに、私たちの結婚のいきさつを正直に話した。

「なにそれ……」

「美弥さんにはいろいろ心配をおかけして申し訳ありませんでした」

　頭を下げると、「里桜ちゃん？」と焦ったような声がする。

「どうして今になってそんな話……。あなたたち、なにかあったの？」

「いえ。美弥さんの前で響さんの話を笑ってするのが苦しくなってしまって」

　私はバッグの中の離婚届を頭に浮かべながら話した。

「里桜ちゃん、響は……。ダメだ。なにがあったか知らないけど、ちゃんと響と話をして」

「私は響さんに幸せになってほしいんです。とても大切な人だから」

　一瞬泣きそうになり歯を食いしばる。

「響が幸せに、って。別れるようなこと言わないで。響には里桜ちゃんが必要なのよ？」

「ありがとうございます。うれしいです」

　美弥さんは、響さんの好きな人の話を私だと勘違いしているからそう言うのだろう。

　でも、響さんのキスの相手は私じゃないの。彼が好きなのは、別の女性なの。

「響を呼びましょう」

「いえ。お忙しいのにお時間を割いていただいてすみませんでした。しかも個人的なことで。失礼します」

「里桜ちゃん！」

　美弥さんが止めてくれたのはわかっていたが、振り返りもせずに店を飛び出し、タクシーを捕まえて区役所に向かった。

　バッグの中から離婚届を取り出すだけで手が震えているのがわかる。

　これを提出した瞬間、響さんと私の関係は終わる。紙一枚でつながった関係は、こんなにも儚はかない。

　開庁時間ぎりぎりで窓口に向かったものの、足がぴたりと止まって進めない。

　頑張れ、私。

　私がこれを提出すれば、響さんは自由になれる。堂々と好きな人のところに行ける。

　自分を奮い立たせて窓口に行き、とうとう離婚届を提出してしまった。

　泣くまいと何度も深呼吸を繰り返していると「相馬さん、申し訳ありません」と窓口の人が声をかけてくる。

「はい」

「こちらは受理できません」

　どうして？

「不備がありますか？」

「いえ。離婚届不受理申出が出されていますので、受理できないんです。申し訳ありませんがお返しします」

　不受理申出？

　唖然として、提出したばかりの離婚届を受け取る。

「里桜……里桜！」

　そのとき、大きな声で私の名前を呼ぶ声がして振り向くと、響さんがすごい勢いで走り込んできて私を抱きしめた。

「里桜、いなくならないでくれ。俺、無理なんだ。お前がいない生活なんて、もう考えられないんだ」

　今、なんて言ったの？

　響さんの言葉がにわかには信じられず、これは夢ではないかと疑う。

「ダメなところは直す。もっと家事も協力する。だから……。俺、里桜が好きなんだ」

　私を、好き？　美弥さんにのろけていた相手は？

　彼は手の力を抜くと、熱を孕はらんだ視線を私に向ける。

「好き、なんだ」

　そしてもう一度繰り返した。

　私のことが？

　衝撃で言葉が出てこない。彼を見つめ返していると、安堵の涙が頬にこぼれてしまった。

　すると彼はそれを優しく拭ったあと、私が持っていた離婚届を見て少し困った顔をする。

「俺の話を聞いてくれないか？」

「……はい」

　時間が遅いせいで人もまばらだったが、周囲の人の視線を感じた私たちは、一旦マンションに戻ることにした。




　タクシーを降りたあと、彼は指を絡めて私の手を握り、急ぐようにエレベーターに乗り込む。

　部屋に着くまで会話はなかったけれど、しっかりとつながれた手に安心して、胸がいっぱいだった。

　ふたりでリビングに入ると、響さんはようやく手を離して振り返り、私を凝視する。

「里桜」

「はい」

「これが契約結婚だと重々承知している。里桜が離婚を望むなら、そうしなければならないことも。最初にそう約束したから」

　悲痛な面持ちの彼は、私から決して視線をそらそうとしない。

「でもどうしても離したくなくて、離婚届の不受理申出を提出した。姑息だよな、俺……。里桜の様子が変だと思い始めてから、こんな日が来る予感がしてた。だけど、なにをどう改善したら里桜が俺のほうを見てくれるのかわからなくて、予防線を張ったんだ」

　響さんは深いため息をつき、頭を抱える。

　仕事では冷静沈着な彼が取り乱しているのが不思議でたまらない。しかも、私のことでなのだからなおさらだ。

「里桜を、愛してしまったから」

　彼の全身全霊を傾けたような告白に、胸が震えないわけがない。まさか、同じ気持ちだったとは。

「私に愛想を尽かして出ていったんじゃないんですか？」

「それは違う。俺の存在が里桜を苦しめていると感じて……。それに日に日に元気をなくしていく里桜を見ていると、抱きしめてしまいそうになる。だから、距離を置いて冷静にならなければと思ったんだ」

　響さんがそんなことを考えていたとは知らなかった。私はただ、自分の情けない振る舞いにあきれられたのかとばかり。

　でも……。

「響さん、他に好きな方がいるんじゃ……」

　ここまで胸の内を明かされたら、私も丸裸でぶつかろう。

　手に汗握りながら一番聞きたかったことに切り込むと、彼は呆あっ気けにとられたような顔をする。

　その反応はなに？

「まさか。俺が好きなのは里桜だけだ。最初は割り切った関係だと思ってた。でも、こんなに強くて優しくて……。しかも、偽の夫婦だというのに、忙しい俺を献身的に支えてくれる里桜に惹かれないわけがないだろう？　他の女なんか、目に入る隙もない」

「でも美弥さんが……。響さんが『彼女の唇が柔らかかった』と、好きな人の話をするって。その人のことが好きなんじゃ……」

　胸のもやもやをすべてぶつけると、彼は目を大きくした。そして唐突にその場に正座して頭を下げるので、唖然と見つめる。

「すまない」

　ということは、私が好きだったけど、他の女性ともそういう関係があったの？

　告白されてうれしかったのに、またどん底に落とされたようでなにも言えない。

「里桜があまりにかわいくて、眠っているお前にキスをした」

「え……！」

　ちょっと待って。私の話？

「本当にごめん」

「あっ、いや……。そんなに謝らないでください」

　私は慌ててしゃがみ、彼の肩を支えて上体を起こした。

「それを聞いたから、様子がおかしかったのか？」

　完全に見破られて恥ずかしくてたまらない。けれども、彼もこっそりキスをしたのを告白したのだしとうなずいた。

「ごめんなさい。響さんに本気の人ができたんだと、頭が真っ白になって。別れが近いと思ったら仕事にも身が入らなくなってしまいました。響さんが渋谷プロジェクトにどれだけ力を注いでいるか知っていたくせに、私、最低――」

「里桜」

　私の言葉を遮る響さんは、強い視線をぶつけてくる。

「それって、里桜も俺と同じ気持ちだと思っていい？」

　私の頬に控えめに触れる彼に、小さくうなずく。

「……はい。私……響さんが好き」

　ようやく愛を告白できたとき、ポロリと涙がこぼれてしまった。

　響さんは今までとは一転、穏やかな表情で私の涙を拭ったあと、私の唇を指でなぞる。

「キス、したい」

　艶やかなまなざしを送り、ゾクッとするような甘い声でささやく彼は、返事を待たずに私の頭を引き寄せて熱い唇を重ねた。

「やっぱり、柔らかい」

　彼が少し照れくさそうにつぶやくので、頬が緩む。

「里桜。あの契約書、破棄させてもらえないだろうか。ダメか？」

「それじゃあ離婚は……？」

「一生、しない。永遠に里桜と一緒にいたい」

　彼にそう言われた瞬間、広い胸に飛び込んでいた。

「愛してる。里桜……愛してる」

　私は何度も愛をささやき強く抱きしめてくる彼にしがみつき、幸せを貪むさぼる。

　しばらくして離れたものの、照れくさくて視線を合わせられなくなった。

「離婚届どうした？」

「バッグの中に」

　そう伝えると、床に転がっていたバッグを持ってきた彼は、離婚届を取り出して私に向ける。

「破っても、いい？」

「はい」

　うなずくと、響さんはうれしそうな表情でそれを破り捨てた。そして、引き出しから契約書も取り出し、「これも」と同じようにする。

「なあ、里桜」

「ん？」

「もう一度契約書作ろうか」

　そう問われて、ドクンと心臓が跳ねる。

　結婚の継続に、また条件がつくの？

「今度は一文だけだ。相馬響は、一生相馬里桜だけを愛します」

　彼の気持ちの大きさがズドンと重くて、でも最高に幸せだ。

「ダメです。もうひとつ加えてください。相馬里桜は、一生相馬響だけを愛します……ん」

　甘い吐息が漏れたのは、唇をふさがれたからだ。今度は触れるだけでなく、舌が口内を暴れまわる。息も許されないような激しいキスだった。

　ようやく唇を解放されて大きく息を吸い込むと、響さんがクスッと笑う。

「里桜って意外と不器用なんだね」

「不器用？」

「そう。キスをするときはちゃんと鼻で息をして。そうじゃないと、激しくできないだろ？」

　彼はそう言い終わるやいなや、私の顎を持ち上げてもう一度唇を犯す。

「ダメだ。止まんない」

　あまりの激しさにあとずさると、壁に追い詰められて腕を拘束された。

「里桜が欲しくてたまらない」

　情欲を纏った瞳で見つめられ甘くささやかれては、勝手に体が火照りだす。

「抱いて、くだ……あっ」

　返事をし終わる前に彼の大きな手がカットソーの裾から入ってきて、焦るようにブラを上にずらしてじかに胸に触れる。

「んっ……」

「全部教えて。里桜の気持ちいいところ、全部」

　性急すぎる行為に驚きもしたが、彼が私を強く求めてくれているとわかりうれしくもあった。

「あぁっ」

　首筋に舌を這わせて、やわやわと胸をもてあそぶ彼の息も上がり始める。

「もっと、甘い声を聞かせて。俺の……俺だけの、里桜」

　強い独占欲がこれほど心地いいなんて知らなかった。

「やっ……あんっ……」

「そう。もっと狂って。俺なしでは生きられないようにしてやる」

　胸のとがりを口に含んで舌で転がされ、彼の髪に手を入れて体をのけぞらせる。

「響、さん。も、立っていられな……キャッ」

　腰が砕けそうになると、響さんは私を軽々と抱き上げて彼のベッドルームに向かった。そして、大きなベッドに私を下ろしたあと、あっという間にシャツを脱ぎ捨てて鍛えられた体をさらす。

　私の顔の両横に手をついて恍こう惚こつの表情で見下ろしてくる彼は、頬に優しく触れてきた。

「幸せにする。俺を信じてついてきてくれないか？」

「はい」

　その瞬間、感涙で彼の顔がよく見えなくなった。

　それから響さんは私を激しく翻ほん弄ろうし始める。

　余裕しゃくしゃくだと思っていた彼が、顔をゆがめているのが不思議でたまらない。

「……あっ」

「里桜が好きすぎて、おかしくなりそうだ」

「響さん……」

　彼の首に手を回してキスをねだると、舌と舌が絡まり合い気持ちが高ぶっていく。

「里桜」

「あぁぁっ」

　彼は私の名前を優しくささやきながら、トロトロに溶けそうなほど丁寧に愛あい撫ぶされたおかげで愛液が滴るそこに入ってきた。

「幸せすぎて泣きそう」

「響さん。私も」

　私が応えると、もう一度深いキスが降ってきた。




　情熱的に交わること三回。

　息も絶え絶えになり横たわる私を、響さんは腕の中に誘う。

「次郎から電話があって、里桜が別れようとしているんじゃないかと言うから、血の気が引いたよ。何度電話しても出なくて、離婚届を出すつもりだとピンときた」

　たしかにバッグの中でスマホが震えているのは知っていたものの、それを確認する余裕なんてなかった。

「こっそり不受理申出をしておいたなんて最高にかっこ悪いけど、よくやった自分って」

　彼は白い歯を見せるが、そのおかげで離婚せずに済んだ。

「受理されないことがあるんだってびっくりしました。でも、ホッとして……」

「まあ、たとえ離婚しても、もう一度プロポーズしたけどね」

　それを聞き、私も笑みがこぼれた。

　私たちのどちらかが勇気を出して歩み寄っていれば、こんな事態にはならなかったんだろうな。でも、最初に交わしたあの契約書と離婚届が重すぎたのだ。

「里桜に契約結婚を申し入れたときは、自分がこんなに恋愛にのめり込むなんて想像つかなかったんだ。会社に都合のいい縁談ばかりだったせいか、結婚も仕事の一環だと思っていたくらいで」

　そのしがらみが嫌で契約結婚を思いついたのだから、相当まいっていたのだろう。

「それに俺……自分の人生で手いっぱいなのに、結婚して誰かの人生まで背負うなんてまっぴらだと思ってたんだ。でも、里桜と一緒にいると、妻の人生を夫が背負うんじゃなくて、手をつないで一緒に階段を上がっていくのが結婚なんだと考えるようになった」

　そういえばお見合いのとき、『俺の意見に左右される人だと責任が倍増する』と言っていた。真面目な彼は、結婚したら妻のことも自分が全責任を負うべきだと気負っていたのだろう。

「響さんって仕事はできるのに、生き方は不器用ですよね」

「不器用？」

「はい。美弥さんもそう言ってましたよ」

「次郎のヤロウ！」

　響さんは語気を強めるものの、口角は上がっている。

「でも、仕方ないですよ。小さな頃から会社を継ぐための教育を受けてこられたんでしょうから、むくむくと責任感が育ちすぎたんですよ、きっと。私も手伝いますから、もっと気を抜いてください」

　後継ぎの彼に対しては、ご両親の期待も大きかったはずだ。彼はそれを裏切るまいと頑張ってきたに違いない。

「ありがとう。最初は里桜との生活も、単なる同居くらいにしか思ってなかった。それなのに甘えさせてくれて……。気づけば家に帰るのが楽しくてたまらなくなっていた」

「甘えさせてくれたのは響さんのほうじゃ」

　彼に甘えられたのは、膝枕をねだられたことくらいしか記憶にない。

「いや。里桜は俺が走りすぎてブレーキが利かなくなっているときはちゃんと察知して飯を食わせてくれたり、さりげなくそばにいて癒してくれた。もっと走れと言われてばかりだったから新鮮で、ありがたかった」

　そうなのかな。響さんの体が心配だったのには違いないけど、彼が安らげたのならよかった。

「私も、響さんが私の作った料理をおいしいと食べてくれるのがうれしくて、響さんの笑顔に癒されていました」

「そっか。でも俺、会社では叱ってばかりだな」

　そんなことはない。プリンセスネイルの件は叱られて然り。他は頑張りを評価して褒めてくれている。

「あのミスは、本当にごめんなさい」

「いや、いいんだ。里桜が俺のことでそんなに動揺してたなんて、ちょっとうれしいし」

「いえっ、それは……」

　その通りだけど、恥ずかしいから指摘しないで。

「それに、里桜ができるからって仕事を押しつけすぎてたと、古屋と話してたんだ」

　古屋さんまでそんなことを？

「でも、アンベリールの契約は響さんのおかげですし」

「次郎、里桜の仕事を評価してるぞ？　プレゼン資料も完璧だったってさ。それに里桜が担当している他の店舗、うちの会社が交渉するのが初めてのところばかりだろ？　皆そういう店をいくつかは抱えてるけど、全部初交渉なのは里桜だけだ」

　まったく意識していなかったけれど、そう言われるとそうかも。

「里桜は、大東不動産の新しい道を切り開いてるんだ。失敗は反省して次に生かせばいい。それをカバーするために俺がいる」

「はい」

　彼の心強い言葉にうなずく。

　たった数時間前、絶望に包まれていたのに、すべてがうまく回り始めた。

　強い幸福感に包まれた私は、響さんにしがみついて、もう離れないと心に誓った。




　不安が払拭されて元気を取り戻した私は、それから精力的に働いている。

「相馬さん、フランスの香水メーカー、セクールが興味を示してくれて、話を詰めていきたいのですが」

「セクール？」

　唐突な話だったので、響さんが首をひねっている。

「巷ちまたでじわじわ人気が出始めています。香水だけでなくボディクリームのようなスキンケア商品も扱っていて、品質もかなりいいとの評判です。店舗は日本未上陸なんですが、第一号店をうちに任せてもいいと」

　私はセクールが取り上げられている雑誌をいくつか提示しながら話す。

「もちろん、経営状態等は確認済みです。フランスではかなりの売上があり、自社で販売するだけでなく、有名どころの化粧品メーカーの香料も担当しています」

「すごいな。どうやって見つけてきたんだ？」

　彼はひたすら感心してくれる。

「実は、アンベリールが使っているオイルに、セクールの香料が使われているんです。いい香りですねと尋ねたらセクールのことを教えてくださって、それから調べました。それで、あちらの広報に日本の方がいらっしゃるとも聞きまして、日本での出店に興味はないかと打診してみました」

　私たちは基本、会議で打診店舗を絞っていくけれど、今回は海外にしかないブランドということで、あらかじめ興味があるかどうかの探りは入れてある。何度も渡仏するわけにはいかないからだ。その一連の流れで、日本進出をもくろんでいたセクール側とうちとの思惑が一致して、かなりいい返事が来ている。

「これは、目玉になるんじゃないか？　どう思う、古屋」

　響さんが少し離れた席で私たちの会話に耳を傾けていた古屋さんにも振る。

「しびれますね。俺、七瀬に完全に負けてます。白旗」

　彼はおどけた調子で言うが、本気で褒めてくれているのが伝わってくる。私が担当していたプリンセスネイルを引き継いで負担が増えているのに、優しい言葉がありがたい。

「しびれるな。アンベリールが認めているなら間違いないだろう。交渉を続けてくれ」

「はい」

　返事をして席に戻ろうとすると、「七瀬」と響さんに止められる。

「困ったら、俺も古屋も他の皆もいる。ひとりで走らなくていい」

「ありがとうございます。実はフランス語がわからないので困っているんです。窓口になってくださる担当の方は日本人ですけど、今後交渉のテーブルについたときに必要になるかなと。通訳さんをお願いしてもいいですか？」

「通訳なら俺がやる」

　響さんがサラッと言うので目が飛び出そうになる。

「相馬さん、フランス語いけるんですか？」

　大きな声を出したのは古屋さんだ。

「英語ほどじゃないけどね。アメリカ時代の同僚にフランス人がいたから」

「化け物ですね、うちのボス」

　古屋さんが笑っているけど、その通り。この人は、どこまで有能なのだろう。

　まだまだ響さんのことを知らない。もっと知って絆を深めたい。

　そんな気持ちが強くなった。




　翌日は土曜日。昨晩のエッチが激しかったせいか、目覚めたのは九時近かった。

　まぶたを持ち上げると、目の前には響さんの大胸筋があって照れてしまう。でも、ここに彼がいるのがうれしくて、こっそり触れてみた。

「おはよ」

「はっ！　おはようございます」

　バ、バレた。

「誘ってるの？　里桜」

「ち、違います」

「なんだ。俺はまだまだいけるのに」

　彼はいきなり覆いかぶさってきて唇を落とす。

「ん……」

「やっぱり煽あおってる」

「違いますってば」

　思わず甘い吐息が漏れて指摘されたが、気持ちいいんだから仕方ないでしょ？

「里桜の肌、すべすべ」

「美弥さんにお手入れの方法を教えてもらったから」

　頬に触れる彼に伝えると、眉をひそめる。

「次郎の名前を出すな。気分が悪い」

　なんて言いながら、大切な親友のくせに。

「今日、十一時だっけ？」

「はい。一時間コースです」

　今日は響さんのすすめでアンベリールに予約を入れている。疲れているから癒してもらえと言われたのだ。

　ただ、全身コースなので美弥さんではないエステティシャンなのだけど。どうしても響さんが許してくれないし、よく知る人に緩んだ体を見られるのも恥ずかしい。

「送っていくから、そのあとデートしよう」

「デート？」

「うん。昼飯食って、どこ行こうか」

　彼の提案にニタつく。響さんとデートできるなんて、幸せすぎた。

「響さんと一緒なら、どこでもいいです」

　興奮気味に伝えると、彼はふと真顔になって私をまじまじと見つめてくる。

「やっぱりエステ、キャンセルする？」

「どうして？」

「お前を食いたい。かわいすぎるだろ」

　耳元で艶やかにささやいた彼は、噛みつくようなキスを落とした。




　なんとか響さんをなだめてアンベリールに向かうと、美弥さんが顔を出してくれた。

「残念ね。私がやってあげたかったのに」

「美弥さん、予約が詰まってるじゃないですか」

　フェイシャルマッサージだけなら比較的時間も短く、美弥さんが休憩時間を削って施してくれたこともあるけれど、全身となるとそうもいかない。

「あら？　響、マーキングなんてして。うまくいってるのね」

　髪をアップにしたせいで露出していたうなじに触れられて、目が点になる。

　マーキングって、キスマークのこと？

　そういえばさっき、響さんのエッチから逃れようとうつぶせになったとき、このあたりにキスをされたっけ。

「俺の里桜に触るな、三宅次郎」

　私たちの間に割って入ってきたのは響さんだ。

「ちょっと！　ここでは美弥よ、美弥！」

　美弥さんはチッと舌打ちをしているが、その舌打ちに男性の名残を感じる。

「それじゃあ、美弥。これからも里桜を頼むな」

「ふーん。珍しく謙虚じゃない」

　美弥さんが出したこぶしにこぶしをぶつける響さんは、「サンキュ」と短いお礼の言葉を口にした。

　短いけれど、たくさんの感情がこもっているのだろう。このふたりの友情は本物だ。

「里桜。悲鳴あげてこい」

「えー」

　たしかに痛いけど、それだけ老廃物が詰まっているという証拠だ。

　私は響さんと別れて施術室に向かった。




　それから一時間、叫び続けて施術が終わったときにはぐったりとしていたが、やはり体が軽くなっている。

　美弥さんは接客中で挨拶できず、そのままアンベリールをあとにして、食事に向かった。

　彼が連れていってくれたのは、路地裏にある小さなレストラン。特に有名店ではないものの味は最高で、ほっぺたが落ちそうになるとはまさにこのことだと思うほどだった。

　さすが、いい店を知っている。

「このお肉、すごく柔らかいし旨味が凝縮されてるって感じですね」

　メインに出された牛ひれ肉のステーキに唸うなる。

「俺は里桜の満足そうな顔でお腹いっぱいだよ」

「えっ？　食べてるときは無防備なんですから、見ないでください」

　つい夢中になってた。恥ずかしい。

「大丈夫。もっと無防備で官能的な顔を知ってるから」

　それはエッチのことを言ってるの？

「響さん？」

　小声でたしなめると、彼は子供のようにペロッと舌を出した。

　会社では隙がなく威厳ある上司だけれど、ふたりのときは意外にも無邪気な笑顔も見せるし、時々わがままも言って甘えてくる。気持ちが通じ合ってからは『食べさせて』と要求されることもあり、照れくさいものの幸せだ。

　食事のあとはショッピングを楽しみ、もういらないというほど服やバッグ、それに靴まで買ってくれた。その半分以上は響さんが選び、妙に満足そうだったのが印象的だった。

　まだまだ遊ぶという彼は、それから私を昔ながらの商店街に引っ張っていった。素朴な雰囲気にホッと心が和む。

「響さんって、洗練されたってイメージだから意外です」

「洗練って……」

　彼が白い歯を見せるので、私も頬が緩んだ。

「通ってた高校がこの近くにあって、当時入り浸ってたんだよね。次郎とよく買い食いして……。あっ、まだあの団子屋あるんだ」

　アーケードを少し進むと、店頭でみたらし団子を焼いている。しょうゆの焦げた香ばしいにおいが鼻をくすぐった。

「これがうまいんだよ。食える？」

「もちろん」

　昼食をお腹いっぱいになるまで堪能したものの、別腹だ。

　響さんは団子を二本購入して私に一本持たせ、近くにあったベンチに座る。

「はぁ、懐かしい味」

「おいしい。焼きたて最高です」

「だろ？　次郎とよく通ったな。アイツと仲良く並んで食べてたなんて、よく考えると気持ち悪い」

　彼は顔をしかめているが目は笑っている。楽しい思い出なのだろう。

「美弥さんと本当に仲がよかったんですね」

「うん。次郎はいろいろあったから……。当時は俺が助けないとって思ってたけど、本当は俺のほうが助けられてた気もする」

　どういうことだろう。

「次郎、親に認めてもらえなかったり、周りから白い目で見られたり……。そのたびにどん底まで落ちるんだけど、必ず這い上がってくるんだよ。で、今やアンベリールの社長だぞ？」

「すごいですよね」

　きっと私にはわからないような苦労も努力もたくさんしてきたんだろうな。

「アイツを見ていると、限界なんてないんだと思わされる。アメリカに武者修行しに行ったのも、次郎の助言があったからなんだ。特に実績がなくても社長のイスが用意されていることにずっとジレンマがあったんだけど、なんのうしろ盾もないところで成功したら自信がつくって」

　そうだったのか。

「アメリカ時代は苦しかった。完全に実力主義で、俺が跡取りだとかそんなことはいっさい関係ない。でも、楽しかった。やればやるほど結果がついてくるし、周りも認めてくれた。そんな俺の鼻をへし折ったのが里桜だ」

「私？」

　驚きのあまり、声が裏返ってしまった。

「うん。自信満々で戻ってきたのに、今までのやり方を押し通そうとした俺を叱っただろ？」

「叱ったわけじゃ……」

「ははっ。正直最初はカチンと来たけど、俺はもうひとりで好き勝手に走っていい立場じゃないんだと思い直した。チームをまとめてよい方向に導くのが仕事であって、ただ実績を上げればいいのとは違うと。あのときの里桜のひと言がなければ、今頃どうなっていたか」

　彼はそんなふうに言うけれど、きっとどんな道を進んでも成功にたどり着いていたと思う。それだけの能力がある人だ。

「日本人はチームプレイが得意なんです」

「うん。一＋一が二以上になるんだと身をもって知った。渋谷のチームは最高だ」

　大切な仲間を、彼が誇らしく思ってくれるのがうれしい。

「響さんが来てくれたからですよ。皆、響さんには手を抜くと見破られると気が引き締まったんです。その結果、限界を超えられました」

　プロジェクトを一からやり直すと決まったときは茫然自失状態だったのに、今や最高のビルができそうなところまで来ている。

「俺は、里桜がそばにいるから頑張れる。仕事では発はっ破ぱをかけて家では癒して……最高の奥さんだ」

「発破なんてかけてないですって！」

　なんだか偉そうでしょ？

　でも、〝奥さん〟と言われるとうれしいかも。

「あれっ、あの肉屋もまだあるんだ。コロッケうまいぞ。買って帰るか？」

「いいですね」

　団子を食べ終わった私たちは、またふたりで散策を始めた。

　響さんが昔を懐かしみ、楽しそうに顔をほころばせているので私も気分が上がる。

　またひとつ、知らなかった彼の顔を見られてうれしかった。




　気持ちがつながり、離婚届を破ってから一カ月。私たちは順じゅん風ぷう満まん帆ぱんだ。

　仕事ではキリリとした表情で上司として厳しい意見をぶつけてくる彼も、家に帰ると甘々の旦那さま。

「今日のグラタンも最高だった。食べすぎた」

「ありがとうございます」

　お風呂のお湯が入るまでの間、彼はソファで私の腰を抱く。

「次郎が、最近俺の表情がにこやかになったって言うんだ。里桜のおかげだって」

「私はなにも。でも響さん、笑顔が増えましたよね」

　アメリカから帰ってきたばかりの頃は険しい表情もよく見られたが、このところ穏やかに微笑む姿をよく見るようになった。

「そうかな。それならやっぱり里桜のおかげだ。お前と一緒にいると、楽しくてたまらない」

　彼は甘くささやき唇を重ねる。そして私をソファに押し倒して首筋にもキスを落とした。

「響さん？　お風呂のお湯、入っちゃいますから」

　ニッと笑う彼は私を抱き上げる。

「一緒に入ろうか」

「えぇっ、無理です！　恥ずかしすぎる」

「今さらだろ」

　そうだけど！

　彼は私の意見は却下してバスルームに直行し、脱衣所で下ろした。

「やっぱり無理……」

　逃げ出そうとしたものの、腕をつかまれてバスルームに引き込まれ、服を着たままシャワーをかけられて目を瞠る。

「ダメだ。我慢できない」

　私を壁に追い詰めて激しいキスを落とす響さんは、とんでもない色気を放つ。

「里桜は、したくない？」

　耳みみ朶たぶを甘噛みしながら問われると、体がゾクゾクして力が抜けていく。

「し、したいです」

「かわいい」

　そのあとは〝したい〟なんて漏らしたのを後悔するほど、激しい行為が待っていた。




　フランスからセクールのフランス人副社長と秘書が来日したのはその翌日。

　私は響さんとふたりで接待をすることになり、私たちがお見合いをした料亭味楽に足を運んだ。

　流ちょうなフランス語で挨拶を交わした響さんは、私も紹介してくれる。

「ナナセサン。Mignon デスネ」

　五十代くらいのブルーの瞳が印象的な男性副社長に片言の日本語を交えて話しかけられたが、なにを言っているのかわからない。

「キュートだねとおっしゃってるよ」

「Je vous remercie」

　響さんに教わり必死に覚えた〝ありがとう〟を発音する。すると伝わったようで笑顔を向けてくれた。

　でも、私が発音できるのはこれくらいだ。

　そのあとは副社長と響さんの話が盛り上がり、ひとりだけフランス語のわからない私は日本酒をお酌するなどして笑顔で座っていた。

　それにしても響さん、フランス語は英語ほどじゃないと言っていたけど、ペラペラだ。

「七瀬。副社長がとても熱心で有能だと君のことを褒めてくださっている」

「Je vous remercie」

　バカのひとつ覚えのように繰り返すが、これしか言えないのだから仕方がない。もっと勉強しておけばよかったとも思ったけれど、英語もままならないのに欲張りすぎだ。

　それからまたふたりの会話がにこやかに進む。

「七瀬になら店を任せてもいいと。契約してくださるそうだ」

「本当ですか！　あっ、申し訳ありません」

　興奮して大きな声が出てしまい慌てて口を押さえたが、副社長に笑われてしまった。

　それからはリラックスして食事が進んだ。響さんが時々通訳してくれるので私も楽しむことができた。

　その場で契約書にサインまでもらい、感無量。タクシーに乗り込むふたりをお見送りすると、胸がいっぱいで涙がこぼれそうになった。

「よくやった。里桜がセクール日本進出の立役者だ」

「私は Je vous remercie と言っていただけですよ？」

「あはは。今日はね。でも、里桜の能力を認められて俺もうれしい」

　私が泣きそうなことに気づいた彼は、そっと私の目尻を拭う。

「副社長が里桜を気に入ったらしくて、息子の嫁にしたいって」

「えっ！」

「でも、私の妻ですのでとお断りしたよ。そうしたら、君は見る目があるねと褒められた」

　まさかそんな会話をしていたとは。

「浮気するなよ？」

「しませんよ！　響さんだって……」

　絶対に私より誘惑が多いはずだ。こんなに優秀で、見た目も申し分なく、将来社長のイスまで約束されているのだから。

「するわけないだろ。俺は里桜に夢中なんだよ。……今日も風呂でする？」

　後半を小声で付け足されてフルフルと首を横に振る。

　あんなに激しいエッチを毎日なんて、壊れちゃう。って気持ちいいんだけど。

「それじゃあベッドか。早く帰ろう」

「そうじゃなくて」

　場所の問題じゃないの！

「仕方ないだろ。里桜が好きなんだから」

　笑顔でささやかれると力が抜けるからやめてほしい。

　でも、惜しみなく愛を注いでくれる彼は私の自慢の旦那さまだ。




　雲ひとつない青空が広がる十月のよき日に、私たちは結婚式を執り行った。

　契約結婚だったため、皆に祝福されることに罪悪感があり挙式はやらないでおいたのだが、今日は胸を張って幸せをアピールできる。

　そういえば、私たちの契約結婚のきっかけとなった隆二さんは、経費の私的流用を指摘されて降格。そして転勤が決まり、一旦は赴任したものの退職したようだ。もしかしたら響さんが手を回したのではないかと思って尋ねたら、『さぁ？　天罰が下ったんじゃない？』ととぼけていた。でも、彼の配慮だと確信している。

　これほど私を献身的にサポートしてくれる素敵な旦那さまと幸せになれるのだから、もう過去については振り返らないつもりだ。

　今日の挙式が決まってからは、アンベリールのブライダルエステに通い、体をピカピカに磨いてもらった。

　背中が大きく開いた純白のドレスを身に纏い、森の中にたたずむかわいらしい教会で、粛々と、しかし温かな空気に包まれて式は進行していく。

　プロジェクトのメンバーをはじめ、家族や友人が多数出席してくれて、私も響さんも幸せを噛みしめていた。

　お父さまである社長はもちろんのこと、会社の上層部の人たちも参列しているので緊張気味だったものの、響さんの腕を取った瞬間、彼しか見えなくなった。

　これから会社を率いていく響さんには、予測できないような苦労もあるだろう。でも、一生彼を愛し抜くと決めたのだから、私はなにがあってもついていくだけでいい。

　いや、時々甘えてくれる彼を優しく包み込んであげよう。なんて、私のほうがずっと甘えているのだけど。

　誓いのキスのために向き合うと、ベールを上げた響さんは私を凝視したまま動かない。

　真剣なまなざしを送っていた彼は、しばらくすると口角を上げる。

　その表情の変化から、彼が契約結婚を交わしてからの日々をたどっているような気がした。

　そして、ゆっくり唇が重なった。

　触れるだけのキスなのに、全身が火照り心が震える。

　こうして神さまの、そして大切な人たちの前で、響さんとの愛を誓えるのがうれしくてたまらない。

　双方の思惑が一致して始まった結婚生活だったけど、お見合い相手が響さんでよかった。彼でなければ、こんなに幸せな気持ちを味わうことはなかっただろう。

　照れくさくて顔を伏せると、彼は私の手をしっかりと握った。

　滞りなく式が進行して、参列者から受けるフラワーシャワーの祝福の中、教会の前の長い階段を踏みしめるように一歩一歩進む。

「里桜ちゃん、おめでとう！」

　ひときわ大きな声でお祝いしてくれるのは美弥さんだ。

　彼女には心配もかけたし、本当にお世話になった。これからもよき相談相手になってくれるはずだ。

「今度お祝いの食事に行こうね」

「チッ。誰の妻だと思ってるんだ」

　美弥さんの発言に、響さんが小声でつぶやく。

　そんな彼のあからさまな独占欲も心地いい。

「里桜！　メチャクチャきれいだよ」

　亜美も満面の笑みで祝福してくれた。

　その隣で一眼レフカメラを構えるのは熊沢さんだ。どうやら彼はカメラが趣味らしく、私たちの結婚式の写真集を作ると意気込んでいるとか。

　写真集なんて照れくさくもあるけれど、彼の厚意はありがたくいただこうと思っている。

　私たちの結婚をこれほど多くの人たちが祝福してくれることに、胸がいっぱいだ。

「里桜」

　感動で瞳を潤ませていると、響さんが私の名前を呼んだので彼を見上げる。するとその瞬間、唇が重なり驚きのあまり息が止まった。

「相馬さん、やるうー」

　亜美が茶化す声が耳に届き、動揺で目がキョロキョロ動いてしまう。

「ごめん。里桜があんまりかわいくて」

　響さんに追い打ちの甘いひと言をささやかれて、顔から火が出そうになった。










エピローグ




　たくさんの祝福をもらえた幸せな挙式から月日は流れ、吐く息が白く染まり始めた十二月。

『ブルーム渋谷』と命名されたビルは無事に内装工事も終了し、いよいよオープン前日を迎えた。

　ブルームという単語には〝開花〟という意味があり、女性がこのビルで美しく花咲くことを願ってつけられた。

　晴れ渡る空のもと、滞りなく準備を終えたプロジェクトのメンバーが全員ビルの前に集まった。

「間に合いましたね」

　古屋さんがしみじみと言うと、西岡さんが続く。

「しかも、人気店目白押し。相馬さんがボスじゃなかったら絶対にあきらめてましたよ」

　オープンを一年後に控えているのに計画を白紙に戻すという、普通ではありえない試練を乗り越えてきたこのチームは、今までで最強だと思う。

　私がミスをカバーしてもらったように、単独で動きつつもそれぞれが足りないところを補い合うというチームワークを発揮してここまでこぎつけた。

　それもこれも旗振り役の響さんの手腕のおかげだ。

「里桜、大活躍だったね」

　亜美に褒められて面映ゆい。

「亜美だって。エール・ダンジュのケーキがここで食べられるなんて最高！　すぐに食べに来る」

「私は美容院をここにする。アクア、あこがれなのよね」

「女性の〝頭からつま先まで〟を実現できたみたいだな。いろんな店を知っているふたりが目を輝かせているんだから間違いないだろう」

　響さんが言うと、亜美はうれしそうにうなずく。

「明日は朝からマスコミの取材が殺到するらしいし、広報が広告をかなり打ってくれたので、大盛況間違いなしでしょう」

　古屋さんの言葉に、響さんが満足そうに笑みを浮かべる。

「皆、俺の無茶な要求に応えてくれて本当にありがとう。おかげで大東不動産自慢のビルが完成したよ」

　響さんが私たちに向かって深く頭を下げるので驚いてしまった。

「いや、相馬さんいてこそのチームでしたよ？　ちょっと公私混同されたようですけど」

　古屋さんがクスクス笑う。

　それって私たちの結婚のことを言っているの？

「あー。それは反省……してない。まったく」

「だってさ。愛されてるな、七瀬」

　古屋さんに茶化されて、顔が真っ赤になっている自信がある。

「普通ならブーイングの嵐になりそうですけど、夫婦そろって敏腕ときたら、他のチームに異動してくださいなんて言えないもんなぁ」

　熊沢さんまで……。

「またこのチームでやりたいですね」

　亜美がしみじみ漏らすと、皆がうなずいた。

　開店したあとの管理は別部署に移るので、このプロジェクトは解散となる。

　今後はそれぞれ人手が足りないチームに入ったり、新たなプロジェクトの一員となったりと、散り散りになるのだ。

　でも、またいつか集まってひとつのものを作れたらと思うほど、息がぴったりの仲間だった。




　翌日のオープンには、私たちも手伝いとしてお客さまの誘導や、マスコミ対応に追われ、あっという間に一日が終わった。

　初日の総客数は、かなり多めに盛った目標人数の倍。しかも全テナントの売上は、予想の三倍というとんでもない数字を叩き出し、最高の門出となった。

　忙しかったのもあり、その日は簡単に夕食を済ませてマンションに戻った。

　各テナントに気を配っていた響さんも、今日はさすがにヘトヘトの様子で、スーツ姿のままソファに崩れるように座り込む。

「よかった……。大成功だ」

　私は言われた通りに動けばよかったけれど、彼の肩に重い責任がのしかかっていたのを忘れていた。

「お疲れさまでした。コーヒーでも飲みますか？」

　私がキッチンに行こうとすると腕をつかまれて隣に座らされた。

「コーヒーよりこれがいい」

　響さんは私の膝に頭をのせて寝転がる。

「ふふっ。こんな姿を見たら、プロジェクトの皆がびっくりしますよ？」

「里桜だけに見せてるんだ」

　彼は微笑み、私に視線を合わせた。

「里桜。まだ皆には話せなかったんだけど……。このプロジェクトで目標をクリアしたら、常務就任だと言われてる」

「本当ですか!?」

　渋谷プロジェクトは、彼が来るまでは他のプロジェクトとなんら変わらない扱いだった。しかし、契約していくテナントが誰もが目を丸くするような店ばかりだったので次第に注目が集まり、いつの間にか〝大東不動産の今後を左右する渋谷プロジェクト〟とまで言われるようになった。

　それが社長のお父さまをはじめとした上層部の耳にも届いていたのだろう。

　楽々目標をクリアしたのだから、常務就任間違いなしだ。

「あぁ。おそらく次の株主総会で議決されると思う。ただ、現場もまだ見たいと言ってあるから、事業企画部の報告も俺が受けることになるはずだ」

「それは心強いです。他のプロジェクトの皆さんも、響さんには一いち目もく置いていますから」

　最初は、社長の息子なんてお飾りだろ？と陰口を叩いている人たちもいたが、渋谷チームがあれよという間に驚くような契約を取りつけていったので、見る目が変わったはずだ。

「それは、里桜たちメンバーのおかげだよ」

「こっそり根回ししてたくせに」

　アンベリールも、エール・ダンジュも、担当ではなかった彼が土台を作ってくれた。きっと私が知らないだけで他の契約にも絡んでいるはずだ。

「根回ししたって、契約してもらえるとは限らないぞ？」

　彼はそう言いながら私の手を握る。

「里桜と一緒のフロアにいられないのが残念だな」

「帰ってくればいるでしょう？」

「それだけじゃ足りない」

　まるで駄々っ子だ。

　でも、こういうわがままも私の前でしか口にしないのを知っているので、言わせてあげたい。

　それに、それほど私を求めてくれていると思うと、頬が緩む。

「里桜、キスして」

「えっ……」

　私から？

「そうしたら頑張れるから」

「でも、あのっ……」

　自分からキスをするなんて恥ずかしすぎる。

　目が泳いでしまい、彼と視線を合わせることすらままならなくなった。

「あはは。顔真っ赤。かわいいな。ますます好きになる」

　からかったの？

　怒ろうと思った瞬間、頭をグイッと引き寄せられて唇が重なる。

「里桜の唇は甘い。中毒になりそうだ」

　彼はようやく起き上がり、もう一度キスを落とす。

「俺、もう里桜なしでは生きられない。ずっと隣にいてほしい」

「もちろんです。響さんが常務になっても、私は妻ですよ？　たっぷり愛してもらわないと困ります」

　私が響さんなしでは生きられない。

「かわいいことを言う」

　彼は私の肩を抱き、満足そうに微笑む。

「近いうちに、横よこ浜はまみなとみらいのプロジェクトが立ち上がる」

「そうなんですか？」

　それは初耳だ。

「うん。上層部の承認が下りた。来週からメンバーの選定に入る。それで里桜、プロジェクトリーダーやらないか？」

「えぇっ!?」

　仰天するような提案に、あんぐりと口を開ける。

「待ってください。先輩はたくさんいらっしゃいますし、私みたいな経験の浅い若造では務まりません」

　響さんがやっていた役割を私が背負うなんてありえない。

「いや。渋谷プロジェクトで、お前は見事にチームの人間の潤滑油として活躍した。自身の仕事も失敗を帳消しどころか、その何倍もの結果を残すほどの大活躍だ」

　たしかにセクール日本一号店の契約をもぎ取れたことは、上層部も腰を抜かしていると聞いている。ただ、響さんのサポートがあったからこそで、私ひとりではできなかった。

「古屋も言ってたぞ。里桜はリーダーとしての資質がある。今のうちからその力を育てたほうがいいと。俺もサポートするから考えないか？」

　それは買いかぶりすぎだ。

「私は一番近くで響さんを見ていたんですよ？　私はまだ自分のことで精いっぱいで、響さんみたいに縁の下の力持ちにはなれません」

　有能すぎる彼にはいつまで経っても追いつく気はしないが、リーダーを引き受けるとなれば、響さんを目指すくらいの覚悟が必要だ。

　それに……。

「最初からなんでもこなせるとは思っていない。そこは一緒に――」

「ありがたいお話ですし、なにより響さんに推してもらえるのは光栄です。でも……できません」

「どうして？」

　頑なに拒否するからか、彼は不思議そうに私を見つめる。

「私、お仕事が大好きだったんですけど、それより大切なものができちゃいました」

　私は彼の手を取り、自分のお腹に持っていく。すると、目を真ん丸にした響さんは、私を見つめたまま固まった。

「まさか……」

「今朝、検査薬を試したら陽性で――」

「本当か!?」

　話し終わる前に、喜びいっぱいの表情で私を抱き寄せた彼は、「そうか、赤ちゃんか……」と声を震わせる。

　これほど喜んでくれるとは。感激の涙がにじむ。

「なんで朝、言わないんだ」

「だって、私も開店に立ち会いたかったんです。でも、ヒールの低い靴を履いていきましたし、走らないように気をつけてましたよ」

　過保護な彼に伝えたら、ずっと寝てろと言われそうだもの。それに、大きな責任を負う彼を仕事に集中させてあげたかった。

「もう明日から仕事を休め」

「ほら、そうなるでしょ？　妊娠は病気じゃないんです」

　予想通りの返事に反論をする。

「でも……」

「響さんはパパになるんですよ？　しっかりしてください！」

「はいっ」

　叱られた子供のように背筋を伸ばして返事をする彼を見て、噴き出してしまう。

　あれほど見事にチームを仕切って結果を残し、取締役にまで就任する人が、私に叱られているなんて……。

「ちゃんと気をつけて働きますから。でも、この子を元気に産みたいので、リーダーはできません」

　通常プロジェクトは、数年単位の仕事になる。出産や育児のために長く休むとわかっている人間がリーダーを務めるわけにはいかない。

「わかった。俺も全力でサポートする。里桜、本当にありがとう」

　私の額にキスを落として感謝を表す彼に、私も笑顔を向ける。

「私こそ、ありがとうございます。響さんと結婚できて幸せ」

　彼の腕の中に飛び込むと、力強く抱きしめてくれた。

　これから会社を背負っていく彼には試練も待ち構えているだろう。出産や育児も一筋縄ではいかないかもしれない。

　けれども、響さんとこの子と三人で絶対に幸せになる。

　だって、彼は私を、そして私は彼を一生愛し続けるのだから。




ＥＮＤ










あとがき




　前作「激愛～一途な御曹司は高嶺の花を娶りたい～」のふたりがお見合いをした、同じ日の同じ時間に同じ場所でお見合いをした響と里桜のお話でした（里桜の前にいたのが、紬つむぎでした）が、いかがでしたでしょうか。冒頭で気づいてくださる読者さまが、三人くらいはいらっしゃるかなと思いながら書きました。同じようにお見合いから始まった二組ですが、当然ながらその後はまったく違いますね。でも二組とも幸せに暮らしていると思います。

　響と里桜は離婚前提の契約結婚でしたが、ふたりは無事に最後の場面に着地しました。でも、そこに至るまでは、契約だからこその葛藤がいっぱいでした。

　結婚って難しいですよね。〝この人しかいない〟と思って結婚に踏み切っても、好きという気持ちがずっと続くとは限らない。ただ、開いてみないとなにが広がっているかわからない扉もあるもので、男女間にある恋愛の情だけでなく、家族の情、そして親子の情など、扉の先には新たな発見があるかもしれません。どんな人生が正解なのかなんて、誰にもわかりません。きっと失敗も繰り返すでしょうけど、とにかく今を全力で生きていればいいのかな、なんて考えています。

　この作品でインパクトがあったのは、やはり三宅次郎でしょうか。次郎と響の絆はとても強く、親友というのはこういう関係を指すんだなと思います。揺らぐことなく互いを信じ続けるふたりが、うらやましいです。（響に溺愛される里桜も、かなりうらやましいですが！）

　そんな次郎……もとい美弥が行っていた、エステのリンパマッサージの経験がある方はいらっしゃいますか？　私はないのですが、以前知り合いが、施術を受けて痩せた上に、その後ずっとその体重をキープしていると話していたので、興味津々。絶対にいつか行きたいと思っています。楽して痩せたい！




　響と里桜、そして次郎のお話に最後までお付き合いくださり、ありがとうございました。また別の作品でもお目にかかれますように。
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